
第424図　第610号土坑出土遣物実測図（2）

第610号土坑出土遺物観察表（第423・424図）

図 版 番 号 器　 種 計測 値 （cm ） 器 形 及 び 文 様 の 特徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 3 ．4 ］ 口縁 部 及 び 胴 部 一 部 欠 損 。 胴 部 は 直 線 的 に立 ち上 が り，頚 部 で 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 12 68　 40 ％

縄 文 土 器 B　 3 1 ．7 屈 曲 して外 傾 し， ロ 縁 部 は内 攣 す る。 環 状 把 手 を有 し， 口緑 部 にぷ い赤 褐 色 P L 39

C　　 9 ．8 に は半 裁 竹 管 に よる 平 行 沈 線 文 と波 状 文 を巡 ら して い る 。地 文

は R L の単 節 縄 文 で ， 口 唇 部 外 面 は 横 方 向 に， そ れ以 外 は縦 方

向 に施 して い る。

普 通

2

探　　 鉢 A　 2 2 ．4 口緑 部 及 び胴 部 一 部 欠 損 。 胴 部 は 直 線 的 に立 ち上 が り， 頚 部 で 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 12 70　 80 ％

縄 文 土器 B　 3 1 ．2 屈 曲 して 外 傾 し， ロ緑 部 は わ ず か に外 反 す る。 R L の 単 節 縄 文 にぷ い橙 色 底 部 に 網 代痕

C　　 9 ．0 を縦 方 向 に施 して い る。 普 通 P L 39

3

深　　 鉢 A ［1 9 ．2 ］ 口 緑 部 か ら胴 部 に か け て の破 片 。胴 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が り， 長 石 ・石 英 P 126 9　 30 ％

縄 文土 器 B （1 9 ．0 ） 頸 部 で 屈 曲 して外 傾 し， ロ緑 部 は 内傾 す る 。 ロ綾 部 は 細 い 隆 帯 赤 褐 色 P L 3 9

に よ り文 様 を描 出 し，隆 帯 に 沿 っ て結 節 沈線 文 を 施 して い る 。

R L の 単 節 縄 文 を横 方 向 に施 して い る 。

普 通

4

深　　 鉢 B （1 1 ．0 ） 胴 部 片 。 胴 部 は直 線 的 に立 ち上 が る。 沈 線 に よ り渦 巻 文 を施 し 長 石 ・石英 T P l18 5　5 ％

縄 文土 器 て い る 。 R と L の 無 節 縄 文 を縦 方 向 に施 す こ と に よ り羽 状 に構 に ぷ い褐 色

成 して い る 。 普 通

5

探　　 鉢 B （7 ．0 ） ロ縁 部 片 。 ロ 縁 部 は屈 曲 して外 傾 す る。 R L の単 節 縄 文 を 縦 方 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P 118 3　 5 ％

縄 文 土 器 向 に施 して い る 。 黒 褐 色

普 通
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図姦番可 蓄 積つ 錮 臓 通
器形及び文様の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢　 A ［2 3 ．0 ］

6　　 縄文土器　 B ［2 9 ．8 ］

目線部か ら底部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上が り，頸 長石 ・石英

暗赤褐色

P 12 7 1　50％

底部 に木葉痕部 で屈曲 し，目線部は内攣する。目線部は細い隆管によ り文様を

C　　 8 ．4 措 出している。地文はL R の単節縄文で，縦方向に施 している。 普通

7

頚部片。頚 部は外傾 する。半裁竹管 による平行沈線文 によ り渦 長石 ・石英 ・雲母 T P l 18 6　 5 ％

巻文 を施 している。地文は L R の単節縄文で，縦方向 に施 して にぷい褐色

い る。 普通

浅　　 鉢　 B （3 ．6 ） 目線部付近 の破片。 目線 部 と胴 部の境で屈曲 し，日経部 は内傾 長石 ・石 英 ・雲母 T P l18 7　 5 ％
8　　　 縄文土器 す る。頚部 に鍔状 の隆帯 を巡 らしている。目線 部は沈線 により 橙 色

文様 を措出 している。 普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考長さ（cm）i 幅（cm）
厚さ（cm ）重量（g ）

り 磨製石斧 14．2 5．2 1．5 170．り 粘　 板　 岩 完形。両側緑に調整加工痕が残る。 Q lO15

窮馴　考量痍（第425の426図）

位置　調査1区の東部，C5C9区。

規模と平面形　開口部は長径0。98m，短径0。86mの楕円形で，深さは26cmである。

壁　ほぼ直立する。

應　平坦である。

穫丑　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片4点，磨石1点が出土している。そのうち縄文土器片2点，磨石1点を抽出e図示した。1

ほ浅鉢の目線部付近の破片，2は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，いずれも覆土上層から出土している。

3は磨石で，覆土から出土している。

所凰　時期は出土している土器が破片であり，覆土上層から出土であるため明確ではないが，中期後業と考え

られる。

二二二IlI：＿ll二‾二‾‾‾享llll幸二ll干：＿‾‾一一‡二

第般図　第611号土坑e出土遺物実測図

0　　　　　　2m

』＝＝二二ヒ二二二二二∃

「「＿＿＿＿＿遷二＿lへ＿

0　　　　　　　10cm

し＿＿二＿＿＿＿＿＿＿＿上…＿＿二…」

－　477　－



⊂⊃
第426図　第611号土坑出土遺物実測図

第611号土坑出土遺物観察表（第425・426図）

0　　　　　　　　　　　10cm

』＝　：　ヒ＝∃

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　 考

1

浅　　 鉢 B （4．6） 口縁部片。口縁部は緩やかに外傾する。口唇部外面は沈線によ 長石・石英 ・雲母 P 1273　 5 ％

縄文土器 り文様を措出している。 明赤褐色

普通

2

探　　 鉢 B （4 ，1） 胴部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がる。無 長石 ・石英 ・雲母 P 1274　10％
縄文土器 C　 12．5 文。 にぷい橙色

普通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g）

3 磨　　 石 （11．6） 7．8 4．5 （542．8） 安　 山　 岩 一部欠損。裏面に凹みが 2か所ある。 Q lO16

第612号土坑（第427図）

位置　調査1区の西部，C4C7区。

重複関係　本跡は第591号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　第591号土坑と重複しているため，開口部は長径1．70m，短径は推定で1．52mの楕円形である。

底部は長径1．90m，短径は推定で1．72mの楕円形で，深さは54cmである。P2付近の開口部には半円形状に突

出している部分があり，長さ70cm，幅40cmを測る。

壁　フラスコ状を呈する。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは南東壁際に位置し，第591号土坑のPlと重複しているため，径32cmほどの円形と推

定され，深さ14cmである。P2は北西壁際に位置し，径40cmほどの円形で，深さ114cmである。P2について

は土層断面で確認することができなかったが，P2付近の開口部には半円形状に突出している部分があること

から，別の遺構のピットである可能性がある。

覆土　第1～6層は第591号土坑の覆土で，第7～11層が本跡の覆土である。レンズ状に堆積することから，

自然堆積と考えられる。
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土層解説

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

9　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

11暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　縄文土器片22点が出土している。そのうち縄文土器片3点を抽出・図示した。1は上半部が欠損する探

鉢，2は深鉢の胴部から底部にかけての破片，3は探鉢の口緑部片で，いずれも覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期複葉（加曽利EI式期）と考えられる。

J
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第427図　第612号土坑・出土遣物実測図

第612号土坑出土遺物観察表（第427図）

0　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿　＿∴．．＿」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　 鉢 B（15．0） 上半部欠損。胴部は開きながら内攣して立ち上がり，頚部で屈 長石・石英・雲母 P1275　40％
縄文土器 C　　9．2 曲する。頚部に沈線を巡らし，胴部は沈線により文様を描出しにぷい褐色 P L39

ている。地文はLの無節縄文で，縦方向に施している。 普通
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図版番号　 番 可 計測値 k m ）　　　　　 器形及 び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考
i

長石 ・有英 ・実母 P 12 76　20％深　　 鉢　 B 0 2 ．5 ） 胴部か ら底部 にかけての破 片。胴部は直線的 に立 ち上が る。 ク

2　　 縄文土器　 C il ．6　　 シ状工具 による条線文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい橙色

良好

内面に炭化物付 着

底 部に網代痕

深　　 鉢　 B　 摘 。自

3　　 線文土器

長石 ・石英 ・霊母

灰 褐色

良好

T P ii8 8　 5 ％

窮感臓考量琉（第428～430図）

位置　調査1区の南西部，eこ圧6区、、

重複関係　第1号堀に掘り込まれていることからタ　本跡が古い。本跡と第629号土坑は重複しているが芦　新旧

関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2。42mタ短径2。00mの楕円形である。底面は長径2。78m，短径2。56mのほぼ円形で，

深さは78clllである。．

壁　フラスコ状を皇する。北東壁は第629号士坑と重複しているため，ほぼ直立する。

應　ほぼ平坦である。

ぽッ睦　1か所。Plは長径30cm，短径25cmの円形で，深さは7cmである。

穫豊　9層に分層され，第7～9層はローム小ブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロックもローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

2　黒褐色　炭化物少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子も炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子ゆ炭化物少量，ローム中ブロックの焼土小ブロック・焼土粒子を炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒子や炭化粒子微量

6　黒褐色　炭化粒子中量，炭化物・白色粘土小ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
7　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量，炭化物少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム中ブロック・炭化粒子微量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロックさ炭化物少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片2壷点，石匙1点が出土している。そのうち縄文土器片16氏　石匙1点を摘膚「つ軋示した。

1は底部が欠損する深鉢で，覆土下層（第9層）から出土している。2は深鉢の目線部から胴部にかけての破片，

3ほ太波状目線を呈する深鉢のロ緑部から頚部にかけての破片，4は深鉢の日録部から胴部にかけての破片，

506は深鉢の目線部から頚部にかけての破片タ　7ほ深鉢の把手部片，8ほ深鉢の胴部片，11は深鉢の目線部

片タ12は探鉢の胴部片で，いずれも覆土上層から出土している。9弓0は深鉢のロ綾部片，13016は深鉢の胴

部片，14の15は深鉢の頚部片言7は石匙で，いずれも覆土から出土している。

第般図　第613号土坑実測図
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所見　覆土下層から出土した1は中期中葉（阿王台Ⅳ式期）のもので，覆土上層から出土した土器は中期中葉（阿

王台Ⅳ式期）ものと中期後葉（加曽利EI式期）のものとが混在している。本跡の廃絶時期は，覆土下層の出土土

器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

三千二　‾二
二三：∵二・‾二∴・‾－　　　　　＿こ

第429図　第613号土坑出土遺物実測図（1）
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第613号土坑出土遺物観察表（第4296430図）

図巌壷可
器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 0 色調 ・焼 成　　　 備　 考

1

深　　 鉢 A　 3 4 ．5 胴部の一部及 び底部欠損。胴部 は直線 的に立ち上が り，頚部で 長石 ・雲母　　　　　 P 12 78　 60％
縄文土器 B （3 6 ．0 ） 屈曲 して外傾 し， 日録部 は内攣す る。 目線 部は鍔状 の隆管に よ 灰褐色　　　　　　　 P L 39

り 4 単位の区画文 を形成 し， 区画文 の中央部 は下方に突出 させ 普通

ている。頚部 と胴部の境 には 3 条一組 の沈線 を巡 らし，胴 部に

は洗練 に よる波状文 を施 してい る。地文 は R L の単節縄 文でタ

目線部 は横方 向に，それ以外 は縦方向 に施 している。

2

深　　 鉢 A ［3 1．0 ］ 目線部から胴部 にかけての破片。頚部は外傾 し，口綾部 に至る。 長石 e 石英 ・雲母　　 P 128 4 10 ％
縄文土器 B （9 ．1 ） 目線部 には背 に沈線 を有 する隆帯 に より 4 単位の区画文 を形成 灰褐 色

して いる。頚部 には洗練 を巡 らしている。地文は R L の単節縄

文で，縦方向 に施 している。
普通

深　　 鉢 A ［4 5 ．6 ］ 目線 部か ら頚部 にか けての破片。頚部 は外傾 し，目線 部はわず 長石 も石英 ・雲母 P 12 79 10％

3

縄文土器 B （2 0 ．2 ） かに内攣す る。 4 単位の大波状 目線 を皇 し，波頂 部の形態 は台 黒褐色
形状 である。目線部 は波頭部下 と波底部下 に隆帯 を垂下 させて 普通

区画文 を形成 し，区画文内には洗練 により文様 を持出 している。

R L の単節縄文 を主 に横方向 に施 している。

4

深　　 鉢 A ［2 1 ．0 ］ 目線部 から胴部 にかけての破片 。胴部はわずか に内攣 して立 ち 長石 ・石英 P 128 0 15％
縄文土器 B （摘 ．5 ） 上が り，頚部で屈曲 して，目線部 は外傾す る。R L の単節縄文を， 灰褐 色

口唇部 は横方向 に，それ以外は縦方向 に施 している。 普通

5

深　　 鉢 B （8 ．3 ） 口縁部か ら頚部にかけての破片。頚部慮外傾 し，目線部に至 る。 長石 ・石英 も雲母　　 P 12 82　 5 ％
縄文土器 目線 部 には橋状把手 を有 し，押庄文 を有 する隆帯 を巡 らしてい 橙色

る。頚 部には R L の単節縄文 を縦方 向に施 している。 良好

6

深　　 鉢 B （7 ．5 ） 小波状 目線 を呈す る目線 部か ら頚部 にか けての破片。頚部 は外 長石 ・石英 e雲母　　 P 12 83　 5 ％
縄文土器 傾 し，目線 部に至る。目線 部には抑圧文 を有す る隆帯 を巡 らし 灰褐色

て，幅狭 の日録 部文様帯 を形成 してい る。波頂部直下 にはⅩ字

状の隆帯文 を施 している。頚部 には洗練 で文様 を持出している。
普通

深　　 鉢 B （9 ．9 ） 眼鏡状の把手部片。 中空 で，形状 は縦長の紡錘形であ る。孔 に 長石 を石英　　　　　 P 128 5　 5 ％

7 縄文土器 沿 って沈線文 を施 している。 灰褐 色

良好

8

深　　 鉢 B （1 3 ．3 ） 胴 部片。胴部は直線的 に立 ち上が る。 3 条…・一組 の沈線 文 を懸垂 長石 p石英 ・雲母　　 P 12 88 10％
縄文土器 させ ている。地文 は撚 糸文 である。 呈完 い酌　 ！

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 目線部片。 ロ緑 部は外 傾 し，内面 に稜 を有す る。 L の無節縄文　 長石 ・石英 ・雲母 T P l1 89　 5 ％
9 縄文土器 を， 口唇部 と口唇 部外 面には横 方向に，それ以外 は縦方向 に施 にぷい黄橙 色

してい る。 良好

10

深　　 鉢 B （6 ．1 ） 日縁部片。 目線部 はわずか に外傾 し，内面に稜 を有す る。 口唇 長石 0石英 ・雲 母 T P ＿1拶0　 5 ％
縄文土器 部に押庄文 を施 し， L R の単節縄 文を縦方向に施 している。 にぷい橙色

普 通

11

探　　 鉢 B （1 3 ．6 ） 口緑部片。口縁部はわずか に内攣 し，内面に稜 を有する。 目線部 長石 や石英 ・雲母 T P l 192　 5 ％
縄文土器 に隆帯 を巡ら し，沈線 により文様 を措出 している。地文 は L の無 にぷ い黄橙色

節縄文で，口唇部は横方向に，それ以外 は縦方向に施 している。　 普通

深　　 鉢 B （6 ．2 ） 胴部片。胴部 は直立する。沈線 に より文様 を描 出 している。 地 長石 e石英　　　　　 T P ll舛　 5 ％

12 縄文土器 文 は L R の単節縄文で，縦方向 に施 してい る。　　　　　　 にぷい黄橙 色

良好

13

探　　 鉢 B （1 2 ．0 ） 胴部片。胴部 は直立す る。隆帯 によ り文様 を描出 し，隆帯 に沿 長石 e石英 も雲母　　 T P 日射　 5 ％

縄文土器 って沈線文 を施 してい る。地文 は R L の単 節縄 文で，縦方向 に　 明赤褐色

施 している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

14

探　　 鉢 B （4 ．2 ） 頚部片 。頚部はわずか に外傾す る。頚部 にキザ ミを有する細 い 長石 e石英 も雲母　　 T P l l．96　 5 ％
縄文土器 隆帯 を巡 ら し，沈線 によ り文様 を措 出 している。 にぷ い黄橙色

良好

15

探　　 鉢 B （5 ．9 ） 頚部片。頚部 はわずかに外傾 する。目線部 と頚部の境 に背 に沈 長石 ・有英 ・雲母 T P l19 7　 5 ％
縄文土器 線 を有す る隆帯 を巡 ら し，沈線 に より文様 を措出 して いる。地 黒褐色

文は撚糸文である。　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好

′16

深　　 鉢 B （7 ．8 ） 胴部片。胴部はほぼ直立する。洗練 によ り文様を措出 している。 長石 ・石英 ・雲母　 T P li．9 8　 5 ％

縄文土器 地文は撚 糸文である。　　　　　　　　　　　　　　　　 黒褐色 T P l197と同一個体

良好

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ）重量 （g ）

17
石　　 匙 4．0 6．4 1．5 26．7 メ　 ノ　 ウ 縦 長剥片 を素材。 つ まみ部 の右 側縁 を刃部

と している。
Q lO 17
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第馴　尊皇坑（第431～433図）

位置　調査1区の中央部，B5i3区。

重複関係　本跡は第24号住居跡と重複しており，出土遺物から本跡が古い。

規模と平面形　開口部は長径1．00m，短径0．93mの円形，底面は長径2。24m，短径2．08mの円形で，深さは

114cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　平坦である。

尊堂　8層に分層され，レンズ状に堆積することから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼士粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・炭化物微量

3　極暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化材・ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量

6　黒褐色　ローム小ブロック0ローム粒子e炭化材・炭化物・炭化粒子微量

7　極暗褐色　ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量

8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子少量，ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子微量

遣物　縄文土器片144点，凹石片1点が出土している。そのうち縄文土器9点を抽出・図示した。3は胴部の

一部が欠損する探鉢，4は底部の一部が欠損する探鉢，5は探鉢の頚部から胴部にかけての破片，7は深鉢の

胴部片，8は探鉢の目線部片で，いずれも覆土下層から出土している。1は環状把手を有する深鉢の日録部片

で，覆土中層から出土している。2ほ深鉢の波状口綾部片，6は探鉢の胴部から底部にかけての破私　9は深

鉢のロ緑部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。
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第璃図　第616号土坑・出土遺物実測図
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第432図　第616号土坑出土遺物実測図（1）
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第433匡l　第616号土坑出土遺物実測図（2）

第616号土坑出土遺物観察表（第431～433図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 B （1 3 ．8 ） 環 状 の把手 を有す るロ緑 部片 。口緑 部はほほ直立する。波頂部 長石 ・石英 ・雲母 P 129 2　 5 ％

縄 文 土器 下の 口緑邪 には橋状把 手を有 し，隆帯に沿 って キザ ミ目を施 し にぷい褐色

てい る。 口緑部には斜位の条線文 を施 してい る。 普通

2

探　　 鉢 B （8 ．5 ） 波 状 口緑 を呈す る口緑 部片。 口緑 部はほぼ直立す る。ロ緑部 は 長石 ・石其 ・雲母 P 129 4　 3 ％

縄 文 土器 波頂部か ら隆帯 を垂下 させている。隆帯に沿 って半裁竹管 によ にぷい褐色

る結節平行沈線文 を施 してい る。 普通

3

探　　 鉢 A　 3 1 ．5 口縁 部 ・胴部一部欠損 。胴部 は直線的に立ち上が り，頚部で屈 長石 ・石英 ・雲母 P 129 0　 6 5 ％

縄 文 土器 B　 4 5 ．6 曲 し て， 口緑部 は開 きなが ら内攣す る。口縁部 に隆帯 による 4 に ぷ い褐 色 底 部に網代痕

C ［1 2 ．0 ］ 単 位 の Ⅴ字状文 を施 し，そのⅤ字状文 を起点 に蛇行する隆帯 を

垂下 させ ている。隆帯 に沿ってアナ ダラ属の貝 によるキザ ミを

施 し，器面 には同工具 によるキザ ミ目列 を巡 らしている。

普通

4

探　　 鉢 A　 2 5 ．2 底 部 一 部欠損。胴部 は直線的に立ち上が り，頚部で屈曲 して， 長石 ・石英 P 128 9　 9 5 ％

縄 文 土器 B　 3 9 ．9 ロ緑 部 は内攣す る。 ロ緑 部 と胴部上位には隆帯 による 4 単 位 の 灰褐 色 （上半部） P L 3 9

C　 1 2 ．6 楕 円 区画文 を形成 し，隆菅 に沿って半裁竹管 による結節平行沈 にぷい橙色 （下半部）

練文 を施 してい る。胴 部下位 には蛇行する隆帯 を垂下 させてい

る。

普通

5

探　　 鉢 B （1 6 ．1） 頸 部 か ら胴部 にか けての破片 。胴部はわずか に内攣 して立 ち上 雲母 P 129 5　 10 ％

縄 文土 器 が り，頚部 は屈曲 して外傾す る。無文。 にぷい赤褐 色

普通

6

探　　 鉢 B （6 ．3 ） 胴 部 か ら底部 にか けての破片 。胴部は直線的 に立 ち上が る。無 長石 ・石英 ・雲母 P 129 6 10 ％

縄 文土 器 C　 l O ．2 文 。 明 赤褐色

普通

7

深　　 鉢 B （1 9 ．5 ） 胴 部 片。胴部 は直線 的に立ち上がる。胴部は隆帯 による文様 を 長石 ・石英 ・雲母 P 129 1　 2 0 ％

縄 文土 器 描出 し，隆帯 に沿 って半裁竹 管に よる波状の平行沈線文 を施 し にぷい橙色

てい る。器面 にはキザ ミ目列 を巡 ら してい る。 普通

8

探　　 鉢 B （1 6 ．2 ） ロ緑 部か ら胴部 にかけての破 片。胴部は直線的 に立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 129 3　 10 ％

縄 文土 器 頚部で屈 曲して， 口緑 部は開 きなが ら内攣す る。ロ緑部 には隆 灰褐 色

帯 による 4 単 位 の楕 円区画文 を形成 し，隆帯 に沿 うようにキザ

ミ目列 を施 してい る。

普通

9

探　　 鉢 B （7 ．8 ） 口縁 部片。 口緑部 はわずかに内攣す る。口緑部 には隆帯 を巡 ら 長石 ・石英 ・雲母 T P l 19 9　 5 ％

縄 文土器 し，棒状工具 による結節沈線文 を充填 してい る。 黒褐 色

普通

第617号土坑（第434・435図）

位置　調査1区の中央部，C5al区。

重複関係　本跡は第618号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第618号土坑と重複しているため，開口部は長径1．32m，短径が推定で1・30mの円形であ
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る。底面は長径2．60m，短径が推定で1．78mの楕円形で，深さは78cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　第1～4層は第618号土坑の覆土で，第5～10層が本跡の覆土である。6層に分層され，レンズ状に堆

積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
5　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量
6　極暗褐色　ローム粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子少量
9　黒褐色　炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片184点が出土している。そのうち縄文土器片10点を抽出・図示した。1は深鉢の口綾部から

頚部にかけての破片，2・3は探鉢の胴部から底部にかけての破片，4は深鉢の口綾部片，10は探鉢の胴部片

で，いずれも覆土下層から出土している。5～9は深鉢の口緑部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ・Ⅳ式期）と考えられる。
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第435回　第617号土坑出土遣物実測図

第617号土坑出土遺物観察表（第434・435図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［3 0 ．0 ］ ロ縁部 から頭 部にかけての破 片。頚部で屈 曲 し，口緑部 は開き 長石 ・石英 ・雲母 P 129 7　 15％

縄文土器 B （2 3 ．9 ） なが らわずかに内攣する。口唇部は押庄文 を連続 して施 してい 暗赤褐色

る。一部 に結節の ある L の無節縄文 を縦方向 に施 してい る。 普通

2

探　　 鉢 B （8 ．1） 胴部 か ら底部 にかけての破片 。胴部は直線的 に立ち上が る。 R 長石 ・石英 ・雲 母 P 129 9 10 ％

縄文土器 C　 1 2 ．2 L の 単節縄文 を横及 び斜方向 に施 してい る。 にぷい橙色

普通

底部 に網代痕

3

深　　 鉢 B （1 3 ．7 ） 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴 部は直線的 に立ち上が る。無 長石 ・石英 ・雲母 P 129 8　 10 ％

縄文土器 C　 l l．0 文。 にぷい赤褐色

普通

4

深　　 鉢 B （8 ．0 ） 口綾部片。口縁部 はわずか に内攣 し，内面に稜 を有する。口唇 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 10　 5 ％

縄文土器 部に押庄文 を施 している。 R L の単節縄 文を横 方向に施 してい 黒褐 色

る。 普通

5

探　　 鉢 B （5 ．6 ） 口緑 部片。口縁 部 はわずか に内攣す る。 口唇 部外 面に押圧 文 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 1 2 11　 3 ％

縄文土器 有する隆帯 を巡 らしてい る。 R L の単節縄文 を縦 方向に施 して にぷい橙 色

いる。 普通

6

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 口緑 部片。口綾 部はわずか に内暫 し，内面 に稜 を有す る。口唇 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 12　 3 ％

縄文土器 部は肥厚 し，口縁部 には沈線 による鋸 歯縄文 を巡 ら している。 黒褐色

普通

7

深　　 鉢 B （3 ．4 ） ロ線部片 。口縁 部はわずかに内攣す る。 R L の単節縄文 を口唇 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 13　 3 ％

縄文土器 部外面 は横方向 に， それ以外 は縦方 向に施 している。 褐灰色

普通

8

深　　 鉢

縄文土器

B （4 ．8 ） 口縁部片。 口緑部 はわず かに内野す る。無文。 長石 ・石英 ・雲母

黒褐色

普通

T P 12 15　 5 ％

9

深　　 鉢

縄 文土器

B （6 ．3 ） 口綾部片。 口緑部はほぼ直立 し，内面 に稜 を有する。無文。 長石 ・石英 ・雲母

にぷい褐色

普通

T P 12 14　 5 ％
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

10

探　　 鉢 B （9 ．0 ） 胴部片。胴 部はほぼ直立する。 R L の単節縄文 を縦方 向に施 し 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 16　 5 ％
縄文土器 ている。 褐灰色

普通

第618号土坑（第436図）

位置　調査1区の中央部，C4aO区。

重複関係　本跡は第617号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　本跡は第617号土坑と重複しているため，長径が推定で1．05m，短径が推定で1．00mの円形と推

定され，深さは78cmである。

壁　ほぼ直立する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　縄文土器片23点が出土している。そのうち縄文土器片6点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部から頸

部にかけての破片，2・3は深鉢の口緑部片，4は深鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。5・6

は曽利式土器で，5が深鉢の口緑部片，6が探鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第436図　第618号土坑・出土遺物実測図
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第618号土坑出土遺物観察表（第436図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色調 も焼 成 備　 考

深　　 鉢 B （6 ．8 ） ロ縁 部か ら頚部 にか けての破片 。口綾 部は内攣する。沈線の沿 長石 ・石英 T P 12 1 7　 5 ％

1 縄 文土器 う隆常に より区画文 を施 している。地文は R L の 単節縄 文で， 橙色

目線部 は横方 向に，頚部 は縦 方向に施 している。 普通

2

深　　 鉢 B （5 ．4 ） 目線部片 。日録 部は内攣す る。 目線部 は沈線 による区画文 を＼施 長石 ・石英 T P 12 18　5 ％
縄文土器 している。地文 は R L の単節縄文 でタ　縦方 向に施 している。 橙色

普通

3

深　　 鉢 B （7 ．2 ） 目線部片。 口綾部 は内攣 する。沈線の沿 う隆帯 による区画文 を 長石 ・石英 ・霊母 T P ′12 19　 5 ％
縄文土器 施 している。区画文 内に沈線文 を縦 方向に施 している。 にぷい橙 色

普通

4

深　 鉢 B （7 ．2 ） 胴部片。胴部はわずか に外傾す る。沈線 に よる 3 条 …一組の懸垂 長石 ・石英 T P 12 20　 5 ％
縄文土器 文 を施 している。地文 は R L R の複節縄 文で，縦方向に施 して にぷ い褐色

いる。 普通

5

深　　 鉢 B （2 ．7 ） 目線部片 。目線 部はほぼ直立す る。 目線部 の内面 には突 出 した 長石 せ石英 T P i2 2 1　 5 ％
縄文土器 隆帯 を巡 らし，口唇部 には半裁竹管 によるキザ ミを施 している。 明褐色

目線部 には半裁竹管 による平行沈線文 を横方 向に施 してい る。 普通

6

深　　 鉢 B （3 ．9 ） 胴部片。胴部 はわず かに外傾 して立 ち上が る。胴部 には半裁竹 長石 。石英 T P 122 2　 5 ％
縄文土器 管 による平行沈線文 を斜方向 に施 してい る。 にぷい褐色

普通

第醍考量坑（第437の438図）

位置　調査1区の南西部，C4f7区。

重複関係　第9号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　開口部は長径1。82mタ　短径1。76mの円乳底面は長径2の80mク　短径2。64mの円形でタ　深さは

80cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

應　平坦である。

覆豊　6層に分層されタ北壁側から堆積している。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

（う　暗褐色

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子多量，鹿沼パミス粒子微量

ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子少量

鹿沼パミス粒子中量，ローム粒子・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化物e焼土粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

遺物　縄文土器片135点が出土している。そのうち縄文土器片13点を抽出e図示した。1は深鉢の目線部から

胴部にかけての破片，2・3は深鉢の胴部から底部にかけての破片，5ほ橋状把手を有する深鉢のロ緑部片，

12は環状把手を有する深鉢の目線部片で，いずれも覆土中層から出土している。4ほ深鉢の胴部から底部にか

けての破片，6ほ波状目線を皇する深鉢の目線部から頚部にかけての破片，789・10は深鉢の目線部片タ　8

は嚢の口綾部片，11813は探鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

新風　図示した土器は覆土中層の堆積時に廃棄されたもので，時期は中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

本跡の廃絶時期は，覆土中層の堆積時と時間差がほとんどないと考えられることから，阿王台Ⅳ式期と考えら

れる。
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第437図　第622号土坑・出土遺物実測図
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第438図　第622号土坑出土遺物実測図

第622号土坑出土遺物観察表（第437・438図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備 ．考

1

探　　 鉢 A ［3 0 ．4 ］ ロ綾部か ら胴部 にかけての破 片。胴部は外債 して立 ち上が り， 長石 ・石英 P 130 2　 4 0％

縄文土器 B （3 0 ．8 ） 口綾部 に至 る。 口唇部 は肥厚 し，内面 に稜 を有する。 クシ状工 にぷい褐色

具に よる波状の条線文 を縦方向 に施 している。 普通

2

深　　 鉢 B （1 7 ．6 ） 胴部か ら底部 にか けての破片。胴 部は外傾 して立ち上がる。 3 長 石 ・白色礫粒 P 130 3　 3 0％

縄文土器 C ［1 4 ．8 ］ 本一組の隆帯文 を懸垂 させている。 にぷい橙色

普通

3

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 胴部か ら底部 にか けての破片。胴部 は外 傾 して立ち上がる。無 長石 ・石英 ・雲母 P 1304　 5 ％

縄文土器 C　 1 2 ．4 文 。 にぷい橙色

普通

4

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 胴部か ら底部 にかけての破片。胴部 は直線 的に立ち上がる。撚 長石 ・石英 ・雲母 P 1305　 5 ％

縄文土器 C ［1 2 ．8 ］ 糸文を施 している。 にぷい橙色

普 通

5

深　　 鉢 B （9 ．0 ） 口縁部片 。口縁 部はわずか に外傾す る。 口唇部 には背 に沈線 を 長石 ・石英 P 13 00　 5 ％

縄文土器 有する隆帯 に よる S 字 状文 を施 し，細 い隆帯 による波状文 を付 にぷ い褐色

加 している。ロ緑 部には橋状把手 を有 し，細 い隆帯 による格子

状 文を付加 している。

普通

6

探　　 鉢 B （1 1．0 ） 波状口縁 を呈する口縁部か ら頚部 にかけての破片。口綾部は突出 長石 ・石英 P 13 0 1　 5 ％

縄文土器 した隆帯による区画文 を施 し，隆帯 に沿って沈縁文を施している。 にぷい赤褐色

区画文内には沈線文を縦方向に施 している。頚部は無文である。 普通

7

深　　 鉢 B （9 ．5 ） 口緑部片。 ロ縁 部は肥 厚 し，ほぼ直立す る。口縁部 には沈線 に 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 23　 5 ％

縄文土器 よる三叉文 を施 している。地文は R L の 単節縄文で，縦方向 に 暗褐色

施 してい る。 普通

8

襲 B （6 ．2 ） 口縁部片。 口緑部 は外 反する。口唇部か ら隆帯 を垂下 させてい 長石 ・石英 T P 12 24　 5 ％

縄文土器 る。 L の 無節縄文 をロ唇 部は横 方向に，それ以外は縦方向 に施 赤褐色

している。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 k 扉 器形 及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 B　 一拍∴∬ 目線 部片。目線部は内傾 し，内面 に稜 を有する。目線 部に半裁 長石 ・有 英 ・雲母 T P 12 25　 5 ％

り 縄文土器 竹管 による平行沈線文 を巡 ら している。 にぷい橙色

普通

1．0

探　　 鉢 B　 C6 ．0 ） 目線部片。 目線 部は内攣 し，目線端部 は短 く外傾 する。内面に 長石 ・石英 ・雲母 T P 122 6　 5 ％

縄文土器 稜 を有す る。 L R の単節縄 文 を口唇部外面 は横方 向に，それ以 黒褐色

外 は縦方向 に施 してい る。 良好

＝

深　　 鉢 B （7 ．日 胴部片。胴部 は外傾 して立ち上がる。沈線文 を巡 ら している。 長石 ・石英 ・雲母 T P 122 9　 5 ％

縄文土器 R とL の無節縄文 を横方向 に施 し，羽状 に構成 してい る。 黒褐色

良好

12

深　　 鉢 B （信 の 環状の把手 を有す る目線部片。 目線 部はわずか に外傾す る。把 長右 ・石 英 ・雲 母 T P 122 7　 5 ％

縄文土器 手部 には孔 に沿 って背 に沈線 を有 する隆帯 を施 してい る。 目線 黒褐 色

部には沈線文 を巡 ら している。地 文は L の無節縄 文で，縦方向

に施 している。

良好

13

深　　 鉢 B （8 ．5 ） 胴 部片。胴部はわずか に内攣 して立 ち上 がる。沈線に よる渦巻 長石 ・石英 T P 12 28　 5 ％

縄文土器 文 を連結 させて施 してい る。地文 はR L の単節縄 文で，縦方向 黒褐色

に施 している。 普通

第闘考量琉（第4390440図）

位置　調査1区の南西部，C∠1－116区。

重複関係　本跡は第1号堀に擦り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　開口部は長径1．42m，短径士摘mの楕円形で，底面は長径工58m，短径1。26mの楕円形で，深さ

は74cmである。

壁　フラスコ状を呈するし〕

底　平田である、、、

穫豊　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックや焼土粒子・鹿沼パミス粒子微量

3　暗褐色　炭化粒子微量

4　暗褐色　鹿沼パミス粒子中量，ローム粒子少量，鹿沼パミスブロック微量

5　暗褐色　焼土粒子微量

遺物　縄文土器片104点が出土している。そのうち縄文土器片8点を抽出の図示した。1は探鉢の目線部から

胴部にかけての破片，2は環状把手を有する探鉢の目線部片タ　3の4・5は深鉢のロ綾部片，6は深鉢の頚部

片，708は深鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

鯵l

第報国　第630号土坑実測図
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第440図　第630号土坑出土遺物実測図

第630号土坑出土遺物観察表（第440図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （8 ．4 ） 口緑 部か ら胴 部 にかけての破片。口縁部 はわずか に外反 する。 長石 ・石英 ・雲母 P 130 7　 5 ％
縄文土器 口縁部 と胴 部の境 には隆帯 を巡 らし，口縁部 には背 に沈線 を有 にぷ い橙色

す る隆帯 による波状文 を施 している。胴部 には クシ状工具 によ

る条線文 を縦方向 に施 してい る。

普通

2

探　　 鉢 B （1 4 ．3 ） 環状の把手 を有する口縁 部片。口綾部はわずかに外傾する。把手部 長石 ・石英 ・雲 母 P 1308 10％
縄文土器 には孔 に沿って細 い隆帯を巡らし，把手の頂 部には細い隆帯による渡 黒褐 色

状文を施している。ロ緑部には半裁竹管による平行沈線文を施している。 普通

3

探　　 鉢 B （4 ．4 ） 口緑 部片。口綾 部 はほぼ直立 し，内面 に稜 を有す る。 ロ緑 部に 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 3 1　 5 ％
縄文土器 は交互刺 突に よる連続 コの字状文 を巡 ら している。 L R の単節 にぷ い褐色

縄文 を縦方 向に施 している。 普通

4

深　　 鉢 B （5 ．6 ） ロ縁部片。 口緑 部は内攣する。口綾部 と頚部の境 に 2 本一組 の 長石 ・石英 T P 123 0　 5 ％
縄 文土器 隆帯を巡らし，口綾部 には細い隆帯に よる文様を措 出している。 にぷい橙色

地文は L R の単節縄文で，主 に縦方向に施 している。 良好

5

探　　 鉢 B （7 ．6 ） ロ縁部片。口緑部 は外反す る。 口唇部外 面は肥厚 している。 R 長石 ・石英 ・雲母 T P 1 232　 5 ％
縄文土器 L の単節縄文 を縦 方向に施 している。 にぷい褐 色

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

6

探　　 鉢 B （9 ．9 ） 頚 部片。頚 部は内傾 しなが ら外反す る。沈線 を幾重 に も巡ら し 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 35　 5 ％
縄文土器 ている。地文 は撚糸文 である。 褐灰色

良好

7

探　　 鉢 B （1 0 ．4 ） 胴部片。胴部 は外傾 して立 ち上がる。 L の無節縄 文 を縦方向 に 長石 ・石英 T P 12 37　 5 ％
縄文土器 施 している。 黒褐 色

普 通

8

探　　 鉢

縄文土器

B （5 ．3 ） 胴 部片。胴 部は直線的に立 ち上がる。撚 糸文を施 している。 長石 ・石英 ・雲母

黒褐色

普通

T P 12 36　 5 ％

第631号土坑（第441・442図）

位置　調査1区の南西部，C4g6区。

規模と平面形　開口部は長径1・12m，短径0・96mの楕円形，底面は長径2・12m，短径2．00mのほぼ円形で，深さ

は66cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　9層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　極暗褐色

4　黒褐色

5　暗褐色

6　極暗褐色

7　黒褐色

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，鹿沼パミス粒子微量

ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

9　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子微量

遺物　縄文土器片64点が出土している。そのうち縄文土器片5点を抽出・図示した。2は探鉢の口綾部片，5

は深鉢の胴部片で，いずれも覆土中層から出土している01は探鉢の口縁部片，3・4は浅鉢の口綾部片で，

いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第441図　第631号土坑・出土遣物実測図
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第442図　第630号土坑出土遺物実測図

第631号土坑出土遺物観察表（第441・442図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （9 ．4 ） 口緑 部片。口緑部 は外傾す る。 R L の 単節縄 文を縦方 向に施 し 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 39　 5 ％

縄文土器 ている。 褐色

良好

2

深　　 鉢 B （5 ．7 ） 口唇 部外面 に突起 を有す るロ緑部片。 口緑部 は外傾す る。突起 長石 ・石英 T P 12 38　 5 ％

縄文土器 の頂 部 には隆帯 による渦巻文 を施 してい る。 口縁部 には突起 を 灰褐色

起 点に隆帯文を施 している。 普通

3

浅　　 鉢 B （2 ．4 ） 口縁 部片。口縁部 は穣やか に外反す る。 口唇 部は平坦 で，下端 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 4 1　 5 ％

縄文土器 を突出 させている。口唇部 は沈線 による文様 を措 出 している。 褐色

良好

口唇部・内・外面赤彩

4

浅　　 鉢 B （4 ．1 ） 波状 口緑 を呈す るロ緑部片。 ロ緑部 は横や かに外反す る。口唇 長石 ・石英 T P 12 42　 5 ％

縄文土器 部は平坦で，下端 を突出させ ている。無文。 黒褐色

普通

口唇 部・内面赤彩

5

探　　 鉢 B （1 1．1 ） 胴 部片。胴部は直線的 に立 ち上が る。 L の無節縄文 を縦 方向に 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 40　 5 ％

縄文土器 施 している。 にぷ い赤褐色

普通

第632号土坑（第443図）

位置　調査1区の南部，C4h8区。

重複関係　本跡と第638号土坑は重複しているが，土層では確認できなかった。出土遺物からみると本跡が新

しい。

規模と平面形　長径2．30m，短径2．16mの円形で，深さは34cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量，第2層より色調が明るい。

遺物　縄文土器片332点が出土している。そのうち縄文土器片5点を抽出・図示した。1は波状口緑を呈する

探鉢の口緑部片で，底面から出土している。2・3・5は深鉢のロ縁部片，4は探鉢の口緑部付近から頚部に

かけての破片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第443図　第632号土坑・出土遺物実測図

第632号土坑出土遺物観察表（第443図）

0　　　　　　　　　　　　2m

ヒ二二　　Ⅰ　　　＿＿＿」
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蜘鴫鍼融転
倒如寵醸率警攣

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 話形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （1 1．8 ） 波状口縁を呈する口縁部片。ロ縁部は内攣する。口緑部と頚部 長石 ・石英 ・雲母 P 1310　 5 ％
縄文土器 の境に背に沈線を有する隆帯 を巡らし，波頂部には背に沈線を にぷい橙色

有する隆帯による渦巻文を施 している。地文はR L の単節縄文

で，縦方向に施している。

良好

2

探　　 鉢 B （5 ．2 ） 口緑部片。口縁部は内攣する。口唇部直下に細い隆帯を巡らし 長石 ・石英 ・雲母 T P 1243　 5 ％
縄文土器 ている。 L R の単節縄文を縦方向に施している。 暗赤褐色

良好

3

探　　 鉢 B （6 ．1 ） ロ縁部片。口緑部は内攣し，内面に稜を有する。キザミを有す 長石 ・石英 ・雲母 T P 1244　 5 ％
縄文土器 る隆帯を巡らしている。 R L の単節縄文を横方向に施している。 黒褐色

普通

外面にスス付着

4

探　　 鉢 B （7 ．2 ） 口緑部付近から頚部にかけての破片。口縁部は内野する。半裁竹 長石 ・石英 ・雲母 T P 1245　 5 ％
縄文土器 管による平行沈線文による文様を措出している。地文はR L の単 にぷい褐色

節縄文で，口縁部付近は横方向に，頚部は縦方向に施している。 普通

5

探　　 鉢 B （5 ．8 ） 口緑部片。口縁部は内攣する。口唇部外面に隆帯を巡らし， 2 長石 ・石英 ・雲母 T P 1246　 5 ％
縄文土器 本一組の隆帯による文様を措出 している。地文はR L の単節縄 にぷい褐色

文で，横方向に施 している。 普通
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第633号土坑（第444～446図）

位置　調査1区の南部，C4幻区。

重複関係　第9号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　開口部は長径2．18m，短径1．70mの楕円形，底部は長径2．70m，短径2．46mの楕円形で，深さは

96cmである。

壁　フラスコ状を呈する。北西壁だけは外傾する。

底　平坦であるが，南壁際だけがわずかに窪んでいる。

覆土10層に分層され，第1～4層はレンズ状に堆積することから自然堆積，第5～10層はロームブロックを

多く含む褐色土が主体になること，北西壁側から堆積していることから，壁の崩落土と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l l　　　　一一I

第444図　第633号土坑・出土遺物実測図
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土屑解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子少量，炭化粒子微量

7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・鹿沼パミス粒子少量，炭化粒子微量

8　褐　色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

9　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・鹿沼パミス粒子微量

10　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，鹿沼パミス粒子微量

遣物　縄文土器片109点が出土している。そのうち縄文土器片8点を抽出・図示した。1ほほほ完形の深鉢，

4は探鉢の胴部片で，いずれも覆土下層から出土している。2は波状口緑を呈する深鉢の口緑部から胴部にか

けての破片，3・5は探鉢の胴部から底部にかけての破片，7は探鉢の口綾部片で，いずれも覆土中層から出

土している06は探鉢のロ緑部から胴部にかけての破片，8は探鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第445回　第633号土坑出土遺物実測図（1）
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第446図　第633号土坑出土遺物実測図（2）

第633号土坑出土遣物観察表（第444～446園）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」．－∴　・　…

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢A　24．5 ほぼ完形。胴部は直線的に立ち上がり，頚部で屈曲し，ロ縁部長石・石英・雲母 P1311　85％

縄文土器B　33．1 は外傾する。口唇部外面に隆帯を巡らし，隆帯によるⅤ字状文黒褐色（上半） PL39

C　lO．2 を4単位施している。隆帯に沿って半裁竹管による平行沈線文にぷい赤褐色（下半）

を施している。RLの単節縄文を口唇部外面は横方向に，それ

以外は縦方向に施している。

普通

2

探　　鉢A［24．8］口緑部から胴部にかけての破片。口縁部は3単位の大波状口縁を呈長石・石英・雲母 P1312　15％

縄文土器B（16．0）し，波頂部と披底部を起点に突出した隆帯による6単位の区画文を形にぷい赤褐色

成している。区画文の内3単位には縦方向の沈線文を施し，残りの3単

位は無文である。頚部と胴部の境には沈線文を巡らし，胴部には隆帯

を垂下させている。地文はRLの単節縄文で，縦方向に施している。

普通

3

探　　鉢B（25．6）胴部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がる。R 長石・石英 P1314　40％

縄文土器C［11．9］Lの単節縄文を縦方向に施している。 にぷい褐色

普通

底部に網代痕

4

探　　鉢B（11．4）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。頚部と胴部の境に沈線を長石・石英・雲母 P1315　5％

縄文土器 巡らし，胴部は沈線による区画文を施している。地文はクシ状黒褐色

工具による波状の条線文を縦方向に施している。 普通

5

探　　鉢B （9．9）胴部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がる。無長石・石英 P1316　5％

縄文土器C　lO．6 文。 にぷい橙色

普通

6

深　　鉢A［27．8］ロ縁部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，長石・石英・雲母 P1313 10％

縄文土器B（18．3）口緑部は外傾する。口唇部外面には背に沈線を有する隆帯を巡橙色

らし，口唇部内面には突出した隆帯を巡らしている。RLの単

節縄文を縦方向に施している。

普通

7

探　　鉢B （7．7）ロ緑部片。口緑部は内攣する。口唇部内面に稜を有する。RL 長石・石英・雲母 TP1247　5％

縄文土器 の単節縄文を口唇部を横方向に，それ以外を縦方向に施してい灰褐色

る。 普通

8

深　　鉢B （4．2）胴部片。胴部は直線的に立ち上がり，頚部と胴部の境で屈曲する。頸長石・石英・雲母 TP1249　5％

縄文土器 部と胴部の境から隆帯によるⅤ字状文を垂下させている。隆帯に沿っ暗赤褐色

て沈線文を施している。RLの単節縄文を縦方向に施している。 普通

第637号土坑（第447～451図）

位置　調査1区の南部，C4gO区。

重複関係　本跡は第9号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　開口部は長径2．50m，短径1．88mの楕円形，底面は長径2．64m，短径2・40mの楕円形で，深さは

92cmである。
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壁　フラスコ状を呈する。西壁は外傾する。

底　平坦である。

覆土　8層に分層され，第1～7層はレンズ状に堆積していることから自然堆積，第8層はロームブロックを

多く含む褐色土で，西壁側から堆積していることから壁の崩落土と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

7　暗褐色　鹿沼パミス中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　縄文土器片313点が出土している0そのうち縄文土器13点を抽出・図示した。2はほぼ完形の探鉢，3

は底部が欠損する探鉢，4は口緑部が欠損する深鉢，5は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片，7は底部が
ノ′

欠損する深鉢・6・8・12は探鉢の胴部から底部にかけての破片，9は探鉢の胴部片，10は探鉢の口緑部片，

13は探鉢の口縁部から頚部にかけての破片で，いずれも覆土下層から出土している。1は探鉢の口縁部から頚

部にかけての破片，11は把手を有する探鉢の口緑部付近の破片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第447図　第637号土坑・出土遺物実測図
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第448図　第637号土坑出土遣物実測図（1）



第449図　第637号土坑出土遺物実測図（2）
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第450図　第637号土坑出土遺物実測図（3）
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第451図　第637号土坑出土遣物実測図（4）

第637号土坑出土遺物観察表（第447～451図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［4 1 ．4 ］ 口緑 部か ら頚部 にか けての破片。頚 部は外 反 し，口縁部は内轡 長石 ・石英 ・雲母 P 132 3 10 ％
縄 文 土 器 B （1 4 ．5 ） す る 。把 手部は欠損 してい るが， 4 単 位 の 眼鏡状把 手 を有 して にぷい褐色 P L 39

い る こ とが推 定 され る。口唇部 直下に交互刺 突に よる連続 コの

字状文 を巡 らし，口緑 部 には背 に沈線 を有 する隆帯 で文様を描

出している。 ロ縁部の地文 として沈線文を縦方向 に施 している。

胴部 は沈線 による文様 を描 出 し， R L の 単 節 縄文 を縦方 向に施

している。

普通

2

深　　 鉢 A　 2 2 ．4 ほ ぼ 完 形。胴部 は直線的 に立 ち上が り，頚部で外反 し， 口綾部 長石 ・石英 ・雲母 P 132 1 10 ％
縄 文 土 器 B （3 6 ．4 ） は 内 攣す る。把手 部は欠損 しているが， 1 単 位 の 把手 を有 して 暗赤褐色 （上半） P L 39

C　 l l ．0 い る こ とが推 定 され る。把手部 の直下 には背に沈線 を有する隆 にぷい赤褐 色 （下半）
帯 で文様 を施 し，口綾部 には細 い隆帯 による文様 を描 出 してい

る。胴部は多戟竹管の内面に よる沈線文で文様 を措出 している。

地文は撚糸文であ る。

良好

3

深　　 鉢

縄 文土器

A 1 7 ．5 底 部 欠 損。胴部 は直線 的に立ち上が り，ロ綾部はわずか に内攣 長石 ・石英 P 4 0 7　 90 ％
B （3 0 ．1 ） す る 。 1 単 位 の 山形状 の把手 を有する。口綾 部 には把手部直下 黒褐 色 （上半）

が渦巻文 とな る隆帯 を巡 ら し，口緑部 には細 い隆帯 による波状 にぷい褐 色 （下半 ）
文を施 している。口綾部 と胴部 の境 には沈線 を巡 らし，胴部に

は沈線 による 3 条 一 組 の懸垂文 を施 している。地文は R L の 単

節 縄文 で，縦方 向に施 している。

良好

4

深　　 鉢

縄文土器

B （4 1 ．5 ） 口緑 部欠損。胴部 は直線的に立 ち上が る。 口緑部 と頚部 の境 に 長石 ・石英 ・雲母 P 13 20　 6 0 ％
C　 l l ．2 背 に 沈 線 を有す る隆帯 を巡 らしている。 R L の 単 節 縄文 を縦 方 褐灰色 P L 4 0

向 に 施 している。 普通 底部 に網代痕

P 132 4　 30 ％
5

探　　 鉢

縄文土器

A ［3 0 ．4 ］ 口緑 部か ら胴部 にか けての破片。胴 部は外 傾 して立ち上が り， 長石 ・石英
B （3 6 ．0 ） 口縁 部 と胴部の境で屈 曲 し， ロ緑部 は開 きなが ら内攣す る。 ロ にぷい褐色 P L 3 9

緑 部 は無 文 で，胴部 は撚 糸文 を縦 方向に施 している。 普通

6

探　　 鉢

縄文土器

B （3 7 ．8 ） 胴 部 か ら底 部にかけての破片。胴部 は直線的 に立 ち上 がる。 3 長 石 ・石英 ・雲母 P 1 32 5　 40 ％
C ［9 ．8 ］ 条 一 組の沈線文 による文様を措出 してい る。地文 は L R の単 節 黒褐色 P L 40

縄 文 で ， 縦方向 に施 している。 普通

7

深　　 鉢

縄文土器

A　 2 6 ，0 口綾 部 の一部及 び底部 欠損。胴 部は直線的に立 ち上が り，頭部 長石 ・石英 ・雲母 P 132 2　 70 ％
B （2 9 ．4 ） で外 傾 し，口縁部 は内傾す る。 2 単 位 の小 波状 口縁 を呈 し，波 黒褐 色 （上半） P L 3 9

頂 部 直 下 には背 に沈線 を有す る隆帯 による渦巻文を施 している。 にぷい赤褐 色 （下半）
口緑部 と頚 部の境 には 2 本 一 組 の隆帯 を巡 らし，隆帯に よる 8

単 位 の Ⅹ字状 文を施 している。地文 は L の 無 節 縄 文で，縦方向

に施 してい る。

普通

8

深　　 鉢

縄文土器

B （2 4 ．7 ） 胴 部 か ら底部 にかけての破片。胴 部は直線的 に立 ち上が る。 R 長 石 ・石英 ・雲母 P 13 26 15 ％
L の 単 節縄 文 を縦方向 に施 している。 黒褐色

良好

9

探　　 鉢

縄文土器

B （2 1 ．5 ） 胴 部片 。胴 部は直線的 に立 ち上が る。 L R の 単 節 縄文 を縦方向 長石 ・石英 ・雲母 P 132 8 10 ％
に施 している。 黒褐色

普通
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図版番号

10 －・

器 ‾種

探　　 鉢

縄文土器

計測値 （cm ）

B （6 ．2 ）

器形 及び文様 の特徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

口緑部片。口緑部 は直立す る。 口縁部 と胴 部の境 に沈線 を有す 長石 ・石 英 ・雲 母 P 13 29　 5 ％

P 13 32　 5 ％

P 13 27 10 ％

P 1 33 5　 5 ％

る隆帯 を巡 らし，口縁部 には背 に沈線 を有する隆帯 によ・る突起 にぷい橙色

状の横 S 字状文 を施 してい．る。 普通

長石 ・石英 ・雲母

11

探　　 鉢

縄文土器

B （6 ．2 ） 眼鏡状把手 を有す る口緑部片 。口緑 部は外傾す る。．把手部の孔

に沿 って沈線文 を巡 らし， 口緑部 は細い隆帯 による文様 を描 出 にぷい褐色

してい る。 普通

長石 ・石英 ・雲母

12

深　　 鉢 B （17 ．8 ） 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴 部は直線的 に立 ち上が る。 L

縄文土器 C ［1 1．0 ］ R の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい褐色

‘良好

13

深　　 鉢

緒文土器

B （7 ．9 ） 口緑部 か ら頚部 にかけての破 片。 口縁部 には突 出 した突起 を起 長石 ・石英 ・雲母

ニ′ヽ
古に隆帯 による幅狭 の区画文 を形成 し，隆帯 に沿 って沈線文 を

にぷい赤褐色

ノlヽヽ
施 している。R L の単節縄 文 を隆帯上 は横方 向に，胴 部は縦 方

向に施 してい る。

良好

第638号土坑（第452・453図）

位置　調査1区の南部，C4g8区。

重複関係本跡は第632号土坑と重複するが，土層では確認できなかった。出土遺物からみると本跡が古い。

規模と平面形　第632号土坑と重複しているため，長径2・58m，短径が1・96mの惰円形と推定され，深さは

35cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

遺物縄文土器片60点が出土している○そのうち縄文土器11点を抽出・図示した。1～8は深鉢の口綾部片，

9は頚部片，10・11は深鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　2m

［二二二二二土二二二二二ヨ

一丁二手「千：琶‾丁子
10　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿・l・二二」

第452図　第638号土坑・出土遺物実測図
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第453図　第638号土坑出土遺物実測図

第638号土坑出土遺物観察表（第452・453図）

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 B （6 ．1 ） 波状 口縁 を呈す る口縁部片。 ロ綾 部はわずかに外傾する。波頂 長石 ・石英 ・雲母 P 133 7　 5 ％

縄文土器 部内面に獣面状の把手 を有す る。 波頂部 直下には孔を有す る縦 黒褐色

長 の突起 を有 し，その突起 を起点 に交互刺 突に よる連続 コの字

状文 を巡 らしている。

普 通

2

探　　 鉢 B （5 ．4 ） 口緑 部片 。口緑 部は直立す る。粘土棒 を芯 とした紐状突起 を起 長石 ・石英 ・雲母 P 13 39　 5 ％

縄文土器 点 に隆帯 による区画文 を施 して いる。 区画文 の内側 に沿 って結 橙色

節沈線文 を施 している。 普通

3

探　　 鉢 B （6 ．8 ） ロ繚部片 。ロ緑 部は開 きなが ら内攣す る。粘土棒 を芯 と した紐 長石 ・石英 ・雲母 P 134 0　 5 ％

縄文土器 状突起 を起 点に隆帯に よる区画文 を施 している。隆帝 に沿 って にぷい赤褐色

複列の結節沈線文 を施 してい る。 普通

4

深　　 鉢 B （6 ．8 ） 扇状把手 を有す る口緑 部片。口緑部 はわずか に外傾す る。扇状 長石 ・石英 ・雲母 P 134 1　 5 ％

縄文土器 把手直下 のキザ ミを有する突起 を起点 に隆帯 による区画文 を施 にぷい橙色

してい る。区画文内 に結節沈線文 を施 してい る。 普通

5

探　　 鉢 B （5 ．6 ） ロ綾 部片。 ロ縁部 はわずかに外傾 す る。隆帯 によるⅤ字状文 を 長石 ・石英 T P 125 1　 5 ％

縄文土器 施 している。結節沈線文 による区画文 を施 している。 黒褐色

普通

6

深　　 鉢 B （4 ．8 ） 口縁 部片。 口緑部 は直立す る。 口唇部にはペ ン先状の工具 によ 長石 ・石英 ・雲母 T P 125 2　 5 ％

縄文土器 る結 節沈線文 を施 している。 ロ緑 部には隆帯 に よる区画文 を形 黒褐色

成 し，隆帯 に沿 ってペ ン先状の工具 による結 節沈線 文を施 して

いる。

普通

7

探　　 鉢 B （6 ．5 ） 波状 口緑 を呈する口緑部片。 ロ緑部 は内攣 する。口縁部 には押 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 53　 5 ％

縄文土器 庄文 を有する隆帯 による区画文 を形成 し，隆帯 に沿って半裁 竹 にぷ い褐色

管による結節平行沈線 文を施 している。 普通

8

深　　 鉢 B （6 ．1 ） 口綾部片 。口緑 部は開 きなが ら内攣す る。 口緑部 にはキザ ミを 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 54　 5 ％

縄文土器 有す る隆帯 による区画文 を形成 し，隆苗 に沿 って半裁竹管 に よ にぷ い赤褐色

る波状の結節平行沈線文 を施 している。 普通

9

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 頚部片。頚部 は外傾 する。頚部 には沈線 による鋸歯状文 を巡 ら 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 56　 5 ％

縄文土器 してい る。 にぷい赤褐色

普通

10

深　　 鉢 B （6 ．0 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立ち上 がる。胴部 には隆帯 による楕 円 長石 ・石英 ・雲母 T P 125 7　 5 ％

縄文土器 形区画文 を横位に連続 させて施 してい る。 黒褐色

普通
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図版番号　 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 B （6 ．8 ） 胴 部片。胴 部は直線的 に立 ち上が る。胴部 には隆帯 に よる懸垂 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 58　 5 ％
11　　 縄文土器 文を施 し，隆帯に沿 って半裁竹管 による結節平行沈線 文を施 し 明褐色

ている。 普通

第錮考量坑（第454～458図）

位置　調査1区の南部，C5el区。

規模と平面形　開口部は長径1e40m，短径は8mの楕円私底面は長径2。64m，短径2。60mの円形で，深さは

108clllである。

壁　フラスコ状を呈する。

應　平坦である。

穫丑　8層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色

3　黒褐色

‘1　黒褐　色

5　黒褐色

6　黒褐色

7　黒褐色

8　暗褐色

ローム粒子多量，ローム小ブロック中畳，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土小ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　大量の縄文土器片511息凹石2点が出土している。そのうち縄文土器21息凹石2点を抽出つ頚示し

た。188はほぼ完形の採乳　6は上半部が欠損する採乳14は深鉢の目線部から頚部にかけての破片，15は

深鉢の胴部から底部にかけての破片，いずれも底面から出土している。2は胴部の一部が欠損する深鈍　4は

上半部が欠損する深鈍　7は目線部及び胴部の一部が欠損する深鉢，11は深鉢の頚部から底部にかけての破片

で，覆土下層から出土している。3は上半部が欠損する深鉢，5は目線部の一部と底部が欠損する深鈍　9は

目線部の一部と底部が欠損する探鋏10は探鉢の胴部から底部にかけての破片，12は深鉢の目線部から底部に

かけての破片，19は深鉢の胴部片，20は深鉢の頚部片，21は深鉢の頚部から胴部にかけての破片，22は磨石で，

いずれも覆土中層から出土している。13は深鉢の胴部から底部にかけての破片，16弓8は深鉢の目線部片，17

は壷の口綾部片，23は凹石で，いずれも覆土から出土している。

新風　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第蠣図　第6根号土坑実測図
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10cm
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第455図　第641号土坑出土遺物実測図（1）



第456図　第641号土坑出土遺物実測図（2）
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第457図　第641号土坑出土遺物実測図（3）



⊂〕
第458図　第641号土坑出土遺物実測図（4）
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第641号土坑出土遺物観察表（第455～458図）

図版番号 器　 種 i 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成　　　 備　 考

長石 ・石英 ・雲母　　 P 134 4　 80 ％

、 灰 褐色 （上半 ）　　　 p L ヰ0
にぷい橙色 （下半）

普通

1

深　　 鉢

縄文土器

A　 2 9 ．9

B　 4 2 ．8

C ［1 1 ．8 ］

胴部一部欠損。胴 部は直線 的に立ち上が り，頚部で屈 曲 し， 目

線 部は開 きなが ら内攣 する0 4 単位 の小 波状 目線 を皇 し，波頂

部の直下 には隆帯 によるⅤ字状文 を施 している。Ⅴ字状文の直

下及 び頚 部 と胴部の境 には爪形 文を巡 らしている。

2

深　　 鉢

縄文土器

A　 2 3 ．5

B ［3 9 ．2 ］

C　 1 2 ．2

目線部 ・胴 部の一部欠損。胴部は外傾 して立 ち上が り，頚 部で

くびれ， 日録 部は短 く外傾する。目線 部 に隆管 による 4 単位 の
長石 ・石英 ・雲母　　 P は4 5　 6 0％

芸慧色　　 i P L 4 0
逆 U 字状文 を施 してい る。無文。

3

深　　 鉢

縄文土器

B （2 6 ．0 ）

C　 l O ．0

上半部欠損。胴部 は直線 的に立 ち上が る。胴 部には隆帯 による

左右 に内向す る弧状文 を 3 単位施 している。隆帯 に沿って沈線

文 を施 している。地文は R L の単節縄文で，縦方向に施 している。

長石 ・石英 ・雲母　　 P 1 347　 40％

灰褐色　　　　　　　 P L 40

普 通　　　　　　　 底部 に網代 痕

長石 ・石英 8 雲母　　 P 134 8　 4 0％

灰褐色　　　　　　　 P L 4 04

探　　 鉢

縄文土器

B （2 9 ．1）

C　 1 2 ．4

上半部欠損 。胴 部は直線的に立 ち上が り，頚部で屈 曲す る。頚

部 と胴部 の境 に隆帯を巡 らしている。条線文 を縦方向 に施 して

いる。 普通

5

深　　 鉢

縄文土器

A ［3 0 ．8 ］

B （3 8 ．0 ）

目線 部の一部及 び底部欠損○胴部 は直線 的に立ち上 が り，頚部 長石 e石英 ・雲母　　 P は46　 70％

黒褐色 （上半）　　　 p L 40

にぷ い褐色 （下半）

普通

で屈曲 し，ロ綾部 は開 きなが ら内攣す る。 4 単位 の小 波状日録

を皇 し，波頂部の直下 には隆帯 によるⅤ字状文 を施 している。

胴部 には隆帯 に よる 4 単位の曲線的 な懸垂文 を施 し， その間に

上下左右 に対 向するⅩ字状 の沈線 文 を施 してい る。地文 はクシ

状工具 による波状の条線文で，縦方向 に施 している。

6

深　　 鉢 B （2 2 ．9 ） 上半部欠損。胴部 は直線的 に立 ち上が る。胴 部には隆帯 による 長石 ・石英 ・雲母　　 P 14 0 1 50％

灰褐色　　　　　　　 P L 40縄 文土器 C　 l l ．2 上 下に対 向する弧状文 を施 し，その交点 には橋状 の突起 を付け

ている。 隆帯に沿 って結節洗練文 を施 している。 R L の単節縄

文 を縦方向 に施 している。
普通　　　　　　　 外面 にスス付 着

7

深　　 鉢

縄文土器

B ［3 4 ，6 ］

C ［1 1 ．2 ］

目線部及 び胴部 の一 部欠損 0 胴 部は直線的 に立 ち上が り，頚部 長石 e 石英 ・雲母　　 P i34 9　 7 0％

黒褐色 （上 半）　　　 p L 4 0

に ぷい橙色 （下半）

で屈曲 し， 口綾部 は開きなが ら内攣 する。頚部 と胴部の境 に半

栽 竹管に よる波状の平行洗練文 を巡 ら し，頚 部 と胴 部 を区画 し

ている。頚 部 と胴部 は半裁竹管 による平行沈線 文による文様 を 普 通
措 出 している。

8

探　　 鉢 A　 2 4 ．4 ほぼ完形。胴 部は直線 的に立ち上が り，頚部で屈 曲 し， 目線 部 長石 ・石英 ・雲母　　 P 13 50　 9 0％

黒褐色　　　　　　　 P L 4 0

普 通

縄 文土器 B　 3 1．．8 は開 きなが ら内攣 する。 L R の単節縄 文 を，口唇部外面 は横 方

C　 l O ．6 向に，それ以外は縦方向 に施 している。

9

10

1 1

12

13

14

15

16

業　　 鉢

電文土器

采　　 鉢

亀文土器

鉢

電文土器

鉢

文土器

鉢

文土器

鉢

文土器

鉢

文土器

鉢

文土器

A ［3 0 ．0 ］

B （2 9 ．9 ）

B （1 3 ．8 ）

C　　 8 ．6

B （2 1 ．4 ）

C　　 9 ．5

A ［2 8 ．7 ］

B　 3 1．9

C　　 9 ．2

B （1 1 ．1 ）

C　 l l ．8

B （1 0 ．7 ）

B （6 ．2 ）

C　 l O ．0

B （5 ．6 ）

目線 部の一部及 び底部欠損○胴部 は直線 的に立ち上 が り，頚部

で屈 曲 し，口綾 部 は開 きなが ら内攣す る。 4 単位 の太 波状目線

を呈する。 口綾部 には隆帯 による 4 単位の楕 円形区画文を施 し，

胴部 には隆帯 に よる 3 単位 の曲線的な懸垂文 を施 している。隆

長石 ・石英 ・雲母　　 P 134 3　 80 ％

褐灰色 （上半）　　　 p L 40

にぷ い褐色 （下半）

普通
菅 に沿 って半裁竹管 に よる結節平行 沈線文 と爪形文 を施 してい

る。地文は L の無節縄文で，縦方向に施 してい る。

胴 部か ら底部 にか けての破片。胴部 は直線 的に立ち上が る。沈

線 による波状 の懸垂文を施 している○地文は R L の単節縄文で，
長石 ・石英 ・雲母　　 P 135 2 15 ％

灰褐色
縦方向 に施 している。 普通

頚部か ら底部 にかけての破片 ○胴部は直線的 に立 ち上が り，頚

部は外傾す る。 R L の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。
長石 ・石英 ・雲母　　 P 13 5 1 35％

にぷい褐色

普通

口緑部か ら底部 にかけての破片○胴部 は直線 的に立ち上が り，頸 長石 ・石英 ・雲母　　 P 135 3　 40 ％

黒褐色 （上半）

橙色 （下半）

普通

部で屈曲 し，目線部は開きなが ら内攣する。 4 単位の波状 目線 を

皇 し，波頂部直下に隆帯 による渦巻文 を施 している。隆帯 に沿っ

て沈線文 を施 している。地文は条線文で，縦方向に施 している。

胴部か ら底部 にかけての破片。胴 部は直線的 に立 ち上が る。無 長石 ・石英 ・雲母　　 P 135 4 10％

文。 にぷい褐色　　　　 底 部に網代痕

普通

口綾部か ら頚部にかけての破片。目線部から頚部にかけては開きな

が ら内攣す る。目線部 に橋状把手を有 し，その把手を起点 に隆帯に
長石 ・石英 ・雲母　　 P 1356 10 ％

黒褐色
よる区画文 を施 している。隆帯 に沿 って半裁竹管による平行沈線文 普通
を施 している。地文は R L の単節縄文で，縦方向に施 している。

胴 部か ら底部 にか けての破片。胴部 は直線 的に立ち上が る。無 長石 ・石英 ・雲母　　 P 135 7 10％

文。 にぷい橙色

普通

口緑部片。 目線部 は内攣する。ロ綾 部 には隆帯 による区画文を 長石 ・石英 ・雲母　 T P 12 59　 5 ％

にぷ い褐色形成 し，隆帯 に沿 って爪形文 を施 してい る。

普通
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図版番号 器　 種　 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

17

壷　　　 B （5 ．8 ） 口縁 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は内攣 し，口縁部 は短 く 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 60　 5 ％

縄文土器 外傾する。沈線文 を巡 らしてい る。 内 ・外面 はよ く研磨 してい にぷい橙色

る。 良好

18

深　 鉢　 B （9 ．6 ） 目線部片。目線部 は開 きなが ら内攣す る。 L R の単節縄 文 を口 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 6 1　 5 ％

T P 12 64　 5 ％

縄文土器 唇部外面は横 方向に，それ以外 は縦方向に施 している。 暗赤 褐色

普通

胴部片。胴部 は直線的 に立 ち上 がる。頚部 と胴 部の境 に洗練 を 長石 ・石英 ・雲母

19

深　 鉢　 B （7 ．4 ）

縄文土器 巡 らし，胴部 は隆帯 によ り文様 を措 出 している。地文は L の無 黒褐 色

節縄文で，縦方向に施 している。 普通

20

深　　 鉢　 B O ．2 ） 頚部片。頚部 は外傾す る。頚部 と胴部 の境 に隆帯を巡 らしてい 長石 ・石英 ・雲母 T P 126 5　 5 ％

縄文土器 る。 L の無節縄文 を縦方向に施 している。 黒褐 色

普通

21

深　 鉢　 B （13 ．2 ） 頚部か ら胴部 にか けての破片 。胴 部は直線 的に立ち上が り，頚 長石 ・石英 ・雲 母 T P 126 6　 5 ％

縄文土器 部で屈 曲して外傾す る。頚部 と胴 部の境 に隆帯文 と沈線文 を巡 黒褐色 T P 1264 と同一個体

らしてい る。地文は L の無節縄文で，縦方向に施 している。 普通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

22

2 3

磨　　 石

凹　　 石

10．9 6．8 4．6 4 99．8 安　 山　 岩 自然礫 を素材 と している。 凹石兼用。 Q lO 18

10．5 8．8 3．7 4 7 2．0 砂　　　 岩 自然礫 を素材 としている。 Q lO 19

第錮考量坑（第459～462図）

位置　調査1区の南部，C5fl区。

規模と平面形　開口部は長径2。04m，短径2・00mの円形，底面は長径2。44m，短径2・32mの円形で，深さは

68cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　平坦である。

覆土10層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量
6　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
7　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム大ブロック微量
10褐　色ローム粒子多量

遺物　大量の縄文土器片484点，磨製石斧1点が主に覆土中層に廃棄されたように出土している。そのうち縄

文土器25息磨製石斧1点を抽江上図示した014は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，覆土下層から出土

している。1は深鉢の口縁部から頚部にかけての破片，2・3は胴下半部が欠損する探鉢，4・5・7・10・

12e15は深鉢の口縁部から胴部にかけての破片，6・9は深鉢の目線部から頚部にかけての破片，8は深鉢の

ロ緑部付近から胴部にかけての破片言1は口緑部と胴部の一部が欠損する深鉢，13は眼鏡状把手を有する探鉢

のロ縁部片，16は探鉢の頸吾陣ら胴部にかけての破片，1ト19は深鉢の目線部片，20は深鉢の頚部片，2ト24

は深鉢の胴部片，25は浅鉢の口縁部片，26は磨製石斧で，いずれも覆土中層から出土している。

所見　図示した土器は主に覆土中層の堆積時期に廃棄されたものでタ1・13のいわゆる中峠式土器と2～6の

加曽利EI式土器が共伴して出土している〇本跡の廃絶時期と土器の廃棄時期は時間差がほとんどないと判断

できることから，本跡の廃絶時期は中期後菓伽曽利EI式期）と考えられる。
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第461図　第642号土坑出土遺物実測図（2）
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第462図　第642号土坑出土遺物実測図（3）

第642号土坑出土遺物観察表（第459～462図）

⊂⊃
0 10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢A［42．4］ロ縁部から頸部にかけての破片。口綾部は外傾し，口緑端部は長石・石英・雲母P135910％

縄文土器B（9．2）短く外反する。口唇部直下に交互刺突による連続コの字状文をにぷい褐色 PL43

巡らしている。口緑部には正面に3孔を有する立体的な把手を

起点に突出する2本の隆帯を巡らしている。頚部以下にはLR

の単節縄文を縦方向に施している。

普通

2

探　　鉢A［22．0］胴部下半部欠損。胴部は直線的に立ち上がり，口緑部は開きながら内長石・石英・雲母P1360　60％

縄文土器B（17．3）攣する。2単位の眼鏡状把手を有する。口緑部と胴部の境には背に黒褐色 PL40

沈線を有する隆帯を巡らしている。口綾部には波底部直下に背に沈

線を有する隆帯による渦巻文を施し，区画文内に沈線文を縦方向に

施している。胴部にはRLの単節縄文を縦方向に施している。

普通

3

探　　鉢A　20．4胴部下半郡欠損。胴部は直線的に立ち上がり，頚部は外傾し，長石・石英・雲母P1363　60％

縄文土器B（18．8）口緑部で屈曲して内傾する。口綾部は細い隆帯による文様を措にぷい橙色（上半）PL41

出している。ロ緑部の地文はLRの単節縄文で，横方向に施し褐灰色（下半）

ている。頚部から胴部にかけては無文である。 普通
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図版番号 序 種 計測値 （cm ） ！　　　　 器形及び文様の特徴
胎 士 ・色調 ・焼成 備　 考

4

探　　 鉢 A ［2 0 ．1］ 口綾部 か ら胴 部 にか けての破片。胴部 は直線 的に立 ち上が り， 長石 ・石英 P 136 1 40％
縄文土器 B （2 5 ．2 ） ロ緑部 は開 きなが ら内攣す る。 2 単位の波状 目線 を呈 する。波 灰褐色 （上半） P L 4 1

頂部直下 には背 に沈線 を有す る隆帯 によ り渦巻文 を施 し，ロ緑 にぷい褐色 （下半）
部 には隆帯 によ り文様を措出 してい る。地文 はR L の単節縄文

で，縦方向 に施 している。

普通

5

深　　 鉢

縄文土器

A ［2 3 ．2 ］ 目線 部か ら胴部 にかけての破片 。胴 部は直線的に立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 136 4　50 ％
B （34 ．8 ） 口緑部 は開 きなが ら内攣す る。把手 部は欠損 しているが， 1 単 褐灰色 （上半） P L 4 1

位 の把手 を有する ことが考 えられる。 日録 部には把 手部 を起点 にぷい橙色 （下半）
に背 に沈線 を有 す る隆帯 を施 し，細 い隆帯 による波状 文を巡 ら

してい る。地文 は L R の単節縄文 で，縦方 向に施 している。
普通

6

深　　 鉢

縄文土器

B （8 ．0 ） 目線 部か ら頸部 にかけての破 片。頚部は外反 し， 口緑部 は開き 長石 ・石英 P 136 5　 5 ％
なが ら内攣す る。 口唇 部直下及び目線 部 と頚部の境 に2 本一組 にぷい褐色
の隆帯 を巡 らし， 口縁 部には隆帯 に よる波状文 を施 してい る。

地文 は L R の単節縄文 で目線部 は横 方向に，それ以下は縦方向

に施 している。

普通

7

探　　 鉢

縄文土器

A 白 8 ．8 ］ 口綾部 から胴 部にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 13 69　 25％
B （15 ．3 ） 口綾部 は開 きなが ら内攣す る。 口唇部外面 は突 出 し，内面 に稜 褐灰色 P L 4 1

を有す るL R の単節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

8

探　　 鉢

縄文土器

B （2 1 ．0 ） 口緑 部付 近か ら胴部 にかけての破 片。胴部は直線的 に立 ち上が 長石 ・石英 P 136 2 15％
り，頚 部は外傾す る。 口緑部 と胴 部の境 に 2 本一組の隆帯 を巡 黒褐 色
ら している。地文は L R の単節縄 文で，縦方向に施 している。 普通

9

深　　 鉢

縄文土器

A ［2 5 ．2 ］ 口縁部 か ら頚部 にか けての破片。頚部 は外反 し，目線 部は開 き 長石 ・石英 ・雲母 P 1366 10％
B （1 1．6 ） なが ら内攣す る。日経 部は細い隆帯 により文様 を措出 してい る。 暗赤褐色

地文は R L の単節縄文 で，斜方 向に施 している。 普通

10

探　　 鉢

縄 文土器

A ［2 5 ．6 ］ 口綾 部か ら胴部 にかけての破 片。胴部は直線的 に立 ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 13 67　40％
B （2 7 ．2 ） 目線 部は開 きなが ら内攣 する。 L R の単節縄文 を縦方向 に施 し にぷい橙 色 P L 4 1

ている。 普通

11

深　　 鉢

縄文土器

A ［2 6 ．2 ］ 口緑部 と胴 部の一部欠損。胴部 は外傾 して立ち上が り，目線部 長石 ・石英 P 137 0　60 ％
B ［4 0 ．8 ］ は内傾 す る。口唇部 直下 に隆帯 を巡 ら し， 口緑 部 と胴部 の境 は 黒褐色 （上半） P L 4 1
C　 12 ．0 肥厚 して段 を有 する。 クシ状工具 による波状 の条線文 を縦方向 にぷい橙色 （下半）

に施 してい る。 普通

12

探　　 鉢

縄文土器

A ［2 6 ．4 ］ 目線 部か ら胴部 にかけての破 片。胴部は直線的 に立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 13 68　40％
B （3 5 ．3 ） 口緑 部はわずか に開 きなが ら内攣する。 L R の単節縄文 を縦方 黒褐色 P L 4 1

向に施 している。 良好

13

探　　 鉢

縄文土器

A ［17 ．0 ］ 眼鏡状把 手 を有す る口緑部片。 目線部 は内攣する。ロ緑 部 には 長石 ・石英 P 137 1 10％
B （10 ．4 ） 背 に沈線 とキザ ミを有す る隆帯 によ り文様 を措 出 し，隆帯 に沿 にぷい赤褐色 P L 4 3

って沈線文 を施 している。地文 は撚糸文 である。 普通

14

1 5

16

17

18

19

2 0

2 1　　 ′

深　　 鉢

縄 文土器

深　　 鉢

縄文土器

探　　 鉢

縄 文土器

探　　 鉢

B （8 ．2 ） 胴部か ら底部 にかけての破 片。胴部は直線的 に立 ち上が る。R 長石 ・石英 P 13 75 10％
C　　 8 ．9 L の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷ い黄橙色

普通

長石 ・石英 ・雲母 P 137 3 15％A ［22 ．8］ 目線 部か ら胴部 にかけての破片 。胴 部は直線的 に立 ち上が り，

B （15 ．3 ）

B （13 ．3 ）

B （8 ．8 ）

B （7 ．7 ）

B （7 ．1 ）

B （5 ．4 ）

B （8 ．7 ）

目線部 に至る。目線部 は二重 目線 を皇 し，口綾 部 と胴部の境 は 暗赤褐色
肥厚 して段 を有 する。胴 部は撚 糸文を縦 方向に施 している。 普通

頚部か ら胴部 にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上 が り，頸 長石 ・石英 P 1374 15％
部はわず かに外傾 する。目線 部 と頚部の境 に隆帯 を，頚 部は沈 にぷ い橙色
線文 を巡 ら している。地文は R L の単節縄文 で，縦方 向に施 し

ている。

普通

口緑 部片 。口緑部 は開 きながら内攣 する。 L R の単節縄文 を縦 長石 ・石英 ・雲母 T P 126 7　 5 ％
縄文土器 方 向に施 している。 黒褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母 T P 126 8　 5 ％
探　　 鉢 目線部片。 口綾 部は開 きなが ら内攣す る。 L の無節縄 文を縦方

縄 文土器 向 に施 してい る。 黒褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母 T P 12 69　 5 ％
深　　 鉢 日録 部片。目線部 は開 きなが ら内攣する。 R L の単節縄文 を縦

縄文土器 方向に施 している。 黒褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母 T P 127 0　 5 ％
探　　 鉢 頚部片。頚 部は外傾す る。沈線文 を縦方 向に施 している。地文

縄 文土器 はR L の単節縄文 で，縦 方向に施 している。 暗赤褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母

橙色

普通

T P 12 7 3　 5 ％
探　　 鉢 胴部片。胴部 は開きなが ら内攣 して立ち上が る。 3 条一組 の沈

縄文土器 線文に より文様 を措 出 している。地文は R L の単節縄文で，縦

方向に施 している。
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 B （1 1 ．7 ） 胴部片 。胴部 は直線 的 に立 ち上が る。 R L の単節縄文 を縦方 向 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 7 1　 5 ％

22 縄文土器 に施 している。 にぷ い橙色

普通

23

深　　 鉢 B （9 ．8 ） 胴部片。胴部 は開 きなが ら内攣 して立 ち上が る。 3 条一組の沈 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 72　 5 ％

縄文土器 線文 によ り文様 を持出 してい る。地文 はR L の単節縄文で，縦 にぷ い褐色

方 向に施 している。 普通

深　　 鉢 B （9 ．7 ） 胴部片。胴部 は直線 的 に立ち上が る。 3 条一組の沈線文 によ り 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 74　 5 ％

24 縄文土器 文様 を措 出 している。地文は L R の単節縄文で，縦方向 に施 し 暗褐色

ている。 普通

25

浅　　 鉢 B （5．5 ） 目線部片。 目線 部は緩やか に外傾す る。 口唇部 は角頭状で，肥 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 75　 5 ％

縄文土器 摩す る。無文。 にぷ い赤褐色

普通

図版番号 器　 種

計測値
石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長さ（cm） 幅（cm ） 厚 さ（cm ）重量（g）

26 磨製石斧 （12．1） 5．0 2．5 （261．0） 砂　　　 岩 刃部・基部の一部欠損。定角式。 Q lO20　 P L 45

第鋼尊皇坑（第463e464図）

位置　調査1区の南西部，C4h7区。

重複関係　本跡と第644号土坑は重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2．56m，短径2。42mの円私底面は長径2。62m，短径は2e48mの円形で，深さは

48cmである。

壁　フラスコ状を呈するが，東壁だけは外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

埋設土器　覆土の土層断面に重複しているような状況はなく，底面から掘り込んでいることから，本跡に伴う

埋設土器と判断した。南西壁寄りに位置し，掘り方は長径33cm，短径30cmの楕円形で，深さ31cmである。1

の探鉢が正位の状態で埋設され，埋設土器内の覆土は第5・6層で，掘り方の覆土は第7e8層である。

土層解説

5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子少量

8　褐　色　ローム粒子中量

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遣物　縄文土器片165点が出土している。そのうち縄文土器片6点を抽出・図示した。1ほ埋設土器で，底部

が欠損する深鉢である。3はロ緑部と頚部の一部が欠損する探鉢で，底面から出土している。2は深鉢の胴部

片，4ほ探鉢の口綾部から胴部にかけての破片，5・6は探鉢の目線部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　本跡は底面に埋設土器を有するフラスコ状土坑である。時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式

期）と考えられる。
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第463図　第643号土坑・出土遣物実測図
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第464図　第643号土坑出土遺物実測図

第643号土坑出土遺物観察表（第463・464図）

≡：二

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A　 2 2．4 口緑恥 底部の一部欠損。胴部は直線的に立ち上がり，口緑部は開き 長石・石英・雲母 P 137（） 90％

縄文土器 B　 3 8 ．6 ながら内攣する。1単位の波状口緑を皇する。波頂部直下には2本一 にぷい赤褐色 P L 41

C ［10．4］ 姐の隆帯により渦巻文を施し，□緑部には2本一一一組の隆帯により文様を

措出している。地文はL Rの単節縄文で，縦方向に施している。

普通

2

深　　 鉢 B （2 6．8） 頚部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，頸 長石 ・石英 P 1378　15％

縄文土器 部は外帰する。L R の単節縄文と綾繰文を縦方向に施している。 にぷい褐色

普通

3

深　　 鉢 B （3 0．0） 口緑部・頚部の一部欠損。胴部は直線的に立ち上がり，頸部は 長石 ・石英 P 1377　60％

縄文土器 C　 l l．8 外傾する。口縁部と頸部の境に隆帯を巡らしている。 L の無節 にぷい赤褐色

縄文を縦方向に施している。 普通

4

探　　 鉢 A ［17．0］ ロ緑部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり， 長石 ・石英 P 1379　60％

縄文土器 B （15．5） ロ綾部は開きながら内攣する。ロ緑部は細い隆帯で，胴部は半 灰褐色

戟竹管による平行沈線文で文様を措出している。地文はR L の

単節縄文で，縦方向に施している。

普通

5

深　　 鉢 B （6．5） 口緑部片。口緑部は内攣する。ロ緑部には円形の突起を有し， 長石 ・石英 ・雲母 P 1380　 5 ％

縄文土器 その突起を起点に細い隆帯により文様を描出している。地文は にぷい褐色

R L の単節縄文で，縦方向に施している。 普通

6

深　　 鉢 B （6．8） 波状口緑を呈する口縁部片。口緑部は開きながら内攣する。口 長石 ・石英 ・雲母 T P 1276　 5％

縄文土器 緑部は細い隆帯により文様を措出している。地文はL の単節縄 暗赤褐色

文で，縦方向に施している。 普通
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第645号土坑（第465・466図）

位置　調査1区の南西部，C4h6区。

規模と平面形　開口部は長径1．08m，短径1．04mの円形，底面は長径1．68m，短径は1．48mのほぼ円形で，深さ

は74cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積することから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子中量，ロームノJ、ブロック少量

遺物　縄文土器片62点が出土している。そのうち縄文土器片6点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部から胴

部にかけての破片，2は浅鉢の口緑部から胴部にかけての破片，4は大波状口緑を呈する探鉢の口緑部片で，

いずれも覆土中層から出土している。3・5は探鉢の口縁部片，6は探鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土

している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ・Ⅳ式期）と考えられる。

⑥　　l
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第465図　第645号土坑・出土遺物実測図
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第466図　第645号土坑出土遺物実測図

第645号土坑出土遺物観察表（第465・466図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A　 2 1 ．8 口緑 部か ら胴部 にかけての破片。胴 部はわずか に内攣 して立 ち 長石 ・石英 ・雲母 P 138 1 40 ％

縄文土器 B （2 2 ．0 ） 上が り， 口緑部 は短 く外債す る。 口縁部 と胴 部の境に 2 条の結 黒褐 色 P L 4 1

節 沈線文 を巡 ら している。 L の単節縄文 を口緑 部は横 方向に，

胴 部は縦方向に施 している。

普通

2

浅　　 鉢 A ［3 2 ．1 ］ ロ緑 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は外傾 して立ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 1 38 2　 20％

縄文土器 B （1 2 ．7 ） ロ縁 部に至る。ロ縁 部内面に稜 を有 する。無文 。 灰褐色

普通

3

探　　 鉢 A ［1 2 ．4 ］ ロ綾部片 。口緑 部はわずかに内攣す る。 ロ綾部 には沈線 を巡 ら 長石 ・石英 ・雲母 P 13 83　 5 ％

縄文土器 B （4 ．9 ） し，沈線によ り文様を描 出している。地文は R L の単節縄文で， 灰褐色

縦方向 に施 している。 普通

4

探　　 鉢 B （7 ．3 ） 大波状 口緑 を呈 するロ縁部片。口緑部は外傾す る。 口緑部 は隆 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 77　 5 ％

縄文土器 帯 によ り文様 を描 出 し，隆帯 に沿 って沈線文 を施 してい る。 区 暗赤褐色

画文内 には沈線 を斜方 向に施 してい る。 普通

5

探　　 鉢 B （7 ．0 ） 大波状 口縁 を呈す る口縁 部片 。口縁 部はほぼ直立する。口緑 に 長石 ・石英 ・雲母 T P 127 8　 5 ％

縄文土器 沿 って キザ ミを有す る隆帯 を巡 らし，口縁 部には条線文 を縦方 赤褐色

向に施 してい る。 普通

6

探　　 鉢 B （7 ．6 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立ち上が る。胴部 には環状の突起 を有 長石 ・石英 T P 127 9　 5 ％

縄文土器 する隆帯 によ り文様 を描 出 している。隆帯 に沿って爪形文 を施 黒褐 色

している。地文は L の無節縄 文で，斜 方向に施 している。 普通

第647号土坑（第467図）

位置　調査1区の南西部，C4j7区。

規模と平面形　長径2．50m，短径2．48mの円形で，深さは20cmである。

壁　ほぼ直立する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは束壁際に位置し，長径27cm，短径18cmの楕円形で，深さは18cmである。P2は南西壁

際に位置し，長径26cm，短径21cmの楕円形で，深さは15cmである。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片179点が出土している。そのうち縄文土器3点を抽出・図示した。1は口緑部の一部と底部

が欠損する探鉢，3は探鉢の胴部片で，いずれも覆土下層から出土している。2は波状口緑を呈する浅鉢の口

緑部片で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第467図　第647号土坑・出土遺物実測図
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第647号土坑出土遺物観察表（第467図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 6 ．4 ］ 目線部 の一部 及び底 部欠損。胴 部は直線的 に立 ち上が り，頚部 長石 ・石英 ・雲母 P 13 85　 5 0％
縄文土器 B （3 6 ．2 ） で屈 曲 して，日録 部 は開 きなが ら内攣 す る。 目線部 には 4 単位 灰褐色 （上半） P L 4 1

の眼鏡状把手 を有 し， 2 本一組 の隆帯 に よる文様 を描出 してい にぷい赤褐 色 （下半 ）
る。胴部 は沈線 による文様 を措 出 している。地文は R L の単節

縄文で，縦方向 に施 している。

普通

2

浅　　 鉢 B （4 ．9 ） 波状 目線 を呈す る日録部片。 口唇部 には隆帯 に よる文様 を描出 長石 ・石英 ・雲母 P 1 386　 5 ％
縄文土器 し，波頂 部には沈線が沿 う隆帯 によ り渦巻文 を施 している。無 にぷ い赤褐色

文。 普通

3

深　　 鉢 B （1 0 ．4 ） 胴部片。胴部 は直立する。沈線に よる 3 条一組 の懸垂文 と沈線 長有 ・石英 ・雲母 T P 12 8 1　 5 ％
縄文土器 による波状 の懸垂 文を施 している。地文は 0 段多条で， R L の 赤褐色

単節縄文 を，縦方向 に施 している。 普通

第糾考量坑（第468。469図）

位置　調査1区の南西部，C4i7区。

規模と平面形　開口部は長径2。00m，短径1。96mの円私底面は長径2。08m，短径1。86mの楕円形で，深さは

40cmである。

壁　フラスコ状を呈するが，東壁はほぼ直立する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ紅1か所。中央部に位置し，長径24cm，短径20cmの楕円形で，深さは24cmである。

尊皇　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遣物　縄文土器片100点が出土している。そのうち縄文土器片8点を抽出・図示した。4は深鉢の胴部片，5

ほ深鉢の頚部片タ　6～8は深鉢の胴部片で，いずれも覆土上層から出土している。1は深鉢の口緑部片，2は

深鉢の頚部片，3は深鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所凰　土器は中期後業の加曽利EI・Ⅲ式期のものが混在して出土していることから，本跡の廃絶時期は加曽

利EⅡ式期と考えられる。
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第469図　第649号土坑出土遺物実測図

第649号土坑出土遺物観察表（第469図）

』4

08

ヒ｛」

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成I　備考

深　　鉢B（7．0）口緑部片。口緑部は内轡する。ロ緑部は隆帯により文様を描出長石・石英・雲母TP1282　5％
1 縄文土器 している。地文はRLの単節縄文で，横方行に施している。黒褐色

普通

2

探　　鉢B（6．0）頸部片。頚部は外傾する。頚部には隆帯を巡らし，胴部は半裁長石・石英・雲母TP1283　5％
縄文土器 竹管による平行沈線文で文様を描出している。地文はRLの単にぷい褐色

節縄文で，縦方行に施している。 普通

3

深　　鉢B（5．2）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。胴部は半裁竹管による平長石・石英・雲母TP1284　5％
縄文土器 行沈線文で文様を描出している。地文はLRの単節縄文で，縦灰褐色

方行に施している。 普通

4

深　　鉢B（6．5）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。胴部は半裁竹管による平長石・石英 TP1285　5％
縄文土器 行沈線文で文様を描出している。地文はLRの単節縄文で，縦橙色
方行に施している。 普通

5

深　　鉢B（6．0）頸部片。頸部はほぼ直立する。頚部に沈線文を巡らし，胴部は長石・石英・雲母TP1286　5％
縄文土器 2条一組の洗練文で文様を措出している。地文はLRの単節縄にぷい褐色
文で，縦方行に施している。 普通

6

涙　　鉢B（7．7）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。胴部は懸垂する沈線文間長石・石英・雲母TP1288　5％
縄文土器 を磨り消している。地文はRLの単節縄文で，縦方行に施して暗赤褐色

いる。 普通

7

深　　鉢B（9．2）胴部片。胴部はわずかに外反する。胴部は懸垂する沈線文間を長石・石英・雲母TP1289　5％
縄文土器 磨り消している。地文はLRの単節縄文で，縦方行に施してい

る。

橙色

普通

8

深　　鉢B（3．4）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。胴部は懸垂する沈線文間長石・石英 TP1287　5％
縄文土器 を磨り消している。地文はRLの単節縄文で，縦方行に施してにぷい橙色
いる。 普通

第650号土坑（第470図）

位置　調査1区の南西部，C4i6区。

重複関係　第1号堀に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　第1号堀に掘り込まれているため，開口部の規模は不明であるが，底部は長径2．18m，短径は

1．64mの楕円形と推定され，深さは56cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは南壁寄りに位置し，長径54cm，短径48cmの楕円形で，深さ10cmである。P2は北壁
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寄りに位置し，径18cmほどの円形で，深さ18cmである。

覆土　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　黒褐色
6　暗褐色

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒子微量

遺物　縄文土器片66点が出土している。そのうち縄文土器2点を抽出・図示した。1は4単位の眼鏡状把手を

有する探鉢片，2は3単位の眼鏡状把手を有する深鉢で，いずれも覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第470図　第650号土坑・出土遺物実測図
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第650号土坑出土遣物観察表（第470図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 3 ．2 ］ 口緑部か ら底部 にかけての破片。胴部 は直線的 に立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 13 88　 4 0％
縄文土器 B　 2 8 ．0 頚 部で屈曲 して，口縁 部は開 きなが ら内攣する。口緑部 には 4 暗 赤褐色 P L 4 1

C ［9 ．6 ］ 単位の眼鏡状把手 を有 し， 2 本 一組 の隆帯 による クランク文 を 普通

施 している。胴部 には沈線 に よる 3 粂 一組の懸垂 文 と沈線に よ

る波状の懸垂文 を交互に施 している。 地文は R L の 単節縄文で，

縦方 向に施 している。

2

探　　 鉢 A ［1 8 ．8 ］ ロ綾部 の一部 及び底部欠損。胴部 は直線的 に立 ち上が り，頚部 長石 ・石英 ・雲母 P 13 87　 6 0％
縄文土器 B （2 3 ．5 ） で屈 曲 して，ロ緑 部 は開 きなが ら内攣す る。ロ緑部 には 3 単 位 黒褐色 （上半） P L 4 1

の 眼鏡状把手 を有 し， 2 本 一組の隆帯 による文様 を描出 してい にぷい橙色 （下半）
る。地文は R L の 単節縄文で，横及 び縦方向 に施 している。 普通

第658号土坑（第471・472図）

位置　調査1区の南西部，C4f5区。

規模と平面形　開口部は長径1・62m，短径1・26mの楕円形，底面は長径1・52m，短径1．42mのほぼ円形で，深さ

は34cmである。

壁　フラスコ状を呈するが，北壁と南壁は外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片58点，磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器2点，磨製石斧1点を抽出・図示し

た01は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片，2は口綾部と胴部の一部が欠損する探鉢で，いずれも底面か

ら出土している。3は磨製石斧で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

－　529　－
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第472回　第658号土坑出土遺物実測図

第658号土坑出土遺物観察表（第471・472図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 8 ．8 ］ 口緑 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は直線的に立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 139 0　 2 5％

縄文土器 B ［4 5 ．0 ］ 頚部で屈曲 し， 口縁部 は開 きなが ら内轡 する。 3 単 位の波状□ 黒褐色

C ［1 2 ．0 ］ 緑 を呈 し，口唇部直下 に交互刺突 による連続 コの字状 文 を巡 ら

している。 L の 無節縄 文を縦 方向に施 している。

普通
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図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

2

深　　 鉢 A ［3 0 ．9 ］ ロ緑 部・胴部の一部欠損 。胴部は直線的に立ち上がり，頚部で屈曲し， 長石 ・石英 ・雲母 P 138 9　80％
縄文土器 B　 4 3 ．0 ロ緑部は開きながら内瞥する。口縁部に紡錘形状の突起を4単位施し， 黒褐色 （上半） P L 4 2

C　 l l ．8 口唇部直下 ・頚部と胴 部の境 ・胴 部中位に半裁 竹管による平行沈線 にぷい橙 色 （下半） 底部 に網代痕

文を巡らしている。地文はL の無節縄文で，斜方向に施している。 普通

図版番号 券　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

3 磨製石斧 （12．3） 4．9 3．1 （33 7．4） 緑色凝 灰岩 刃部欠損。定 角式。 Q lO 2 1　 P L 45

第664号土坑（第473・474図）

位置　調査1区の南部，C4d9区。

重複関係　第1号堀に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　第1号堀と第671号土坑に掘り込まれているため，開口部は長径1．封m，短径が推定で1．50mの

円形，底面は長径1．92m，短径が推定で1．70mの楕円形で，深さは70cmである。

壁　フラスコ状を呈するが，東壁はほぼ直立する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　8層に分層され，レンズ状に堆積することから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
6　褐　色　ローム大ブロック少量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム中ブロック少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

遺物　縄文土器片66点が出土している。そのうち縄文土器4点を抽出・図示した。1は探鉢の胴部から底部に

かけての破片，2は口縁部の一部が欠損する探鉢，3・4は探鉢の口緑部片で，いずれも覆土中層から出土し

ている。

所見　時期は，出土土器から中期復業（加曽利EI式期）と考えられる。

2　1　4　　3
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第474図　第664号土坑出土遺物実測図

第664号土坑出土遺物観察表（第473・474図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 B （9 ．2 ） 胴 部 か ら底 部 に か け て の破 片 。 胴 部 は 直 線 的 に立 ち上 が る。 沈 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 13 92　 10 ％

縄 文土 器 C　　 9 ．4 線 に よ る懸 垂 文 を施 して い る。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 で ， 綻 方 赤 褐 色

向 に施 して い る。 普 通

2

深　　 鉢 A ［2 3 ．8 ］ 口縁 部 ・胴 部 の一 部 欠 損 。 胴 部 は ほ ぼ 直 線 的 に 立 ち上 が り， 頸 長 石 ・石 英 P 139 1　7 0 ％

縄 文 土 器 B　 4 3 ．0 部 で 外 傾 し，口緑 部 は 開 き な が ら内 攣 す る。 把 手 部 の 大 半 は 欠 暗 赤褐 色 P L 4 2

C　　 9 ．8 損 してい るが ， 3 単 位 の眼 鏡 状 把 手 を有 す る こ とが考 え られ る。

口 緑 部 に は相 対 す る環 状 の突 起 を 3 単 位 施 し， 背 に 沈 線 を有 す

る隆帯 に よ り把 手 部 と連 結 して い る。 地 文 は L R の単 節縄 文 で ，

縦 方 向 に 施 して い る 。

普 通

3

探　　 鉢 B （5 ．7 ） 波 状 口緑 を呈 す る 口 緑 部 片 。 波 頂 部 直 下 に 隆帯 に よ り渦 巻 文 を 長 石 ・石 英 P 139 4　 5 ％

縄 文 土器 施 して い る 。 黒 褐 色

普 通

4

深　　 鉢 B （5 ．2 ） 小 波状 口縁 を呈 す る 口 緑 部 片 。 口 緑 部 は 開 き な が ら内 攣 す る 。 長 石 ・石 英 P 1396　 5 ％

縄 文 土器 口 唇 部 直 下 に 隆 帯 を巡 ら し， 波 頂 部 直 下 に隆 帯 に よ る 渦巻 文 を 黒 褐 色

施 して い る 。 ロ 縁 部 に は 沈 線 が 沿 う隆 帯 に よ り文様 を描 出 して

い る。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 で， 縦 方 向 に施 して い る。

普 通
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第667号土坑（第475・476図）

位置　調査1区の南部，C4d9区。

重複関係　第1号堀に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　開口部は長径1・05m，短径0．86mの楕円形，底面は長径2．84m，短径は2．76の円形で，深さは

162cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　平坦である。

覆土　土層断面を観察するための調査を開始したが，崩落する危険性があったため調査できなかった。

遺物　大量の縄文土器片318点，磨石1点が出土している。そのうち縄文土器18点を抽出・図示した。1は探

鉢の口緑部から胴部にかけての破片，2は上半部が欠損する探鉢，3は探鉢の頚部から底部にかけての破片，

4は口緑部の一部が欠損する探鉢，5は4単位の波状口緑を有する探鉢，10は探鉢の胴部から底部にかけての

破片，11は探鉢の口綾部片で，いずれも覆土下層から出土している。6は嚢の口緑部から胴部にかけての破片，

7は波状口緑を呈する探鉢の口緑部片，8は波状口緑を呈する探鉢のロ緑部から胴部にかけての破片，9は探

鉢の胴部から底部にかけての破片で，いずれも覆土中層から出土している。12・13は探鉢の口緑部片，14は探

鉢の頚部片，15～18は探鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

0　　　　　　　2m
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第475図　第667号土坑・出土遺物実測図
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第476図　第667号土坑出土遺物実測図（1）
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第477図　第667号土坑出土遺物実測図（2）



（15

第478図　第667号土坑出土遺物実測図（3）

第667号土坑出土遺物観察表（第475～478図）

転廿8

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［ 3 0 ．0 ］ ロ 緑 部 か ら 胴 部 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が り ， 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 P 1 4 0 2 　 2 0 ％

縄 文 土 器 B （2 0 ．6 ） ロ 縁 部 に 至 る 。 4 単 位 の 波 状 口 緑 を 呈 し ， 口 唇 部 直 下 に 隆 帯 を 黒 褐 色

巡 ら し て い る 。 ロ 緑 部 に は 半 裁 竹 管 に よ る 波 状 の 平 行 沈 線 文 を

巡 ら し て い る 。 R L の 単 節 縄 文 を 口 唇 部 外 面 に は 横 方 向 に ， そ

れ 以 下 は 縦 方 向 に 施 し て い る 。

普 通

2

探　　 鉢 B （ 3 2 ． 1 ） 上 半 部 欠 損 。 胴 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が る 。 頚 部 と 胴 部 に 境 に 隆 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 P 1 4 0 0 　 5 0 ％

縄 文 土 器 C 　 l l ．4 帯 を 巡 ら し て い る 。 胴 部 は 隆 帯 に よ る Y 字 状 文 を 懸 垂 さ せ て 縦 に ぷ い 赤 褐 色 P L 4 2

位 に 4 分 割 し ， そ の 間 を 沈 線 で 上 下 に 対 向 す る 弧 状 の 文 様 を 施

し て い る 。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 で ， 縦 方 向 に 施 し て い る 。

普 通 底 部 に 網 代 痕

3

探　　 鉢 B （ 2 2 ．0 ） 頚 部 か ら 底 部 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が り ， 頸 長 石 ・ 石 英 P 1 3 9 8 　 5 0 ％

縄 文 土 器 C 　　 9 ． 1 部 で 屈 曲 し て 外 傾 す る 。 頸 部 と 胴 部 の 境 に 隆 帯 を 巡 ら し ， 胴 部 黒 褐 色 （上 半 ） P L 4 2

は 隆 帯 に よ り 文 様 を 括 出 し て い る 。 隆 帯 に 沿 っ て 沈 線 文 を 施 し に ぷ い 褐 色 （下 半 ）

て い る 。 地 文 は L の 無 節 縄 文 で ， 縦 方 向 に 施 し て い る 。 普 通
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図版番可 器 種 i 計測値 k m ）　　　　　 器形及び文様の特徴
胎十 ・色調 ・焼成 i 備 考

探　　 鉢 A 白 9 ・2 ］ 目線 部の一部欠損。胴部 は直線的 に立 ち上 が り，頚 部で屈 曲 し 長有 ・石英 ・雲母 P 139 9　70％
縄文土器 B　 2 上 7　　 て外傾 し，日録 部は開 きなが ら内攣す る。 2 単位 の波状 日経 を 黒褐色 （上半） P L 4 2

C　 9 ・8　　 里 し，波頂部 にキザ ミを施 してい る。波頂部直下 に隆帯 による にぷい褐色 （下半）

4 渦巻文 を施 し，頚 部 と胴 部の境 に隆帯 を巡 ら している。胴部 は 普通

波頂部下 に波状 の隆帯 を懸垂 させて縦位 に2 分割 し，その間 を

沈線で上下 に対向す る弧状 の文様 を施 している。地文 はR L の

単節縄 文で，縦 方向に施 している。

深　　 鉢 A ［2 6 ．0 ］ 目線 部 ・胴 部の－一部欠損。胴部 は直線 的に立ち上 が り，頚部で 長石 ・石英 ・雲母 P 13 97　80％
縄文土器 B （3生 6 ） 屈 曲 して外傾 し，目線 部は開 きなが ら内攣 する。 4 単位 の大波 黒褐色　 し上半） P L 4 2

5
C　　 9 ．4 昌夫目線 を呈 する。日録 部には波頂部直下 に隆帯 によるU 字状文 にぷい褐色 （下半）

を施 し，波底部直 下に橋状把 手 を有 して いる。頚部 と胴部 の境

に隆帯 を巡 ら し，胴部 には環状 の突起 を有す る隆帯 によ り3 単

位の文様 を施 してい る。 L の無節縄文 を縦方向 に施 している。

普通

嚢 B （6 ．9 ） 目線 部か ら胴部 にか けての破片。胴 部は内攣 して立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 14 06　 5 ％
6　　 縄文土器 目線 部で屈曲 して外傾す る。 口唇部外面 に鍔状 の隆帯 を巡 らし

，
にぷ い橙色

押圧 文を施 している。 良好

深　　 鉢 B 0 2 02 ） 太波状 目線 を皇 する目線 部片。目線部 は開きなが ら内攣す る。 長石 ・石英 ・雲母 P 140 3　 5 ％
7　　 縄文土器 目線部 は波頂部下 に隆管 に よる渦巻文 を施 し，隆帯 に沿 って半 黒褐色

哉竹管 による結節平行 沈線 文を施 してい る。 R L の単節縄文 を 普通
主 に横方向 に施 してい る。

深　　 鉢 A は ・鋸　 目線 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は直線的に立ち上が り， 長石 ・石英 8雲母 P 拍糾 1 ％
縄文土器 B 0 7 ．4 ） 頚 部で屈曲 して外傾 し， 日綾部 は開 きなが ら内攣 する。 4 単位 灰褐色

8 の波状 日録 を皇 し，波頂部直下 に隆管 によるⅤ字状 文を施 して 普通

いる。 隆帯 に沿って沈線文 を施 してい る。頚部 と胴部 の境 に沈

線 を巡 ら し，波底 部下に隆帯 を垂下 させ ている。地文 はL R の

単節縄文で，縦方向 に施 してい る。

9

深　　 鉢 B 主用 ．5 ） 胴部か ら底部 にか けての破片 。胴 部は直線的 に立 ち上が る。 R 長有 ・石 英 ・雲母 P 14 07　 10 0。
縄文土器 C　 1 2 ．4 L の単節縄 文を縦方向に施 している。 にぷい橙色 底部 に網代痕

普通

i深　 鉢
ロ　　 ／n　ヮ＼
U　　 十ツ．！ノ 胴 部か ら底 部にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上 がる。R

！長石 ・石英 ・雲母
P 140 8　 10％

10 縄文土器 C　　 9 ．8 L の単節縄文 を縦方 向に施 している。 にぷい橙色

普通

11

深　　 鉢 B （9 ．7 ） 太波状 口縁 を皇す る目線部片 。目線 部は直立す る。 目線部 は隆 長石 ・有 英 ・雲母 P 14 0 5　 5 ％
縄文土器 常 により文様 を措出 し，隆帯 に沿 って爪形文 を施 している。 灰褐色

普 通

i2

深　　 鉢 B （針 目 目線 部片。目線 部は開 きなが ら内攣す る。口唇 部直下に交互刺 長石 ・石英 ・雲母 T P 129 0　5 ％
縄文土器 突 による連 続コの字状文 を巡 らし， 目線部 には洗練 によ り文様 明赤褐色

を施 している。地文 はL の無節縄文 で，縦 方向に施 している。 普通

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 目線 部片。 日経部 はわず か に内攣す る。口唇部 直下 に抑 圧文 長石 ・石英 ・雲母 T P 129 1　 5 ％
13 縄文土器 を有 する隆帯 を巡 ら している。 L の無節縄 文 を縦 方向 に施 し 橙 色

てい る。 普通

深　　 鉢

14　　 縄文土器

B （6 ．2 ）　 頚 部片。頚部は外傾す る。頚部 と胴部 の境 に隆帯 を巡 らしてい

る。R L の単節縄 文を縦方 向に施 している。

長石 ・有英 ・書付

灰褐色
T P 12 92　 5 ％

T P 129 5　 5 ％

普通

探　　 鉢

15　　 縄文土器

B O 上 目　 胴部片。胴部 は直線 的に立ち上が り，頚部 で屈 曲す る。頚部 と

胴部の境 に隆管 を巡 ら し，胴 部は洗練 によ り文様 を描出 してい

長石 ・石英 ・雲母

にぷい褐 色
る。地文は R L の単節縄 文で，縦方向 に施 している。 普通

深　　 鉢 B 白 0 の　 胴部片。胴部は直線的 に立 ち上 がる。胴 部は隆帯に より文様 を 長石 ・石 英 ・雲母 T P 12 96　 5 ％
16 縄文土器 措出 し，隆帯に沿 って沈線文 を施 している。R L の単節 縄文 を にぷ い橙色

縦方 向に施 している。 普通

探　　 鉢 B　 甘 6 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立ち上が り，頚部 で屈 曲す る。頚部 と 長石 ・石英 ・雲母 T P 129 3　 5 ％
17 縄文土器 胴部の境 に洗練文 と爪形 文を巡 らしてい る。胴部 は隆帯 によ り にぷい褐色

文様 を持 出 し，隆管 に沿 って爪 形文 を施 してい る。 R L の単節 普通

T P 12 94　 5 ％

縄文 を縦方向に施 している。

長石 ・石英 ・雲母深　　 鉢 B （7 ・3 ） 胴部片。胴部は直線的 に立 ち上が る。胴 部は隆帯に より文様 を

18　　 縄文土器 措出 し，隆帯に沿 って爪形文 と沈線 による鋸 歯状 文を施 してい 黒褐色

る。 地文 は条線文 を縦方 向に施 している。 普通
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第669号土坑（（第479園）

位置　調査1区の中央部，C4dO区。

重複関係　第1号堀と第668号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　第1号堀に掘り込まれているため径1，90mの円形と推定され，深さは35cmである。

壁　直立する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　第1～5層は第668号土坑の覆土で，第6・7層が本跡の覆土である。レンズ状に堆積していることか

ら，自然堆積と考えられる。

土屑解説

6　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量

7　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片60点，土器片円盤1点が出土している。そのうち縄文土器片3点，土器片円盤1点を抽出・

図示した。1は浅鉢の口綾部付近から胴部にかけての破片，3は探鉢のロ緑部片で，いずれも覆土下層から出

土している。2は深鉢の口緑部片，4は土器片円盤で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

31

」　⊥＿子
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第479図　第669号土坑・出土遺物実測図

第669号土坑出土遺物観察表（第479図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

浅　　 鉢 B （9 ．5 ） 口縁部付 近 か ら胴部 にか けての破片 。胴部 は外傾 して立 ち上 長石 ・石英 ・雲母 P 14 09　 10％

縄文土器 が り， 口緑部 は屈 曲 して直立 す る。 口緑 部 の下端 は鍔状 に突 明赤褐色

出 させ ，口緑 部は沈線 に よ り文様 を描出 してい る。 胴部 は無

文 である。

普通

2

探　　 鉢 B （4 ．6 ） 口縁部付近 の破片。口緑 部は開 きなが ら内攣す る。 口縁 部は隆 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 97　 5 ％

縄文土器 帯 によ り文様 を括 出 している。 にぷ い褐色

普通

3

探　　 鉢 B （4 ．5 ） 口緑部片。 口縁 部は外反する。口唇部直下 に半裁竹管 による波 長石 ・石英 ・雲母 T P 129 8　 5 ％

縄文土器 状の平行沈線 文を巡 らし，口綾 部は細 い隆帯 によ り文様 を描 出 にぷい赤褐色

してい る。 普通
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図版 番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 量（g ）

4 土器片円盤 2．8 2．9 0．8 9．4 土　　　 製 中期土器片 を素材。撚 糸文。 D P lOO 3

第670号土坑（第480図）

位置　調査1区の南西部，C4f5区。

規模と平面形　長径0．68m，短径0．48mの楕円形で，深さは10cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　1層である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　縄文土器片3点が出土している。そのうち縄文土器片1点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部から胴

部にかけての破片で，覆土から出土している。

所見　時期は出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第480図　第670号土坑・出土遺物実測図

第670号土坑出土遣物観察表（第480図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 8 ．0 ］ 口緑 部から胴部 にかけての破 片。胴部は直線的に立ち上がり，頭 部 長石 ・石英 P 14 10　 20％
縄文土器 B （2 0 ．5 ） で屈曲し，口縁 部は開きながら内攣する。口緑部には突出した波状の にぷい赤褐色

隆帯 文を施している。R L の単節縄文を斜方向に施している。 普 通

第672号土坑（第481図）

位置　調査1区の中央部，C5bl区。

重複関係　第1号堀と第673号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。
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規模と平面形　第1号堀に掘り込まれているため，長径1．84m，短径が推定で1．70mの楕円形で，深さは40cm

である。

壁　外傾して立ち上がる。

ピット1か所。Plは北壁際に位置し，長径22cm，短径18cmの楕円形で，深さは22cmである。

底　ほぼ平坦である。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積することから，自然堆積と考えられる。

土屑解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量，第1層より色調が暗い

遺物　縄文土器片飢点が出土している。そのうち縄文土器片5点を抽出・図示した。1～3は探鉢の口緑部片，

4は探鉢の頚部片，5は探鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　土器は中期後葉にわたる破片（加曽利EⅡ～Ⅳ式期）が混在しており，時期を明確に位置付けることはで

きないが，中期後葉と考えられる。

＼＿「一

第481図　第672号土坑・出土遺物実測図

第672号土坑出土遺物観察表（第481図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 詩 形 及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （4 ．2 ） ロ 縁 部片。口緑部は内野す る。 口唇部直下 に沈線 が沿 う隆帯 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 12 99　 5 ％

縄 文 土器 巡 らしている。 R L の単 節 縄 文を横方 向に施 している。 黒褐色

普通

2

深　　 鉢 B （6 ．7 ） 口緑 部片 。ロ緑 部は内攣す る。口唇部直下 に沈線 を巡 ら してい 長石 ・石英 T P 13 02　 5 ％

縄 文 土器 る。 R L の単 節 縄文 を縦方 向に施 している。 にぷ い橙色

普通
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図版 番号 昔話　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

3

探　　 鉢 ㍗ 5 ） 口綾部片。 口縁部 は内攣す る。口唇部直下 に沈線 を巡 らし，口 長石 ・石英 T P 130 1　 5 ％
縄文土器 緑部 には沈線 によ り区画文 を施 している。区画文内 にはL R の にぷい橙色

単節縄文 を縦方向 に充填 している。 普通

4

深　　 鉢 B （5 ，5 ） 頚部片。頚部は ほぼ直立す る。頚部 は沈線 に より文様 を描出 し 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 03　 5 ％
縄文土器 ている。 にぷ い褐色

普通

5

深　　 鉢 B （6 ．1 ） 胴部片 。胴 部は直線 的に立ち上がる。懸垂す る沈線文 間を磨 り 長石 ・石英 T P 130 4　 5 ％
縄文土器 消 している。 L R の単節縄文 を縦方向 に施 している。 にぷい橙 色

普通

第675号土坑（第482・483図）

位置　調査1区の中央部，C5b2区。

重複関係　本跡は第52号住居跡に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　開口部は長径1・54m，短径1・30mの楕円形，底面は長径1・糾m，短径1．60mのほぼ円形で，深さ

は78cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　7層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　黒褐色

ローム粒子少量，

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子中量，

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック・炭化粒子微量

・ローム粒子少量，炭化粒子微量

・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック少量，炭化物・炭化粒子・鹿沼パミス粒子・粘土小ブロック微量
・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

・ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片41点，土器片錘1点が出土している。そのうち縄文土器片3点，土器片錘1点を抽出・図示

した。1は探鉢の胴部片，4は波状口緑を呈する深鉢の口綾部から胴部にかけての破片で，いずれも覆土中層

から出土している。2は探鉢の胴部片，3は土器片錘で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第482図　第675号土坑・出土遣物実測図
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第483図　第675号土坑出土遺物実測図

第675号土坑出土遺物観察表（第482・483図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （7 ．1 ） 胴部 片。胴 部 は直線 的 に立 ち上が る。頸 部 と胴 部の境 に隆帯 長石 ・石英 ・雲母 T P 130 5　 5 ％

縄文土器 を巡 らし， 胴部 には隆帯 を懸垂 させ てい る。隆帯 に沿 って沈 にぷい褐色

線文 を施 してい る。 地文 は L の無節 縄文 で，縦 方向 に施 して

い る。

普通

2

探　　 鉢 B （7 ．0 ） 胴部 片。胴 部は わず か に外 反 して立 ち上 がる。 沈線 によ り文 長石 ・石英 ・雲母 T P 130 6　 5 ％

縄文土器 様 を描 出 してい る。 地文 は R L の単 節縄文 で，縦 方向 に施 し 暗褐 色

てい る。 普通

4

深　　 鉢 A ［2 7 ．0 ］ 口緑部か ら胴部 にかけての破片。胴部 は直線 的に立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 14 11　 2 5％

縄文土器 B （2 4 ．3 ） 頚部で屈曲 し， ロ綾部 は開きなが ら内攣 する。 4 単位の大波状 にぷい褐色 P L 4 2

口縁 を呈 し， ロ綾部 には波頂部直下 に隆帯 に よる楕 円形区画文

を施 してい る。頚部 と胴部の境 には沈線 に よる鋸歯状 文 を巡 ら

している。 L R の単節縄文を縦 方向に施 している。

普通

図版番号 器　 種

計測値
石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（c m ） 重量 （g ）

3 土器片錘 3．2 3．4 1．0 15．8 土　　　 製 中期土器片 を素材。 L の無節縄 文。 D P lO O4

第676号土坑（第484図）

位置　調査1区の南部，C4dO区。

規模と平面形　長径1．48m，短径1．34mの楕円形で，深さは34cmである。

壁　ほぼ直立する。

底　平坦である。

ピット1か所。Plは南壁際に位置し，長径88cm，短径58cmの楕円形で，深さ58cmである。

覆土　5層に分層され，第3～5層はPlの覆土である。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考え

られる。

－　542　－



土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片52点が出土している。そのうち縄文土器片5点を抽出・図示した。1は浅鉢の口緑部付近か

ら胴部にかけての破片で覆土下層から出土している。2は鉢の口緑部付近から胴部にかけての破片，4は探鉢

の口綾部付近の破片で，いずれもPlの覆土から出土している。3は探鉢の口緑部片，5は探鉢の口緑部付近

の破片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

④　　い

′／感齢

第484図　第676号土坑・出土遺物実測図
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図版番号器種恒噺cm）i　　　　 器形及び文様の特徴　　　　 極土櫓酢蜘中　備考

浅　鉢　B拍凍　極縁部付近から胴部にかけての破片。胴部は緩やかにタ潤してつつ豆石㍉石英　　序招　％

ユ　縄文土器　　 i立ち上が細緑部との境で屈曲する0無文。　　　 禁色

i
鉢　　B　摘．離　日縁部付近から胴部にかけての破片。胴部は開きながら内攣し　長石を石英や雲母　　P接は　％

2　　縄文土器　　　　　　 て立ち上がり，目線部に至る。口縁部には交互刺栗による連続　にぷい褐色

i i孟震警悪霊豊孟品濃汚憲砦雷；完豊豊出しているっ普通　　…
深　鉢　B（7識）＋‖ユ縁部片。目線部は内攣する。目線部には隆帯により文様を措　長石せ石英の雲母　　TPは09　5％

3　　縄文土器　　　　　　　 出している。LRの単節縄文を横方向に施している。　　　　赤褐色

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

4芸文土杵当薫露霹麗露頭宙英ゆ雲母TP13085％
している。

5　霊文士慧B甘2ラ完票警笠晋憲霊笠認禁禁する0日縁部には沈線が沿う霊石英0雲母　TP13の75％

普通

、・ノヤ　　　　∴　主　、、．、（．

位置　調査　区の南部タ　C射区。

確認状況　第贈号住居跡の掘り方を調査中に確認する。本跡の開口部付近は第47号住居跡に掘り込まれておりタ

くびれ部から底部にかけての部分が残存している。

重複関係　第47号住居跡に掘り込まれていることから，本跡が古い。

親機藍平面形　びれ部は長径。鵜m　短径。鮒mの円乳底面は長径。摘m　短径。掴mの円形でタ深さは

68cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

應　ほぼ平坦である。

覆豊　5層に分層されタ　レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブロックもローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックも炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量ク　ローム太ブロックもローム小ブロック微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片6はが出土している。そのうち縄文土器2点を指虐「つ乳示した。1ほ下半部が欠損する深鉢

で汐　覆土下層から廃棄されたような状態で出土している。2ほ深鉢の胴部片で，覆土下層から出土している。

新風　時期はタ　出土土器から中期中辛（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第欄間　第678号土坑実測図
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第486図　第678号土坑出土遺物実測図

第678号土坑出土遺物観察表（第486図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［3 0 ．0 ］ 胴下半部欠損。胴 部は直線的に立 ち上が り，頸部で屈 曲 し， 口 長石 ・石英 ・雲母 P 14 14　 6 0％
縄文土器 B （1 9 ．6 ） 緑部は開 きなが ら内攣 する。口唇部 は肥厚 させ，内面 に稜 を有 黒褐色 P L 4 2

する。ロ綾部 には隆帯 に よる逆 S 字状文 を 4 単位施 し，その間

を隆帯で連結 して いる。 隆帯 に沿って沈線文 を施 している。 R

L の単節縄文 を，隆帯上 を横方 向に，それ以外 を斜方向に施 し

ている。

普通

2

深　　 鉢 B （1 5 ．3 ） 胴 部片。胴 部は直線的 に立 ち上が る。胴 部には隆帯 文を懸垂 さ 長石 ・石英 ・雲母 T P 1310　 5 ％
縄文土器 せ ，隆帯 に沿って沈線文 を施 している。 地文 は R L の単節縄 文 橙色

で，縦方向 に施 している。 普通

第679号土坑（第487図）

位置　調査1区の中央部，C5a3区。

重複関係　本跡と第636号土坑は重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径0・72m，短径0・62mの楕円形，底面は長径2・14m，短径1．70mの楕円形で，深さは

80cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　第636号土坑の調査時に本跡の上層を掘り込んでしまったため，中層以下を確認する。5層に分層され，

レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子中量

5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片47点が出土している。そのうち縄文土器6点を抽出・図示した。1は4単位の波状口緑を呈

する探鉢で，覆土下層から横位の状態で出土している。2は深鉢のロ緑部片，5は探鉢の胴部片で，いずれも

覆土下層から出土している。4は探鉢の口緑部付近の破片で，覆土中層から出土している。3は深鉢の口綾部

片，6は浅鉢の口緑部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第487図　第679号土坑・出土遺物実測図
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第鮮号土坑出土遺物観察表　第487図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 e 色訴「 焼成 備　 考

深　　 鉢 A ［3 0 ．2 ］ 波頂 部及び底部欠損。胴 部は直線 的に立ち上が り，頚部で外傾 長石 も石英 e雲母 P lヰ15　 80％
縄文土器 B （3 5 ．2 ） し， ロ緑部は開きなが ら内攣す る。 4 単位の太波状目線 を皇 し， 灰褐 色 （上半ラ P L 42

1
波頂部 直下に隆帯 による U 字状文 を施 し，その下部に橋状 把手 にぷい赤褐 色｛下半 ）

普通を付けている。胴部上位には隆帯による楕円形 区画文を巡 らし

そ の下部 に隆帯に よる Y 字状文 を懸垂 させ ている。 隆帯 に沿っ

て半裁竹管 による結節平行沈線文 を施 している。

I
深　　 鉢 B （6 ．0 ） 双頭の波状 日録を皇す るロ綾部片。 口縁部はわずかに外傾する。 長石 ・石英 ・雲母 T P l封 1　 5 ％

2 縄文土器 目線部 は隆常 によ り文様 を措出 し，隆帯 に沿 って半裁竹管 によ にぷい赤褐色

る結節平行沈線文 を施 している。 普通

3

深　　 鉢 B （7 ．3 ） 双頭の波状目線 を皇す る日録部片。日録部 はわずかに外傾す る。 長石 ・石英 ・雲母 T P l封2　　 ％
縄文土器 ロ綾 部には双頭の波底部直下 に隆帯 に よるⅤ字状 文を施 し，キ 黒褐色

ザ ミ目列 を巡 らしている。 普通

4

深　　 鉢 B （8 ．7 ） 口綾部付近 の破 片。目線部 は開 きながら内攣 する。 目線 部は隆 長石 ・石英 ・雲母 T P は 13　 5 ％
縄文土器 帯 によ り文様 を持出 しタ　半裁曾管 による波状 の平行沈線文 を施 黒褐色

してい る。 普通

深　　 鉢 B （用 ．4 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立ち上が る。胴部 は隆帯 によ り文様 を ！長 石 ・石英 ・雲母 T P 13 14　 5 ％
5 縄文土器 措出 し，キザ ミ目列 を巡 ら してい る。 にぷい赤褐 色

普通

6

浅　　 鉢 B （4 ．3 ） 目線 部片 。目線部 は外傾す る。口唇 部は内 0外 面を突出 させタ 長石 9石英 の雲母 T P 1 3 15　5 ％
縄文土器 キザ ミを有 する隆帯 によ り文様 を措 出 している。日縁 部は無文 にぷい赤褐色 口唇部及び外面赤彩

である。 普通

．．、．．＿l一

第那　考量痍（第4880489図）

位置　調査3区の北西部，F2h5区。

規模藍平面形　開口部は長径1。65m，短径1。38mの楕円乳底面は長径。墟m　短径。柑mの楕円形で　深さは

150cmである。

璧　円筒状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

穫蓋　6層に分層されタ　ロームブロックや鹿沼パミスブロックを多く含んでいることからダ　人為堆積と考えら

れる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロックのローム小ブロックゆ鹿沼パミス小ブロック微量

2　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロックやローム粒子少量，焼土粒子も炭化粒子e鹿沼パミス小ブロック微量

3　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量，炭化物8炭化粒子ゆ鹿沼パミス小ブロック微量

4　褐　色　ローム太ブロックeローム中ブロック・ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量

5　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロックもローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量

6　褐　色　ローム小ブロック8ローム粒子少量・鹿沼パミス小ブロック微量

第媚園　第719号土坑実測図
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遺物　縄文土器片35点が出土している。そのうち縄文土器5点を抽出・図示した。2は浅鉢の底部片で，西部

の覆土下層から出土している。1は深鉢の胴部片，3は探鉢の口緑部片，4・5は探鉢の胴部片で，いずれも

覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第489図　第719号土坑出土遺物実測図

第719号土坑出土遺物観察表（第488・489図）

一．1：

′ぜ

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l i　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢B（9．7）胴部片。胴部は外傾して立ち上がる。胴部には上部を凹線でナ長石・石英・雲母P458　20％

縄文土器 デた隆帯で，楕円形状に区画している。沈線で渦巻状の文様をにぷい赤褐色

縦位に施している。楕円形状の区画内にはRLの単節縄文を縦

方向に施している。

普通

2

浅　　鉢B（7．3）口緑部から胴部の一部欠損。底部は直線的に立ち上がり，胴部長石 P459　30％

縄文土器C　　6．2は外傾する。胴部は無文で研磨している。 灰褐色

良好

胴部内・外面赤彩

3

深　　鉢B（3．9）口緑部片。口緑部は内野して立ち上がる。隆帯が巡り，隆帯に長石・石英・雲母TP246　5％

縄文土器 平行して沈線を施している。地文はRLの単節縄文を縦方向に灰褐色

施している。 普通

4

探　　鉢B（10．8）胴部片。胴部は外傾して立ち上がる。2本1組の微隆帯で文様長石・石英・雲母TP248　5％

縄文土器 を措出している。地文はRLの単節縄文を斜方向に施している。灰褐色

普通

5

探　　鉢B（7．0）胴部片。胴部は内攣して立ち上がる。2本1組の微隆帯で渦巻長石・石英・雲母TP247　5％

縄文土器 状の文様を描出している。地文はRLの単節縄文を斜方向に施にぷい赤褐色

している。 普通

第756号土坑（第490図）

位置　調査3区の北西部，F2i5区。

規模と平面形　開口部は長径1．12m，短径1．03mの円形，底面は径0．93mの円形で，深さは48cmである。

壁　円筒状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

－　548　－



覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　褐　色　ロトーム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片11点が出土している。そのうち縄文土器3点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部から胴部

にかけての破片で，東壁際の覆土下層から出土している。3は探鉢の胴部片で，南東部の覆土下層から出土し

ている。2は探鉢の口綾部片で，中央部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期複葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第490図　第756号土坑・出土遺物実測図

第756号土坑出土遺物観察表（第490図）

0　　　　　　　　　　10cm

L二二一一十一一一二二二∃

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　 鉢 A ［34．4］ 口緑部から胴部にかけての破片。□緑部は無文で，胴部との境に細い 長石・石英 P 460　5％
縄文土器 B （20．1） 隆帯と沈線で区画文を施している。区画内にはRLの単節縄文を縦方 にぷい褐色

向に施している。区画文の下には櫛歯状工具で条線文を施している。普通

2

探　　 鉢 B （7．9） ロ緑部片。波状部は欠損しているが，波状口緑を呈すると思わ 長石・石英・雲母 T P 249　5％
縄文土器 れる。太い沈線で楕円形状の区画文を施している。区画内には にぷい橙色

R Lの単節縄文を斜方向に施している。 普通
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図版番号　 器 可 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎士・色調・焼成 備　考

深　　 鉢　 B （7．2） 胴部片。胴部は外傾して立ち上がる。沈線による懸垂文を施し，沈線 長石・石英・雲母 T P 250　5 ％
3　　　縄文土器 間を磨り消している。地文はRLの単節縄文を縦方向に施している。 明褐色

－

普通

第閲考量坑　第亜図）

位置　調査3区の北西部，G3el区。

規模藍平面形　開口部は径は5mの円形夢　底面は径1。04mの円形で，深さは45cmである。

璧　円筒状を呈する。

應　ほぼ平坦である。

穫豊　2層に分層され汐　レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

ユ　褐色　ローム粒子のローム小ブロック。炭化物0炭化粒子少量

2　褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロックもローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片1点芦　石棒1点が出土している。そのうち石棒1点を接旧主つ乳示した。1ほ石棒で，南東部

の底面から出土している。

所見　時期は，出土遺物や遺構の形態から中期と考えられる。

七。e2　　旦－2922m
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第鯛図　第765号土坑ゆ出土遺物実測図

第765号土坑出土遺物観察表（第491図）

了「

r
OlOcm

』二二二二土二二二二」

図版番号 器　種
計測値 ！石 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

1 石　　 棒 （9．0） 6．7 4．7 （260．0）緑泥片岩 頭部に強いくびれを有する。 QlO5　P L48

第紀考量坑（第492図）

位置　調査5区の中央部，F6g9区。

規模と平面形　開口部は長径1。90m，短径1。80mの円形，底面は径1。65mの円形で，深さは22cmである。

璧　外傾する。

應　ほぼ平坦である。
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ピット　3か所。Plは北壁際に位置し，長径50cm，短径40cmの楕円形で，深さは69cmである。P2はほぼ

中央部に位置し，径38cmの円形で，深さは49cmであるo P3は南壁寄りに位置し，長径30cm，短径22cmの

楕円形で，深さは43cmである。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　尖頭器2点石鉄3点が出土している。尖頭器2点石鉄3点を抽出・図示した。2・3は，それぞれ中央

部の覆土下層から出土している。4はP3内の覆土から出土している。1・5は中央部の覆土中層から出土し

ている。1の有茎尖頭器と2の尖頭器は，混入したものである。

所見　時期は，出土石器や遺構の形態から中期と考えられる。
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第492図　第826号土坑・出土遺物実測図

第826号土坑出土遣物観察表（第492図）

図 版 番 号 器　 種

計 測 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ （c m ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

1 有茎尖頭器 3 ．8 1．4 0 ．5 2 ．1 チ　 ャ　ー ト 逆 刺 は鈍 角 的 で あ る。 Q l lO

2 尖 頭 器 2 ．4 1．0 0 ．6 1．2 チ　 ャ　ー ト 最 大 幅 は 先 端 部 側 にあ る。 Q lO 6

3 石　　 奴 （3 ．3 ） 2 ．3 0 ．6 （3 ．1） 黒　 曜　 石 先 端 部 は 欠損 。 凹 基 で あ る。 Q lO 7

4 石　　 鍍 2．2 1．7 0 ．5 1 ．2 チ　 ャ　ー ト 基 部 に え ぐ りが あ る。 Q lO8

5 石　　 強 （2．3） 1．5 0 ．5 （1．3 ） チ　 ャ　ー ト 先 端 部 は 欠損 。 Q lO9

第876号土坑（第493図）

位置　調査5区の中央部，G6a5区。

規模と平面形　開口部は長径1・90m，短径1・60mの楕円形，底面は長径1・25m，短径1．05mの楕円形で，深さは

141cmである。

壁　円筒状を呈する。

底　ほぼ平坦である。
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覆土14層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
6　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
7　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
8　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
9　暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
11暗褐色　ローム粒子微量
12　褐　色　ローム粒子少量
13　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
14　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　縄文土器片66点，土器片円盤1点が出土している。そのうち縄文土器2点，土器片円盤1点を抽出・図

示した。1・2は探鉢の口緑部片，3は土器片円盤で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

∴　　　　・1

第493図　第876号土坑・出土遺物実測図

第876号土坑出土遺物観察表（第493図）

10cm

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　 鉢 B （8．6） ロ緑部片。口縁部は内攣して立ち上がる。沈線による懸垂文を長石・石英・雲母 T P251　5％

縄文土器 施し，沈線間を磨り消している。地文はRLの単節縄文を横方 にぷい橙色

向に施している。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

2

深　　 鉢 B （7 ．5 ） ロ縁 部片。ロ緑部は 内野 して立 ち上 がる。口唇 部直下 には隆帯 長石 ・石英 ・雲母 T P 25 2　 5 ％
縄 文土器 で山形状の突出部 を作出 している。口縁 部には沈線で楕円形状 に にぷ い橙色

文様を措出 している。地文はL R の単節縄文を縦方向に施 している。 普通

図版番号 器　 種

計測値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ）重量 （g ）

3 土器片円盤 2．8 2．5 1．0 7．7 土　　　 製 ほぼ円形で，縄文 を施 している。 D P 20

第879号土坑（第494図）

位置　調査5区の中央部，G6bl区。

重複関係　上面を第127号住居跡に掘り込まれていることから，第127号住居跡より古い。

規模と平面形　開口部は長径1．50m，短径1．43mの円形，底面は長径1．40m，短径1．30mの円形で，深さは79cm

である。

壁　円筒状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　7層に分層され，不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片6点が出土している。そのうち縄文土器3点を抽出・図示した。第494図1は探鉢の底部片，

2は探鉢の胴部片，3は探鉢の口綾部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　出土した土器が少なく時期を確定するのは困難であるが，時期は，出土土器や遺構の形態から中期後葉

（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

、三二°‘‘‘′：‘－．‘

第494図　第879号土坑・出土遺物実測図
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第879号土坑出土遺物観察表（第494図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （4 ．7 ） 胴部 か ら底 部にかけての破片。台部 を有す る底部 は直線 的に立 長石 ・石英 P 4 6 1　 5 ％

縄文土器 C　　 5 ．7 ち上が り，胴部 は外傾 する。胴部 は無文で，研磨 してい る。 明赤褐色

普通

2

鉢 B （1 0 ．0 ） 胴部片。胴部 は内攣 して立ち上がる。胴部 には R L の単節縄文 長石 ・有英 ・圭母 ・轢 T P 2 54　 5 ％

縄文土器 を縦方向 に施 している。 にぷい赤褐 色

普通

深　　 鉢 B （4 ．2 ） 目線部片。 目線部 は内攣 して立ち上がる。地文 は R L の単節縄 長石 ・石英 T P 2 53　 5 ％

3 縄文土器 文 を縦方向 に施 している。 灰褐色

普通

フラスコ状土坑一覧表

土　 坑

番　 号
位　 置 開口部平面形

規　　　　　　 模
i覆土

底面 壁面 ピット 出　 土　 遺　 物
重　 複　 関　 係

（旧→新 ）

発掘

番号腑 獅紺 鋼 紬 舶平輔 離 ×短紬 深さ（cm ）

i A 4 j2 楕　 円　 形 1．85×1．25 2．85 ×2．50 102 自然 平坦 フラスコ 1 深鉢，打製石斧 SK ＿1

2 A 4 i4 円　　　 形 2．04 2．40 ×2．00 7二3 人為 平坦 フラスコ 2 深鉢言 責鉢 SK 2

3 A 4 j5 楕　 円　 形 2．20×1．70 2．66 ×2．20 92 人為 平坦 フラスコ 3 深鉢 ，凹石 SK 2 0→本跡

［

SK 3

4 B 5 a4 不 整 円 形 2．30×2．10 2．55 ×2．30 60 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢
［［sK 2 33→本跡

l

S K 4

5 B 5 a 3 円　　　 形 2．15 2．43 ×1．90 4 1 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢
1
j；

SK 5

6 B 4 aO 円　　　 形 2．25 2．47×2．27 60 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 夕　磨 製石 斧 SK 6

8
l B 4 dO 】円　　　 形 I 1．98 l 2．50×2．40 IlO 自然 平坦

［
フラスコ 0

i探鉢 SK 15，34 S K＿8

9 B 5 d6 不整楕 円形 1．88×1．61＿ 2．05×1．90 58 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 9

10 B 5 括 不 整 円 形 2．76×2．60 － 78 自然 平坦 外傾 0 SK lO

11 B 5 d l 不 整 円 形 2．20×2．10 2．30×2．07 86 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢，有孔鍔付土器 SK 12

14 B 4 cO 楕　 円　 形 1．60×1．28 1．56×1，18 4 5 人為 平坦 フラスコ 0 SK′16

15 B 4 dO 不整楕 円形 1．80×1．57 － 11．0 自然 平坦 外傾 0 SK 8 S K 17

20 A 4 j5 不 整楕 円形 1．76×1．28 1．80 ×1．60 84 人為 平坦 フラスコ 2 SK 3 ，26，80 SK 23

2 1 B 4 e9 円　　　 形 2．05 2．10 ×1．75 50 人為 平坦 フラスコ 1 探鉢 SK 24

22 B 4 C5 ［楕 円 形］ ［2．50］×1．70 2．20 ×1．50 44 自然 平坦 フラスコ 1 SK 4 6 SK 25

2 3 A 4 i7 楕　 円　 形 1．95×1．65 1．り0 ×上70 82 人為 平坦 フラスコ 3 深鉢 SK 2 6

24 A 4 j2 不 整楕 円形 2．50×1．37 2．20 ×1．80 100 自然 平坦 フラスコ 1 土器片円盤 SK ．25→ 本跡 SK 2 7

25 A 4 j l 不 整 円 形 2．90×2．84 3．33 ×3．01 77 人為 平坦 フラスコ 3 SK 2 4 S K 2 8

26 A 4 j5 ［楕 円 形］ ［2．26］×1．98 2．26 ×2．04 55 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢 本跡→SK 20 S K 2 9

28 B 3 j8 円　　　 形 2．04 － 56 人為 平坦 外傾 0 深鉢，敲石 SK 3 1

29 B 4 a9 不整楕 円形 2．30×2．00 2．20 ×1．95 52 人為 平坦 フラスコ 0 SK 3 2

30 B 5 b l 楕　 円　 形 2．40×2．04 2．48 ×2．08 56 自然 平坦 フラスコ 1 探鉢 SK 3 3

31 B 5 c l． 不 整 円 形 1．35×1．25 1．20 ×1．10 4 7 人為
平坦i
フラスコ 0 SK．34

32 A 4 i6 不整楕 円形 2．30×1．75 2．15×1．76 6 3 自然 平坦 フラスコ 0 SK 3 S K 3 5

34 B 4 C8 円　　　 形 2．08 － 74 自然 平坦 外傾 2 SK 28 2 S K＿37

3 5 B 5 b4 楕　 円　 形 2．15×1．75 1．80×1．65 5 3 人為 平坦 フラスコ 0 SK 3 8

3 6 B 4 C6 不整楕 円形 2．20×1．90 2．40×2．06 7 7 自然 平坦 フラスコ 1 深鉢，鉢 SK 37 S K 40

3 7 B 4 C6 楕　 円　 形 2．12×1．80 2．10 ×1．77 3 2 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢， 凹石 SK 36 S K 4 1

3 8 B 4 b 6 不 整楕 円形 1．68×1．20 1．65×1．36 6 2 人為 平坦 フラスコ 2 深鉢 SK 39→本跡 SK 42

39 B 4 b 6 不 整楕 円形 2．30×1．88 － 38 自然 平坦 外傾 1
採乳 土器片 円盤 ！

［

深鉢，磨石　　 ！

本跡→SK 38，60

SK 2 79　　　 i

i

S K 43

40 B 4 a9 不 整 円 形 2．30×2．10 － 44 人為 平坦 外傾 2 SK 44

4 1 B 4 C 7 円　　　 形 2．00 2．10 ×2．05 50 自然 平坦 フラスコ 0 SK 4 5

42 B 5 e 2 不整 楕円形 1．90×1．77 1．75 ×1．65 77 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK ，46
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土　 坑

位　 置 開口部平面形

！　 規　　　 模 ）i覆

底面

i壁面

0

巨 土 遺 物
重　 複　 関　 係 発掘

番　 号 　 † ）深さ（cm ピッ （旧→新 ） 番号

43 B 4 b3 不　 定　 形 巨 00×1・90 巨 38×2・05 95
恒

lヽ
平坦 7ラスコ　2

！
SK 7 8，10 1，10 9，132 S K 47

45 B 4 C5 不整楕 円形 2．15×1．75 I 4 5
1日目

lヽ
平坦．外傾、 1

！
SK 49

4 6 B 4 C 5 不整楕 円形 1．88×1．10
1・90×1・70 日 3 自然＼ll

平坦 フラスコ 1 深鉢 ，敲石 ，凹石 本跡→SK 22 S K 50

4 9 B 4 e 8 不 整楕 円形 2．65×1．85 1．95×1．23 8 2 自然
lヽ
平坦 フラスコ 1 SK 50，97 S K 54

5 0 B 4 e9 円　　　 形 1．33 1．98×1．05 8 0 自然
lヽ
平坦 フラスコ 1 SK 49，157 SK 55

5 1 B 4 C4 不整 楕 円形 2．24×1．88 2．44×2．34 7 7 自然
lヽ
平坦 フラスコ 1 探鉢 SK 4 7，SK 7 8→本跡 SK 56

52 B 4 C3 不整 楕円形 2．60×1．80 2．30×1．93 75 自然
11
平坦 フラスコ 1 探鉢 SK 7 5 S K 5 7

53 B 4 C3 不 整 円 形 2．12×1．95 1．84×1．05 54 自然＼ll
平坦 フラスコ 1 探鉢 SK 7 5 S K 5 8

60 B 4 b 5 ［円　　 形］ ［1．45］ 1・50×1・20 ！ 78 自然ゝ
ヽ
平坦 フラスコ 0 SK 39，81 S K 6 5

6 1 B 4 d 8 不整楕 円形 2．45×1．95 3．04×2．44 10 3 人為 平坦 フラスコ 1 深鉢 ，浅鉢 SK 99 S K 66

6 3 B 4 e 7 不整楕 円形 2．55×2．10 2．60×2．04 6 3 人為 平坦 フラスコ 3 探鉢，浅鉢，礫石 SK l 14→本跡 SK 68

64 C 4 b 9 不 整楕 円形 2．65×［1．85］ 2．35×1．98 5 8 自然
ヽ
平坦 フラスコ 4 探鉢，凹石 本跡→SD 9 SK 69

65 B 4 b4 不整 楕 円形 1．64×1．04 2．34×1．86 109 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK lO9，27 3→本跡 SK 7 0

66 B 4 h2 楕　 円　 形 1．28×1．14 1．94×1．80 57 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢，浅鉢 SK 7 1

68 B 4 d2 楕　 円　 形 2．38×2．15 2．10×2．00 38 自然
ヽ
平坦 7ラスコ 0 SK 7 4

69 B 4 d 3 楕　 円　 形 2．17×1．58 － 40 自然 平坦 外傾 2 探鉢 ，土 器片 円盤 SK 8 2，19 6 S K 7 6

71 B 4 e 3 ［楕 円 形］ 1．77×（0．79） 1．58×（1．09） 44 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 本跡→SK 76 S K 7 8

7 5 B 4 C 3 楕　 円　 形 2．55×1．85 1．98×1．46 4 5 不明 平坦 フラスコ 1 SK 44，52，53 S K 82

7 7 B 4 e4 ［円　　 形 ］ ［1．15］
－ 45 不明 平坦 外傾 0 探鉢 本跡→SK lO6 S K 83b

79 A 4 gO ［楕 円 形］ 2．04×（1．60） 2．00×（1．58） 38 人為 平坦 フラスコ 1 深鉢 第 1 号遺物包含層 SK 85

80
】
A 4 j 5 1楕　 円　 形 2．50×1．70

i
2．87×2．70
】　　　　　　　　　 l

107 人為
】
平坦
l
フラスコ
I
0 ！探鉢，嚢，浅鉢　 】本跡→ SK 2 0，26 SK 86’

87 B 4 e4 楕　 円　 形 2．09×1．48 3．07×2．85 130 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢，嚢，浅鉢 本跡→SK 7 6，77 S K 9 5

89 B 4 b5 楕　 円　 形 2．12×1．76 2．40×2．15 83 自然 平坦 フラスコ 1 探鉢 ，浅鉢 ，敲石 SK 8 1 S K 9 7

9 1 B 4 C 6 ［楕 円 形］ ［2．33］×2．08 2．30×2．22 4 0 人為 平坦 フラスコ 2 探鉢 本跡→SI3 S K 99

9 5 B 4 d 8 円　　　 形 1．98 2．10 5 4 人為

人為

自然

自然

人為

自然

自然

人為

人為

自然

人可

叫

不可

叫

人為！

叫

叫

人為！

人為I

人為i

人為！

人可

平坦 7可

7可

叫

7可

7可

7可

叫

7可

7可

フ可

フ可

フ可

7可

叫

7可

7可

7可

7可

7可

フ可

叫

可

0

1 1

0 ！

0 ［

O i

1 】

4 i

5 i

1 ！

0 1

1 ！

2 l

O i

2 ！

1 I

2 l

O I

O i

0 1

0 ！

2 ！

O I

探鉢 ，石棒 ，凹石 i

l

I

l

I

S K 6 1，10 7　　 i

S K lO 3

9日

99 ！

B 4 d 6 i

B 4 可

楕 円 形 ！

［楕 円 叫

1・10×0・98 ！

2・08×（1・2中

2・00×1・98 ！

l

2・65×2・32 ！

68 l

2 5 i

回

国

探鉢，浅鉢，凹石

探鉢，磨製石斧

探鉢 ，磨製石斧

鉢

深鉢，土器片円盤

l

l

深鉢　　　 l

SK lO 4

S K lO 7

100 B 5 h l 楕　 円　 形 1．70×1．42 102 平坦 SK 66 SK lO 8

10 2 A 4 j 3 楕　 円　 形 1．20×0．90 2．80×2．60 102 平坦 SK 2 7 1 SK llO

10 3 B 4 d7 円　　　 形 2．05 （2．05）×1．85 38 平坦

l

I

SI 3　　　 I

l

S K 9 9，屋外炉　 I

SK ll l

104 B 4 d 5 円　　　 形 1．78 － 56 平坦 SK l12

10 7 B 4 d 7 円　　　 形 2．55 2．72×2．36 3 8 平坦 SK l15

108 B 4 d 6 楕　 円　 形 2．30×2．05 2．10×1．95 5 5 平坦 本跡→SI3 S K l 16

109 B 4 b4 ［不整楕円形］ 2．15×（1．65） 2．13×1．50 72 平坦 SK 4 3，65，78，12 0，132 S K．117

112 B 4 f7 円　　　 形 2．30 2．05×1．94 72 平坦 SIlO，SK l 14 S K 12 0

1 14 ！
B 4 e6 不整楕 円形 2．46×1．92 2．15×1．70 36 平坦 SK 63，112 SK 12 2

12 0 ！B 4 b4 ！［楕 円 形 ］ 五 80］×1．40 1．98×1．40 4 0 平坦 SK 6 5，109，132　 1

I

S K 6 3，12 6　　 I

SK 12 8

12 1 i B 4 e6 ！楕　 円　 形 2．05×1．75 － 10 平坦 SK 129

125 i B 4 可 楕　 円　 形 1．77×1．35 1．71×1．57 1二17 平坦 深鉢 ，磨 製石斧　 i

i

i

i

深鉢，石皿，凹石 ！

SK 133

13 1 ！B 4 h 6 1 円　　　 形 1．90 1．84×1．74 3 8 平坦 SK 130 S K 139

132 ！B 4 b4 i ［楕 円 形 ］ （2．00×0．65） （1．70×0．57） 37 平坦 SK 4 3，65，109，12 0 S K 14 0

1 3中 B 4可 楕　 円　 形 2．40×2．12 2・12×2・00 日 0 平坦 SK．14 3 S K 152

14 1 i B 4 i5 i円　　　 形 2．00 2・75×2・50 i 94 平坦 SK 15 9－→本跡 SK，15 5

14日 B 4 可 円　 形 ！ 1．40 2・11 ！ 78 平坦 深鉢，磨製石斧 SK 13 9→本跡 SK 15 7

144 ！B 4 可 楕 円 形 ！
2．80×2．30

！ 72 叫 探鉢 SK 14 5，16 2，25 0 S K 15 8

145 I B 4 可 楕 円 可 2・53×2・20 l 2・35×1・86 ！ 83 ！ 叫 7 探鉢 SK 144　　　 iSK 159
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146 B 4 j8 円　　　 形 1．45 1．45×1．44 84 自然 平坦 フラスコ 0 SK 22 5 S K 16 0

148 B 4 i5 楕　 円　 形 1．75×1．51 2．28×2．04 1 11 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 ，浅鉢 ，凹石 SK 14 2，168 S K 16 3

150 B 4 i7 楕　 円　 形 1．84×1．60 2．32×1．94 8 5 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 15 4→ 本跡 SK 16 5

15 1 B 4 i7 楕　 円　 形 1．46×1．11 2．47×2．20 7 8 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢 本跡→SK 1 52 S K 16 7

153 B 4 j6 楕　 円　 形 1．88×1．05 2．10×2．05 7 7 人為 平坦 フラスコ 0 SK 7 1，15 2，16 6 S K 16 9

1 55 B 4 b5 楕　 円　 形 2．15×1．70 － 65 自然 平坦 外傾 3 SK 37 4，42 9 S K 17 1

15 7 B 4 e9 楕　 円　 形 0．96×0．77 1．91×1．75 12 8 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 50，61－→本跡 SK 17 3

15 8 B 4 j7 楕　 円　 形 1．65×1．30 1．88×1．75 74 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢，打製石斧 SK 166 S K 174

16 0 B 4 d9 楕　 円　 形 1．90×1．48 1．88×1．77 65 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢，磨製石斧 SK 17 6

16 2 B 4 fp 円　　　 形 1．86 2．75×2．60 102 人為 平坦 フラスコ 3 探鉢，浅鉢，石斧 SK 144 SK 17 8

16 3 B 4 h 6 円　　　 形 2．44 － 67 自然 平坦 外傾 0 SK 2 14 SK 179

164 B 4 h 6 楕　 円　 形 2．15×1．83 2．40×2．14 32 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 本跡→SK 16 7 SK 180

16 5 B 3 i7 楕　 円　 形 2．10×1．24 2．00×1．45 72 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢，浅鉢 SK 18 1

166 B 4 i6 不 整楕 円形 1．70×1．28 － 43 自然 平坦 外傾 0 SK 153，15 8 S K 182

172 B 4 j3 ［円　　 形］ ［2．25］ － 88 自然 平坦 外傾 4 深鉢 ，磨製石斧 SK 2 09 S K 188

173 B 4 i4 楕　 円　 形 2．11×1．83 2．04×1．94 4 1 自然 平坦 フラスコ 4 SK 3 57 S K 189

177 C 4 a6 楕　 円　 形 0．88×0．64 3．06×2．95 145 自然 平坦 フラスコ 2 深鉢 ，土器片 円盤 SK 189，169，30 8， SK 193

178 B 4 e7 楕　 円　 形 1．88×1．64 2．00×1．90 4 7 自然 平坦 フラスコ 0 SK 6 3 S K 194

18 1 B 4 g 7 円　　　 形 1．47 1．55×1．40 34 人為 平坦 フラスコ 2 探鉢 SK＿19 9 S K 19 7

186 B 4 e4 円　　　 形 1．6 1 1．70×1．68 82 自然 平坦 フラスコ 0 SK 18 0，198 S K 20 2

187 C 4 C6 楕　 円　 形 1．92×1．57 2．20×1．92 10 2 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 ，浅鉢， 凹石 SK 19 1，21 1 S K 20 3

188 C 4 C5 楕　 円　 形 1．87×1．45 2．40 88 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢， ミニチ ュア土器 SK 19 1，21 1 S K 20 4

189 C 4 b5 楕　 円　 形 2．47×2．02 2．55 8 5 人為 平坦 フラスコ 4 深鉢， 凹石 SK 16 9 S K＿20 5

19 2 C 4 a3 楕　 円　 形 2．40×1．97 2．40×2．25 8 6 自然

自然

人為

人為

自然

自然

人為

人為

自然

自然

自然

自然

自然

自然

人為

自然

人為

自然

自然

平坦 フラスコ 6 深鉢，有孔鍔付土器 SK 19 3→本跡

本跡→SK 205　SK 20 8

S K 20 9

20 0 B 4 f3 楕　 円　 形 2．57×2．30 2．35 70 平坦 フラスコ 4 深鉢，鉢 SK 2 18

20 4 B 4 i4 楕　 円　 形 1．88×1．70 2．40×2．13 9 3 平坦 フラスコ 3 深鉢，凹石，敲石 SK 22 2

20 5 B 4 j4 円　　　 形 2．35 3．25×2．80 94 平坦 フラスコ 1 深鉢 SK 204→本跡 SK 22 3

2 13 C 4 b 4 ［円　　 形 ］ ［2．57］ － 41 平坦 外傾 0 深鉢，凹石，敲石 SK 2 12

SK 2 82

S K 2 32－→本跡

SK 23 1

2 19 B 4 j7 楕　 円　 形 1．90×1．30 1．82 5 3 平坦 フラスコ 0 探鉢，凹石 SK 23 7

22 1 B 4 b 7 ［円　　 形］ ［1．65］ ［2．50］ 90 平坦 フラスコ 3 深鉢， ミニチュア土器 SK 23 9

22 2 B 4 a 5 楕　 円　 形 1．22×1．10 2．25×2．20 90 平坦 フラスコ 0 探鉢，浅鉢 SK 240

2 2 3 C 4 d l 楕　 円　 形 （2．35）×1．70 （1．95） 70 平坦 フラスコ 2 深鉢，磨製石斧 SK 24 1

2 27 B 4 h 8 楕　 円　 形 1．57×1．25 1．96×1．61 75 平坦 フラスコ 0 深鉢，浅鉢 SK 2 28 SK 24 5

2 2 8 B 4 g 8 楕　 円　 形 （2．17）×2．08 2．10×（1．97） 40 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 2 27

S K 176，240

SK 246

2 29 B 4 g 7 楕　 円　 形 1．68×1．20 － 20 平坦 外傾 1 探鉢，浅鉢

深鉢，浅鉢 ，磨石

SK 2 47

2 32 C 4 d l 楕　 円　 形 1．66×（0．80） 1．80×（0．78） 68 平坦 フラスコ 0 SK 2 5 1

2 36 B 4 a4 円　　　 形 1．18 2．00×1．90 122 平坦 フラスコ 0 SK 2 57

2 38 B 4 i7 楕　 円　 形 1．24×1．10 2．20×2．04 120 平坦 フラスコ 0 深鉢 ，浅鉢 ，鉢 本跡→第 4 号竪穴状遺構 SK 2 59

2 39 B 4 f4 楕　 円　 形 2．21×（1．43） － 65 平坦 外傾 0 深鉢 ，浅鉢 本跡→SK 2 40 S K 2 60

24 1 C 4 d2 楕　 円　 形 1．75×1．30 2．34 110 平坦 フラスコ 0 探鉢 ，浅鉢 SK 2 30，23 1

S K 14 4，347

S K 2 13，258，262，264

S K 2 62

24 2 B 4 g8 楕　 円　 形 1．82×1．41 1．98×1．73 5 5 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 2 63

24 9 A 4 j4 ［円　　 形］ 1．10×［1．07］ 1．88×1．42 8 5 平坦 フラスコ 0 深鉢 ，台付鉢 ，石錘 SK 2 70

2 50 B 4 g9 ［円　　 形］ 1．50×［1．42］ 2．00 9 3 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 ，浅鉢 ，石錘 SK 2 72

25 1 B 4 h8 円　　　 形 1．25 2．31 8 0 自然 平坦 フラスコ 2 深鉢，鉢 SK 2 73

25 6 C 4 C4 楕　 円　 形 3．10×2．80 3．55×2．90 5 5 人為 平坦 フラスコ 1 深鉢，鉢 SK 2 78

25 7 B 4 h 9 楕　 円　 形 1．72×1．15 2．12×［1．75］ 85 自然 平坦 フラスコ 0 SK 2 79
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258 C 4 C4 楕　 円　 形 2．30×［2．05］ － 52 人為 平坦 外傾 4 深鉢，土器片 円盤 SK 2 64－→本跡 SK 2 80

26 0 C 4 e 2 楕　 円　 形 2．10×1．90 － 60 自然 平坦 外傾 5 探鉢 ，磨 製石斧 SK 2 6 1－→本跡 SK 2 82

26 4 C 4 C4 楕　 円　 形 2．45×1．50 － 35 自然 平坦 外傾 2 深鉢 SK 259→本跡→SK 258 S K 2 86

26 7 C 4 C 3 楕　 円　 形 2．63×［1．88］ i 4 0 自然 平坦 外傾 1 深鉢，石皿 SK 24 3 S K 28 9

2 69 C 4 e2 円　　　 形 2．30 － 40 人為 平坦 外傾 4 探鉢，磨製石斧 SK 26 8→本跡 SK 29 1

2 70 A 4 j4 楕　 円　 形 1．60×1．42 2．20×1．95 9 3 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢，石鉄 SK 2 9 2

2 72 B 4 a3 楕　 円　 形 2．14×1．75 2．05×1．90 65 自然 平坦 フラスコ 0 SK 2 94

27 3 B 4 b4 円　　　 形 1．70 1．70×1．65 75 自然 平坦 フラスコ 1 SK 6 5 S K 2 95

27 8 B 4 a 3 楕　 円　 形 0・93×0・84 巨 50×1・38 8 5 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 SK 2 36，277 S K 30 0

279 B 4 C7 楕　 円　 形 1・80×（1・00）巨 75×1・00 3 7 自然 平坦 フラスコ 0 SK 30 2

2 80 B 4 a6 円　　　 形 1．70 2．17×1．95 6 7 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢， ミニチ ュア土器 SK 30 3

2 82 B 4 b 7 円　　　 形 1．94 1．92 44 人為 平坦 フラスコ 1 探鉢 SK 22 1 SK 30 5

2 87 B 4 j5 楕　 円　 形 2．15×1．87 2．04×1．78 55 不明 平坦 フラスコ 0 鉢 本跡 →SK 2 86，30 6 SK 3 10

29 0 B 4 a5 楕　 円　 形 1．15×1．02 2．23 85 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢，ス タンプ状石 器 SK 2 36，27 4 S K 3 13

29 2 C 4 銅 ［円　　 形］ ［1．15］ 1．47×1．32 9 2 自然 平坦 フラスコ 0 SK 3 15

29 3 C 4 f3 円　　　 形 2．05 － 35 自然 平坦 外傾 1 探鉢 ，石皿 （凹石） SK 29 4→ 本跡 SK 3 16

2 95 B 4 i8 円　　　 形 0．85 1．02×0．97 6 0 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 3 18

2 97 C 4 d 3 楕　 円　 形 1．50×1．15 2．73×2．48 7 7 人為 平坦 フラスコ 2 探鉢，浅鉢 本跡→SK 289 S K 32 0

3 00 C 4 f3 円　　　 形 1．48 2．08×2．02 63 自然 平坦 フラスコ 1 SK 294 SK 324

30 3 B 4 g6 楕　 円　 形 2．23×1．76 2．75×2．62 100 人為 平坦 フラスコ 1 深鉢，浅鉢，大味 本跡→SK v3 19 S K 32 8

30 5 1 B 4 b 6 1楕　 円　 形 －1・60×1・07 i 2．75×2．4日 10 0　 －Å為
ノヽ′一いソi
平哩 7う71
ノノ川1
∩
ノヽ　［
探鉢 ，浅鉢　　　　　 － 1

1n T／‾つつ／ヽごりヽ∴｝JU
30 5 i B 4 b 6 l楕　 円　 形

！
巨 ・60×1・07 i 2・75×2・43 i lO O ！人為！平坦けラスコ1 0 l探鉢 ，浅鉢 ！ 長汀つつ∩

ごりヽ∴｝JU

30 8 C 4 b 6 楕　 円　 形 2．00×［1．77］ 2．15×［1．72］ 38 自然 平坦 フラスコ 1 SK 3 34

309 C 4 a5 楕　 円　 形 1．33×1．08 2．07 7 2 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 ，土器片 円盤 SK 3 35

3 12 C 4 d 3 楕　 円　 形 1．54×1．30 2．84×2．70 90 自然 平坦 フラスコ 1 探鉢，浅鉢，婆 SK 26 7 S K 3 38

3 14 C 4 e2 楕　 円　 形 1．93×1．62 2．50×2．06 68 自然 平坦 フラスコ 1 SK 289，29 7，310，31 1 S K 34 0

3 15 B 4 g6 楕　 円　 形 2．30×1．78 2．73×2．10 83 自然 平坦 フラスコ 1 探鉢 SK 3 16－→本跡 SK 341A

3 16 B 4 g 6 楕　 円　 形 1．32×0．75 1．40×1．04 83 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 本跡→SK 3 15 SK 34 1B

3 18 C 4 a6 円　　　 形 1．30 2．65 9 0 自然 平坦 7テスコ 0 探鉢，浅鉢， 本跡→SK 3 1 1 S K 3 4 3

32 1 C 4 a8 楕　 円　 形 1．93×1．22 2．85×2．57 10 5 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 ，浅鉢 ，石皿 本跡→SK 3 20 S K 3 46

3 22 C 4 a8 円　　　 形 1．63 2．50×2．38 8 5 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 本跡一斗SK 32 0 S K 34 7

3 25 B 4 gO 楕　 円　 形 2．10×1．73 2．18×2．08 80 自然 平坦 フラスコ 2 探鉢 SK 3 50

32 6 B 4 hO 楕　 円　 形 1．50×1．30 1．80×1．70 43 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢，磨製石斧 SK 35 1

32 7 B 5 g l 円　　　 形 1．54 2．30×2．02 50 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢 SK 35 2

329 B 4 h O 円　　　 形 0．90 2．30 13 0 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢浅鉢 SK 3 30 SK 354

330 B 4 h O 楕　 円　 形 1．74×1．45 2．10×1．92 5 8 自然 平坦 フラスコ 1 探鉢 SK 3 29 S K 3 55

334 A 4 i5 楕　 円　 形 2．18×1．75 2．00×1．75 14 0 自然 平坦 フラスコ 2 深鉢 ，石皿 （凹石） SK 3 59

3 35 B 5 h l 楕　 円　 形 1．68×1．50 1．85×1．60 62 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 ，器台 SK 3 60

3 36 C 4 C6 楕　 円　 形 1．85×1．40 1．80×1∴72 58 自然 平坦 フラスコ 0 SK 36 1

33 7 B 5 侵 楕　 円　 形 1．80×1．60 2．35×2．10 95 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢，浅鉢 SK 36 2

33 8 B 5 g 2 円　　　 形 1．47 2．00×1．62 4 2 自然 平坦 フラスコ O i
［

SK 36 4

339 C 4 d 6 円　　　 形 2．00 2．00×1．88 3 7 自然 平坦 フラスコ 0 SK 36 5

340 C 4 e6 円　　　 形 1．25 2．54×2．15 ＝0 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 SK 3 66

3 4 1 C 4 C5 楕　 円　 形 1．94×（1．45） 1．92×（1．48） 45 自然 平坦 フラスコ 0 SK 3 45 S K 3 67

34 5 C 4 C5 楕　 円　 形 1．75×（1．50） 1．80×（1．50） 50 自然 平坦 フラスコ 3 SK 34 1，346 S K 3 7 1

34 6 C 4 C5 楕　 円　 形 2．35×1．64 2．50×2．40 70 自然 平坦 フラスコ 1 SK 34 5 S K 3 72

35 2 C 4 a 7 楕　 円　 形 ［1．13］×0．87 1．13×1．00 50 自然 平坦 フラスコ 3 SK 32 0，322 S K 3 80
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35 3 B 4 g 5 楕　 円　 形 1．93×［1．50］ － 14 人為 平坦 外傾 0 SK 3 8 1

35 4 B 4 g 5 円　　　 形 2．25 － 48 人為 平坦 外傾 4 SK 3 82

35 5 B 4 g 4 円　　　 形 2．34 － 30 自然 平坦 外傾 2 SK 3 83

356 B 4 h 4 楕　 円　 形 2．46×1．97 － 55 自然 平坦 外傾 2 深鉢 SK 149，37 4 S K 3 84

35 7 B 4 g 4 ［長楕 円形］ ［2．24］×1．33 － 19 自然 平坦 外傾 0 SK 173，20 8 S K 3 85

35 8 C 4 a4 円　　　 形 1．24 2．26×2．11 7 1 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 3 86

3 59 C 4 a5 楕　 円　 形 1．54×1．07 1．78×1．28 68 人為 平坦 フラスコ 0 SK 38 7

3 6 1 C 3 j4 円　　　 形 1．14 － 43 自然 平坦 外傾 0 SK 38 9

3 62 B 4 d 9 楕　 円　 形 1．52×1．26 2．48×2．28 92 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 39 0

3 63 B 4 g 6 ［楕 円 形 ］ ［1．76］×1．06 － 30 自然 平坦 外傾 0 SK 3 64 S K 39 1

3 64 B 4 g 6 ［円　　 形］ ［1．74］ － 26 自然 平坦 外傾 0 深鉢 SK 3 15，316，354，36 3 S K 39 2

3 65 C 4 b6 楕　 円　 形 1．24×0．68 － 34 自然 平坦 外傾 0 SK 39 3

3 66 C 4 d4 ［円　　 形］ ［0．98］ 2．76×2．42 9 6 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 39 5

3 67 C 4 d 3 ［楕 円 形 ］ 1．70×仕20］ － 66 人為 丸底 外傾 0 深鉢 SK 36 8 SK 396

36 8 C 4 d 3 楕　 円　 形 1．60×1．10 1．66×1．10 2 4 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 36 7 SK 39 7

36 9 B 4 i9 円　　　 形 1．10 － 36 自然 平坦 外傾 2 探鉢 SK 39 8

37 0 B 4 gO ［円　　 形］ ［L lO］ 2．12×2．04 10 4 自然 平坦 フラスコ 1 深鉢 SK 34 7 S K 399

37 1 B 4 f3 円　　　 形 1．74 － 54 自然 平坦 外傾 1 深鉢 SK 24 0，37 2→本跡 SK 4 00

37 2 B 4 f2 円　　　 形 1．94 － 28 自然 平坦 外傾 1 深鉢 SK 4 0 1

37 3 B 4 g4 円　　　 形 1．24 － 35 自然 平坦 外傾 0 SK 4 02

37 4 B 4 h 4 楕　 円　 形 2．46×2．14 － 58 自然 平坦 直立 4 深鉢 SK 15 5，35 6 S K 4 03

37 5 C 4 a 6 ［円　　 形 ］ ［1．46］ 1．64×1．62 2 3 自然 平坦 フラスコ 2 探鉢 SK 3 11 S K 4 04

37 7 C 4 d 7 ［円　　 形］ ［1．79］ 1．78×1．75 54 人為 平坦 直立 1 深鉢 SK 4 4 7 S K 4 06

37 8 B 4 i9 円　　　 形 1．52 2．10×1．94 100 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢，石皿 SI1 3，15 S K 4 07

379 B 5 i9 楕　 円　 形 1．60×1．40 － 60 自然 平坦 外傾 2 SK 384 S K 4 09

380 C 4 e6 円　　　 形 1．80 － 20 自然 平坦 外傾 2 SK 4 10

38 1 C 4 e 5 円　　　 形 1．63 － 18 自然 平坦 外傾 2 SK 4 1 1

3 82 C 4 a7 円　　　 形 2．13 － 30 自然 平坦 外傾 1 SK 383 S K 4 12

3 83 C 4 a7 円　　　 形 1．30 2．68×2．48 86 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢，浅鉢， 注口土器 SI18，19，SK 3 82 S K 4 13

3 84 B 5 il ［円　　 形］ ［0．73］ 1．73×1．52 78 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢，浅鉢

探鉢

探鉢，鉢

探鉢 ，浅鉢

深鉢

本跡→SK 379

S I23，24，SK 3 87

S K 4 14

3 85 B 5 j2 楕　 円　 形 1．37×0．84 － 9 自然 平坦 外傾 0 SK 4 15

3 86 B 5 h 2 円　　　 形 1．76 1．94×1．90 68 自然 平坦 フラスコ 0 SK 4 16A

3 87 B 5 h 2 ［円　　 形］ ［1．44］ 1．60×1．34 59 人為 平坦 フラスコ 0 SI2 3，24，SK 3 86

S K 39 3，404

S K 4 16B

3 88 B 5 j2 ［楕 円 形 ］ ［1．60×1．26］ 2．11×1．92 85 － 平坦 フラスコ 0 SK 4 17

3 89 B 5 i3 不整楕 円形 2．04×1．30 － 38 自然 平坦 フラスコ 0 SK 4 18

39 0 C 4 d 5 円　　　 形 1．68 1．82×1．80 6 6 自然 平坦 フラスコ 2 SK 4 19

39 1 C 4 d 5 円　　　 形 2．10 － 20 自然 平坦 外傾 0 SK 42 0

39 2 C 4 g4 ［円　　 形］ ［1．20］ － 36 自然 平坦 外傾 0 SK 42 1

39 3 C 4 g4 ［円　　 形］ ［1．28］ 2．08×1．50 13 6 平坦 フラスコ 0 探鉢

深鉢

SI9，SK 39 2，40 4 S K 42 2

39 4 C 4 b8 ［円　　 形］ ［1．78］ 2．26×［2．12］ 24 自然 平坦 フラスコ 1 SI4 1，SK 3 98 S K 42 4

39 5 C 4 e5 ［円　　 形］ ［1．54］ 2．04×2．02 6 2 自然 平坦 フラスコ 1 本跡－→SK 3 8 1 S K 42 5

39 6 B 5 j4 ［円　　 形］ －
［2．28×2．20］ 50 平坦 フラスコ 0 深鉢 ，敲石

探鉢 ，浅鉢

本跡→堀 l

SK 39 4

S I2 8

S K 42 6

39 7 C 4 h4 円　　　 形 1．84 － 40 自然 平坦 直立 2 SK 42 7

39 8 C 4 b8 不整楕 円形 1．98×1．54 － 28 自然 凹凸 外傾 2 SK 42 8 ′

39 9 C 4 i5 円　　　 形 1．54 2．74×2．58 10 2 人為 平坦 フラスコ 0 SK 42 9

4 00 C 4 a9 楕　 円　 形 2．80×2．10 － 36 人為 平坦 外傾 3 SK 43 0
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40 1 C 4 a8 円　　　 形 1．12 － 48 人為 平坦 外傾 0 SK 4 3 1

4 02 B 4 j8 ［円　　 形 ］ ［1．06×0．94］ 2．14×1．76 8 0 人為 平坦 フラスコ 2 深鉢，浅鉢 SK 4 32

4 03 B 4 h 3 楕　 円　 形 2．98×2．46 － 68 人為 平坦 直立 7 探鉢 SK 4 33

4 04 C 4 g 4 ［円　　 形］ ［0．86］ 1．46×1．38 73 自然 平坦 フラスコ 0 SK 392，39 3 S K 4 34

40 5 B 5 i2 ［円　　 形］ ［1．11］ 1．56×1．39 94 人為 平坦 フラスコ 0 SK 4 35

40 8 C 5 b9 不整楕 円形 1．12×0．89 － 32 自然 平坦 外傾 0 SD 7 S K 4 39

40 9 B 6 j2 円　　　 形 0．96 － 12 自然 平坦 外傾 0 SK 44 0

4 10 B 6 j2 円　　　 形 0．90 － 10 自然 平坦 外傾 0 SK 44 1

4 12 B 6 j2 円　　　 形 0．94 － 13 自然 平坦 外傾 0 SK 4 4 3

4 14 C 4 C 2 円　　　 形 1．68 － 28 自然 平坦 外傾 0 SK 4 45

4 15 B 4 j2 円　　　 形 0．92 － 58 自然 平坦 外傾 0 SK 4 46

4 17 B 5 j5 円　　　 形 1．75 － 24 自然 平坦 外傾 0 SK 4 48

4 18 C 4 e4 楕　 円　 形 3．02×2．12 － 35 自然 平坦
外j頃
3 深鉢 SK 44 9

4 19 C 4 g3 不 整 円 形 1．64×1．58 － 58 不明 平坦 外傾 0 SK 4 50

4 20 C 4 C3 ［楕 円 形］ 2．24×［2．00］ － 36 自然 平坦 直立 3 SK 42 6 S K 45 1

4 2 1 C 4 jl 円　　　 形 2．10 － 53 自然 平坦 直立 3 SK 44 4 S K 45 3

4 22 C 4 a O 楕　 円　 形 1．94×1．58 1．84×1．72 64 自然 平坦 フラスコ 2 SK 4 54

4 23 B 5 jl 円　　　 形 1．84 2．48×2．42 100 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢 本跡→SK 424 SK 4 55

42 4 B 5 jl 楕　 円　 形 ［2．00］×1．51 － 44 自然 平坦 外傾 0 SK 4 2 3→本跡 SK 4 56

42 6 C 4 C3 ［楕 円 形 ］ ［2．30］×1．96 － 38 自然 平坦 直立 2 SK 4 20，SE 5 S K．458

42 7 C 5 aO ［円　　 形］ 「7 14 1
」‾’．－．J　　　　l －

43 自然 平坦 外傾 フ
▲J　】 】 lぐ174′こnLJlヽ．1．UU

42 7 C 5 aO 「円　　 形1 「7 14 1 － 41 自炊 平 日札傭 フ l ぐ174′こ∩ノ．／　　」 」’‾‘・．．・．、．‾‾　．」 H　′llヽ l　　－ ノ　Ilノヽ LJlヽ．1．UU

4 29 C 5 b6 円　　　 形 1．42 － 46 自然 平坦 直立 0 SK 44 9 S K 46 3

4 3 1 C 6 d 3 円　　　 形 1．58 1．74×1．62 9 8 人為 平坦 フラスコ 0 SK 46 6

4 34 C 4 b 6 ［円　　 形 ］ ［1．16］ 2．24×2．04 6 0 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 SI18，本跡→SI19，SK 44 6 S K 46 9

4 35 C 4 b 7 楕　 円　 形 1．82×1．52 － 26 自然 平坦 外傾 1 SK 43 6，44 6 SK 4 7 0

4 36 C 4 b 7 楕　 円　 形 ［1．75］×1．46 2．22×2．12 44 自然 平坦 フラスコ 1 深鉢，鉢 SI18，19，SK 4 35 SK 4 7 1

43 7 C 6 b l 円　　　 形 0．90 － 26 自然 平坦 外傾 0 SK 4 72

44 1 C 4 d8 楕　 円　 形 2．32×1．80 － 26 自然 平坦 外傾 4 SK 5 10 S K 4 76

4 4 3 C 5 dO 円　　　 形 2．07 － 62 自然 平坦 外傾 0 SK 4 79

4 44 C 5 al ［楕 円 形］ ［1．04×0．98］ 1．30×1．20 7 4 自然 平坦 フラスコ 1 深鉢 本跡→SK 4 2 1 S K 4 80

4 45 C 4 C7 ［円　　 形 ］ ［0．70］ ［0．86］×0．82 4 2 自然 平坦 フラスコ 0 SK 5 12 S K 4 81

4 46 C 4 b 6 円　　　 形 0．96×0．90 － 84 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢 SK 4 34→本跡 SK 4 83

44 7 C 4 C 7 ［円　　 形］ ［1．08］ ［1．08］×1．02 46 自然 平坦 フラスコ 0 SK 37 7 S K 48 4

44 8 B 5 j2 円　　　 形 1．13 2．18×1．90 106 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢，石皿 SK 48 5

44 9 C 5 bO 円　　　 形 1．16 － 40 不明 平坦 外傾 0 SK 4 2 9 SK 48 6

4 5 0 C 6 b4 円　　　 形 1．72 － 10（） 自然 平坦 直立 0 SK 4 7 5 SK 4 8 8

4 56 C 4 h 5 ［楕 円 形］ ［2．24×1．78］ 2．92×2．60 4 4 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 本跡→堀 1 SK 4 95

4 57 C 4 e4 円　　　 形 2．38 2．60×2．40 6 0 自然 平坦 フラスコ 1 深鉢，磨製石斧 本跡→SK 4 58，45 9 S K 4 96

4 58 C 4 f5 楕　 円　 形 2．06×1．78 － 28 自然 平坦 外傾 0 SK 4 57，459，46 0 S K 497A

4 59 C 4 f5 ［楕 円 形］ ［2．38］×1．92 － 16 自然 平坦 外傾 1 探鉢 SK 4 58 S K 497B

46 0 C 4 e5 ［楕 円 形］ ［1．42］×1．14 1．58×1．42 42 自然 平坦 フラスコ 1 探鉢 本跡→SK 45 8 S K 49 8

46 1 C 4 b9 円　　　 形 1．46 1．90×1．68 72 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢 SK 39 8，66 3 S K 49 9

46 2 C 6 d4 楕　 円　 形 1．65×1．42 － 20 自然 平坦 外傾 0 SK 50 0

4 6 3 C 6 e4 円　　　 形 1．40 － 15 自然 平坦 外傾 1 SK 50 1

4 64 C 6 e5 円　　　 形 1．73 － 50 自然 平坦 外傾 0 SK 50 3

4 65 C 6 e6 円　　　 形 1．40 － 25 自然 平坦 外傾 0 l
S K 5 04

－　559　－



土　 坑

番　 号
位　 置 開口部平面形

規　　　　　　 模
覆土底面壁面 ピット 出　 土　 遺　 物

重　 複　 関　 係

（旧→新）

発掘

番号那網碓離墟紬 舶禰舶醜痺紬 深さ（cm ）

46 7 C 6 e6 円　　　 形 1．68 － 46 自然 平坦 外傾 0 SK 50 6

47 4 C 6 e7 楕　 円　 形 1．70×1．54 1．66×1．56 10 3 人為 平坦 直立 1 探鉢 SK 5 15

4 7 5 C 6 b4 楕　 円　 形 1．70×1．30 － 34 自然 平坦 外傾 1 深鉢 SK 5 16

50 9 C 4 d8 ［円　　 形］ ［2．12］ － 81 自然 平坦 直立 2 探鉢 SK 5 10，511，掘 1 SK 55 1

5 10 C 4 d8 円　　　 形 L O8 2．62×2．40 132 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 SK 4 57，50 9 S K＿552

5 1 1 C 4 d 8 ［円　　 形 ］ － 2．84×2．74 142 平坦 フラスコ 0 探鉢，浅鉢，鉢 堀 1，SK 5 09 SK 5 5 3

5 12 C 4 C7 円　　　 形 1．28 2．08×1．94 98 人為 平坦 フラスコ 0 SK ＿513 S K 5 54

5 13 C 4 C7 楕　 円　 形 ［2．00×1．60］ － 30 自然 平坦 外傾 0 SK 5 12 S K 5 55

5 16 B 4 jO 円　　　 形 1．28 1．74×1．64 79 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢，磨製石斧 SK＿559

5 17 C 4 C 7 ［円　　 形］ ［1．84］
－ 30 人為 平坦 外傾 0 SK 5 6 1

5 18 C 4 b 7 楕　 円　 形 1．95×1．62 － 26 人為 平坦 外傾 5 SK 5 17，519 S K 5 62

5 1．9 C 4 b 7 楕　 円　 形 2．50×［2．04］
】

27 自然 平坦 外傾 3 深鉢，磨 製石斧 本跡→SK5 18 S K 56 3

52 3 C 4 j6 円　　　 形 0．94 － 96 自然 平坦 外傾 0 SK 6 57 S K 56 9

52 8 C 5 b 5 楕　 円　 形 2．06×1．74 － 18 自然 平坦 外傾 2 SK 56 1，568 S K＿57 6

53 0 C 5 e7 楕　 円　 形 2．52×2．20 － 54 自然 平坦 外傾 5 探鉢 SK 54 2，596 S K 57 8

53 2 C 5 d（1 楕　 円　 形 2．64×1．98 － 56 自然 平坦 直立 0 SK 58 0

53 3 C 5 d7 楕　 円　 形 2．04×1．76 － 40 自然 平坦 外傾 1 SK 54 2 S K 58 1

53 4 C 5 C 3 円　　　 形 0．98 1．40×1．16 6 2 人為 平坦 フラスコ 0 探鉢 ，浅鉢 SK 58 2

54 2 C 5 d7 円　　　 形 1．52 － 34 自然 平坦 外傾 1 SK 53 3，54 8 S K 59 1

54 7 C 5 材 円　　　 形 1．80 － 46 自然 平坦 外傾 0 SK 59 7

550 C 5 g7 円　　　 形 1．96 － 36 自然 平坦 外傾 1 l SK 6 0 2

552 C 4 hO 円　　　 形 2．16 － 32 自然 平坦 外傾 1 深鉢 第3号屋外炉 SK 6 0 5

5 5 3 C 5 il 円　　　 形 1．56 － 76 自然 平坦 直立 2 深鉢 SK 554 SK 6 06

5 54 C 5 jl 円　　　 形 2．04 － 26 自然 平坦 外傾 3 SK 5 5 3 S K ＿607

5 57 C 5 d l 楕　 円　 形 2．08×1．80 － 48 自然 平坦 外傾 0 SK 6 10

5 58 C 5 C l 楕　 円　 形 1．70×1．39 2．88×2．68 75 人為 平坦 フラスコ 0 深鉢，土器片円盤 SK 6 1 1

5 59 C 5 d 2 円　　　 形 1．83 － 35 自然 平坦 外傾 0 SK ，612

5 60 C 5 d l 楕　 円　 形 1．94×1．68 1．96×1．66 60 自然 平坦 直立 0 深鉢 SK ，613

5 6 1 C 5 C 5 円　　　 形 2．72×［2．46］ － 14 自然

人為

自然

自然

自然

自然

自然

平坦 外傾 0 深鉢 本跡一斗SK 5 28

S K 52 8

S K ．614

56 3 C 4 d 8 円　　　 形 1．08 2．62×2．40 132 平坦 フラスコ 0 SK 6 18

56 4 C 4 j9 円　　　 形 0．98 － 12 平坦 外傾 0 SK 6 20

56 5 C 4 jO 円　　　 形 1．54 － 30 平坦 外傾 3 SK 6 2 1

56 8 C 5 b 5 円　　　 形 2．38 － 17 平坦 外傾 4 SK．625

56 9 C 5 C 3 楕　 円　 形 2．00×［1．36］ 1．80×1．76 12 0 平坦 フラスコ 0 深鉢 本跡→SK 5 70 S K 6 26

57 0 C 5 d3 楕　 円　 形 2．00×1．58 － 40 平坦 外傾 1 ［本跡→SK 56 9 S K 6 27

57 1＿ C 5 b2 円　　　 形 1．36 1．48×1．44 6 8 自然

人為

自然

平坦 乃スコ 0 探鉢 SK 62 8

57 2 C 4 f5 円　　　 形 ［1．62］ 2．68×2．53 10 0 平坦 フラスコ 0
探鉢 ，鉢 ，磨製石斧 】

ミ

本跡一→SK 5 78，堀 1 S K 62 9

57 4 C 5 C2 不 整 円 形 2．14×2．06 － 50 平坦 外傾 1 深鉢 SK 6 31

57 5 C 5 C2 楕　 円　 形 1．32×0．98 2．72×2．35 10 8 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢，石皿　　　　　　 本跡→SK 57 6 S K 63 2

5 76 C 5 C2 楕　 円　 形 2．28×1．88 － 40 自然 平坦 外傾 1 探鉢　　　　　　　　　 SK 57 5，577→本跡 SK 63 3

5 77 C 5 cl 楕　 円　 形 1．60×［1．32］ 2．86×2．30 94 平坦 フラスコ 0 探鉢，鉢恩 打製石斧，磨製石斧　 本跡→SK 57 6 S K 63 4

5 78 C 4 f5 ［楕 円 形］ 2．90×［2．46］ － 32 自然 平坦 外傾 5 探鉢　　　　　　　　　 SK 57 2→本跡→堀 1 SK 63 5

5 82 C 5 eO 円　　　 形 1．86 － 90 人為 平坦 直立 0 深鉢　　　　　　　　　 本跡→SK 59 9，SD 5

探鉢，凹石，土器片錘　 SK 4 24

S K 64 0

5 85 B 5 j6 円　　　 形 0．86 － 88 自然 平坦 直立 0 SK 64 3

5 90 B 5 j l 楕　 円　 形 1．66×1．43 － 38 自然 平坦 外傾 2 SK 64 8

59 1 C 4 C8 ［楕 円 形］ 1．64×［L 34］ － 26 自然 平坦 外傾 5 SK ，6 12→本跡 SK 65 0

－　560　－



土　 坑

番　 号
位　 置 開口部平面形

規　　　　　　 模 i覆土

底面 壁面 ピット 出　 土　 遺　 物
重　 複　 関　 係

（旧→新 ）

発掘

番号筒口網面酢直か短径mj納 獅 棚 中 綿 cm ）

592 C 5 C 4 円　　　 形 1．94 i 2 4 自然
ヽ
平坦 外傾 0 SK 65 2

6 00 C 4 e 6 円　　　 形 1．92 巨 4 自然
l
平坦 直立 0 深鉢，鉢 SK 66 3

6 0 1 C 4 jO 楕　 円　 形 2．02×1．74
2・26×1・92 日 00 人為 平坦フラスコ 0 探鉢，凹石，石赦 本跡→ SK6 02 S K 6 65

60 2 C 4 jO 楕　 円　 形 2・30×1・87 ！ 40 自然
ヽ
平坦 直立 5 探鉢，浅鉢 SK＿60 1→本跡 SK 6 66

60 6 C 6 d l 円　　　 形 1．84 － 92 自然平坦 直立 0 探鉢 本跡→SI38 S K 6 70

60 8 C 5 d4 円　　　 形 1．24 1．64×1．62 82 目撃平坦 フラスコ 0 SK 67 2

6 09 C 5 a2 ［円　　 形］ － ［2．68×1．22］ 64 自然 平坦 フラスコ 0 堀1 S K 67 3

6 10 C 4 g 6 ［円　　 形］ ［2．16］ 2．40×［2．14］ 58 自然 平坦フラスコ 0 探鉢，浅鉢，磨製石斧 本跡→堀1，SD 9 SK 67 6

6 1 1 C 5 C9 楕　 円　 形 0．98×0．86 － 26 自然 平坦直立 0 探鉢，浅鉢，磨石 SK 6 77

6 12 C 4 C7 ［楕 円 形］ 1．70×［1．52］ 1．90×［1．72］ 54 自然 平坦 フラスコ 2 探鉢 本跡u→SK 5 9 1 S K 6 78

6 13 C 4 e6 楕　 円　 形 2．42×2．00 2．78×2．56 78 人為平坦 フラスコ 1 深鉢，石 匙 SK 6 29，本跡→堀1 SK A6 79

6 14 C 6 d l 楕　 円　 形 1．36×1．12 － 44 自然平坦 外傾 1 SK 6 80

6 15 C 4 e 7 ［円　　 形 ］ ［1．84］
－ 14 自然 平坦 外傾 0 SK 62 4 S K 68 1

6 16 B 5 i3 円　　　 形 1．00 2．24×2．08 114 自然 平坦フラスコ 0 探鉢 SI2 3，本跡→SI2 4 S K 68 2

6 17 C 5 a l＿ ［円　　 形］ ［1．32］ 2．62×［1．78］ 78 自然 平坦フラスコ 0 深鉢 本跡→SK 6 18 SK 6 84A

6 18 C 4 aO ［円　　 形］ 仕05］ － 78 自然 平坦 直立 0 探鉢 SK 6 17→本跡 SK 6 84 B

6 19 C 5 al 楕　 円　 形 1．78×1．24 － 68 自然平坦 外傾 0 SK 6 20，62 1 S K 6 85

620 C 4 a2 楕　 円　 形 1．90×1．30 ！ 76 自然 平坦 外傾 0 SK 62 1 S K 686A

6 2 1 C 4 a2 楕　 円　 形 ［1．90］×1．44 i 8 7 自然 平坦外傾 0 SK 62 0 S K 6868

6 22 C 4 f7 円　　　 形 1．82
2・80×2・64 ！ 80 自然 平坦フラスコ 0 深鉢，嚢 本跡→SD 9 S K 68 8

62 4 l 「∴4 27
l
［円　　 形］ 「つ石nl

L‘‾’）〉」　　 I

！ 40 1自然－、′十R
I ノ：二二l
外傾－1 ［ ぐげ∠1C　　　　　　　　　 l

Jけ＼U．こJ　　　　　　　　　　　　　　　　　lSK 6 90
62 4 I r∴4 27
1 〉　▲〉‘

i ［円　 形］l　 「つ石nl
l　 L‾’）〉」

】 ！　 40 憤 然惇 坦帆傾I l
⊥
［ Icリレ㍉亡へC

Jはゝ U．乙J
lsK 6 90

62 5 C 4 e7 円　　　 形 1．05 － 52 自然 平坦 外傾 0 SK ＿624 SK ＿69 1

62 9 C 4 e7 円　　　 形 仕 72］ － 28 不明平坦 外傾 0 SK 6 13 S K 6 96

6 30 C 4 h6 楕　 円　 形 1．42×1．14 1．58×1．26 7 4 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢 本跡→堀 1 SK 6 97

6 3 1 C 4 g 6 楕　 円　 形 1．12×0．96 2．12×2．00 6 6 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 ，浅鉢 SK 69 8

6 32 C 4 h 8 円　　　 形 2．30 － 34 自然 平坦外傾、 0 探鉢 SK 63 8→本跡 SK 69 9

6 33 C 4 和 楕　 円　 形 2．18×1．70 2．70×2．46 96 自然 平坦フラスコ 0 深鉢 本跡→SD 9 SK 70 1

63 4 C 4 h7 円　　　 形 1．56 － 14 自然
ヽ
平坦 外傾 0 SK 70 2

63 6 C 5 a3 不整楕 円形 2．06×1．30 － 36 自然平坦 外傾 0 SI45 SK 7 04

6 37 C 4 g O 楕　 円　 形 2．50×1．88 2．64×2．40 9 2 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 本跡→SD 9 S K 7 05

6 38 C 4 g 8 ［楕 円 形 ］ 2．58×［1．96］ － 35 自然 平坦 外傾 0 探鉢 本跡→SKv6 32 S K 7 06

6 39 B 5 j3 不 整楕円形 1．44×1．08 － 40 自然 平坦外傾 1 SK 70 8

64 0 C 5 b4 円　　　 形 1．10 － 66 自然 平坦外傾 0 SK 70 9

64 1 C 5 e l 楕　 円　 形 1．40×1．18 2．64×2．60 108 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢，壷，磨石，凹石 SK 7 10

64 2 C 5 fl 円　　　 形 2．04 2．44×2．32 68 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢，浅鉢，磨製石斧 SK 7 11

6 43 C 4 h 7 円　　　 形 2．56 2．62×2．48 4 8 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 SK 6 44 SK 7 12

6 44 C 4 h 7 円　　　 形 0．86 － 60 自然 平坦 外傾 0 SK 64 3 S K 7 13

64 5 C 4 h 6 円　　　 形 1．08 1．68×1．48 74 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢 ，浅鉢 SK 7 14

64 6 C 4 i6 楕　 円　 形 1．60×1．32 － 10 自然 平坦外傾 1 SK 7 15

64 7 C 4 j7 円　　　 形 2．50 － 20 自然 平坦直立 2 探鉢，浅鉢 SK 7 16

64 8 C 4 g7 円　　　 形 1．40 － 24 自然 平坦 外傾 0 SK 7 17

6 49 C 4 i7 円　　　 形 2．00 2．08×1．86 4 0 自然 平坦 フラスコ 1 探鉢 SK 7 18

6 50 C 4 i6 ［円　　 形 ］ － 2．18×［1．64］ 56 自然 l平坦 フラスコ 2 探鉢 本跡→堀 1 SK 7 19

6 5 1 C 5 C4 ［円　　 形］ ［0．98］
－ 64 自然 平ヽ坦外傾 0 SK 6 56 S K 7 20

65 2 C 4 f8 楕　 円　 形 1．34×1．08 － 32 自然 l平坦外傾 0 SK 7 28

65 6 C 5 C4 円　　　 形 仕 34］ － 56 自然 ＼平坦 外傾 0 SK 7 34
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土　 坑

番　 号
位　 置 開口部平面形

規　　　　　　 模
覆土底面 壁面 ピット 出　 土　 遺　 物

重　 複　 関　 係

（旧→ 新）

発掘

番号開碓醐碓摘伽 舶報酬醜痺紬 深さ（cm ）

658 C 4 f5 楕　 円　 形 1．62×1．26 1．52×1．42 34 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 ，磨製石斧 SK 7 37

6 59 C 4 d 7 円　　　 形 0．78 1．02×0．96 48 自然 平坦 フラスコ 2 SK＿738

66 2 C 5 i8 円　　　 形 1．20 － 15 自然 平坦 外傾 0 SK 6 55 S K 74 1

66 3 C 4 b 9 不 整 円 形 1．70×［1．60］ 2．10×［1．76］ 54 自然 平坦 フラスコ 1 SK 46 1 S K 74 2

66 4 C 4 d 9 ［円　　 形］ ［1．54］ 1．92×［1．70］ 70 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢 本跡→堀 1 SK 74 5

66 5 C 4 d 8 楕　 円　 形 1．42×1．26 － 23 自然 平坦 外傾 3 SK 74 7

66 6 C 4 C8 円　　　 形 1．36 － 26 自然 丸底 外傾 1 SK 74 9

66 7 C 4 d 9 楕　 円　 形 1．05×0．86 2．84×2．76 16 2 － 平坦 フラスコ 0
深鉢 ，襲 本跡→堀 1 SK 75 0

66 8 C 4 dO 円　　　 形 1．05 － 10 6 人為 平坦 外傾 0 SK 66 9，堀 1→本跡 SK 75 1A

66 9 C 4 dO ［円　　 形］ ［1．90］ － 35 自然 平坦 直立 0 探鉢，浅鉢，土器片 円盤 SK 66 8 S K 75 1B

67 0 C 4 f5 楕　 円　 形 0．68×0．48 － 10 平坦 外傾 0 深鉢 SK 75 2

67 2 C 5 b l ［楕 円 形］ 1．84×［1．70］ － 40 自然 平坦 外傾 1 深鉢 】本跡→SK 6 73，堀 1 S K 755A

67 3 C 5 b i＿ ［円　　 形］ ［0．64］ － 35 自然 丸底 外傾 0
きis K 67 2→本跡 SK 755B

67 4 C 5 b 3 ［円　　 形］ 圧06］ － 24 自然 平坦 外傾 0
Ei s K 57 0 S K 75 6

67 5 C 5 b2 楕　 円　 形 1．54×1．30 1．84×1．60 7 8 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢 ，土器片錘 本跡→SI5 1 S K 75 7

67 6 C 4 dO 楕　 円　 形 1．48×1．34 － 34 自然 平坦 直立 1 探鉢 ，浅鉢，鉢 SK 75 8

67 8 C 4 円 円　　　 形 1．68 2．14×2．04 6 8 自然 平坦 フラスコ 0 深鉢 本跡→SI4 7 S K 76 1

67 9 C 5 a3 楕　 円　 形 0．72×0．62 2．14×1．70 8 0 自然 平坦 フラスコ 0 探鉢，浅鉢 SK 63 6 S K 76 2

6 8 2 C 5 b2 ［楕 円 形］ 1．43×［1．20］ 1．68×［1．40］ 40 不明 平坦 フラスコ 0 堀1 S K 76 7

7 19 F 2 h5 楕　 円　 形 1．65×1．38 1．40×1．13 15 0 人為 平坦 闊状 0 深鉢，浅鉢 SK 3040

75 6 F 2 i5 円　　　 形 1．12 0．93 4 8 自然 平坦 円筒状 0 探鉢 SK，308 1

76 5 G 3 el 円　　　 形 1．15 1．04 4 5 自然 平坦 円筒状 0 石棒 SK 309 1

826 F 6 g9 円　　　 形 1．90 1．65 2 2 自然 平坦 外傾 3 石器 SK 5004

876 G 6 a5 楕　 円　 形 1．90×1．60 1．25×1．05 14 1 人為 平坦 円筒状 0 深鉢，土器片円盤 SK 5070

879 G 6 b l 円　　　 形 1．50 1．40×1．30 79 人為 平坦 円錮 0 探鉢，浅鉢 本跡－→SI12 7 S K 5074

（2）土坑墓

．

0　　　　　　　2m

l l　＿　＿＿＿＿＿】

第姻園　第1号土坑墓実測図

第瑠考量坑墓（第495・496図）

位置　調査1区の北西部，B3e7区。

規模と平面形　長径2。70m，短径1．75mの楕円形で，

深さは32cmである。

長径方向　N－830　－W

壁　外傾して緩やかに立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　8層に分層され，不規則な堆積状況やローム

ブロックを含んでいることから，人為堆積と考えら

れる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・鹿沼パミス小ブ

ロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量・ローム小ブロック少量，炭化粒子・

鹿沼パミス小ブロック微量
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4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小

ブロック中量，ローム粒子少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス

小ブロック少量

8　暗褐色　ローム粒子中量・ローム小ブロック少量，鹿沼パ

ミス小ブロック微量

遺物　完形である石製品1点が出土している。第

496図1は穿孔のある素翠の太珠で，西部の底面か

ら出土している。

所凰　時期は，出土石製品や周辺の遺構状況から

中期の土坑墓と考えられる。

第1号土坑墓出土遺物観察表（第496図）

「、

▲
葛
　
，

0　　　　　　5cm

ヒ二二二∃二二二ヨ

第爛図　第1号土坑墓出土遺物実測図

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

1 大　　 珠 11．1 4．0 2．8 20．0 翳　　　 翠 鰹節形。ほぼ中央部に1か所穿孔。 Q 39　 P L 44

土坑墓一覧表

土　 坑

番　 号
位　 置

長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　　　 模
壁面 底面覆土 主　 な　 遺　 物 重 複　関　係 発掘番号

長径×短径（m ）深さ（cm ）

1 B 3 e7 N －830－W 楕　 円　 形 2．70×1．75 32 外傾平坦 自然 大珠 SK 144

（3）　陥し穴

第瑠考陥♭究（第497図）

位置　調査1区南東部，C6e4区。

規模と平面形　長径上59m，短径0．90mの不整楕円

形で，深さは工50mである。

長径方向　N－380　－E

壁面　ほぼ直立する。短径方向の断面形は「U」字

状で，長径方向の断面形は袋状を呈している。

底面　平坦である。

覆土13層からなり，不規則な堆積状況を示してい

ることから人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子

微量

2m
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第爛図　第1号陥し穴実測図
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8　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム
中ブロック微量

9　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

10　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス粒子

微量

遣物　出土していない。

11暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・
鹿沼パミス粒子微量

12　暗褐色　ローム小ブロック少量
13　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

所凰　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われる。

「

「‾‾－‾－一一‾‾‾‾

十　　第2号陥し究（第498図）

位置　調査1区東部，C5C5区。

規模と平面形　長径2．29m，短径0．95mの不整楕円

形で，深さは1。45mである。

長径方向　N－740　－W

壁面　垂直に立ち上がる。短径方向の断面形は「U」

字状である。

底面　平坦である。

覆土11層からなり，不規則な堆積状況を示してい

ることから人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物・炭

化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒

子e炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ

ロック・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
7　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中

量，ローム大ブロック少量
8　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク微量
9　黒褐色　鹿沼パミス粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒

子0鹿沼パミス中ブロック微量
10　褐　色　ローム中ブロック・ローム4、ブロック・ローム粒子中量
11褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス中ブロッ

ク・鹿沼パミス小ブロック中量，鹿沼パミス小ブロッ
ク微量

2m　遺物　出土していない。
〕　　　「　　l　　‥　」

第姻図　第2号陥し穴実測図
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第鯛図　第3号陥し穴実測図

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と

思われる。

第3号陥し究（第499図）

位置　調査1区東部，C5C4区。

規模と平面形　長径工65m，短径0．80mの不整楕円

形で，深さは0。70mである。

長径方向　N－800　－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。短径方向の断面形は

「Ⅴ」字状である。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　3層からなり，不規則な堆積状況を示してい

ることから人為堆積である。
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土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　出土していない。

所凰　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われる。

第4考量境陥』究（第500図）

位置　調査3区南東部，G3e2区。

規模と平面形・長径2。59m，短径1。45mの不整楕円

形で，深さは0。86mである。

長径方向　N－830　－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。底面に近いほど長径方向と

平行に狭くなる。連木を立てたと考えられるピット

が1か所検出された。Plは長径35cm，短径28cmの

楕円形で，底面からの深さは49cmである。

穫量　7層からなり，レンズ状に堆積することから

自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック6炭化粒子
微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe焼土粒子
少量，炭化粒子・砂微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，砂少量，
焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・砂少量，
ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒
子。炭化粒子微量

遺物　出土していない。

ガ、　　l－

第鯛図　第4号陥し穴実測図

5　暗褐色　ローム太ブロック・ローム中ブロックeローム
粒子・砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　砂中量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ
ク・ローム粒子少量，炭化粒子微量

7　褐　　色　鹿沼パミス粒子中量，ローム小ブロック・ロー
ム粒子少量，炭化粒子微量

所凰　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われる。

第5考量坑陥』究（第501図）

位置　調査5区北東部，G7a5区。

規模と平面形　長径工95m，短径1。10mの不整楕円

形で，深さは0。93mである。

長径方向　N－10U　－W

壁面　垂直に立ち上がる。短径方向の断面形は「V」

字状である。

底面　平坦である。逆木を立てたと考えられるピット

が2か所検出された。Plは長径24cm，短径21cmの

楕円形で，底面からの深さは22cm，P2は径28cmの

円形で，底面からの深さは25cmである。

遺物　出土していない。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l＿　　　l　　　＿」

第報国　第5号陥し穴実測図

所農　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われる。
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第鯛図　第6号陥し穴実測図

第6号陥し究（第502図）

位置　調査5区北東部，F7el区。

重複関係　第104号住居跡に掘り込まれていること

から，本跡が古い。

規模と平面形　長径1。66m，短径0。97mの不整楕円

形で，深さは工98mである。

長径方向　N－580　－E

壁面　垂直に立ち上がる。短径方向の断面形は「U」

字状である。

底面　平坦である。

覆土　7層からなり，不規則な堆積状況を示してい

ることから人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小プロツ

ク微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック・鹿沼パミス粒子微量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

遣物　出土していない。

所凰　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われる。

陥し穴一覧表

位　 置 長径方向 平 面 形
規　　　 模

壁面 底面 覆土 ピッ ト 出　土 遺 物

重 複 関 係

（旧→新 ）長径×短径（m ）深さ（cm ）

C 6 e4 N －j8 J－E 不整楕円形 1．59×0．90 1．50 直立 平坦 人為

C 5 C5 N －74 0－W 不 整楕円形 2．29×0．95 1．45 直立 平坦 人為

［C 5 C4 N －80 0－E 不 整楕 円形 1．65×0．80 0．70 直立 平坦 人為

G 3 e2 N －83 0－E 不整楕 円形 2．59×1．45 0．86 外傾 平坦 自然
】底面に1

lI G 7 a5 N －10 0－W 不整楕 円形 1．95×1．10 0．93 直立 平坦 － 底面に2

不整楕 円形 1．66×0．97 1．98
直可 平可 人為

可
（4）その他の土坑

縄文時代と考えられる土坑の中で，フラスコ状土坑，土坑墓，陥し穴以外のものをその他の土坑とし，一覧

表として掲載した。

その他の土坑一覧表

土坑

番号
位 置

長径 方 向

（長軸 方 向）
平　 面　 形

規　　　　　　　　 模 】壁面

底面 覆土 主　 な　 遺　 物

重　 複　 関　 係

（旧→新 ）
発掘番号

長 径 × 短 径 （m ） 深さ（cm ）

7 B 5d O N －400－E 不 整 楕 円形 ［2．50］×1．60 36 緩斜 平坦 自然 探鉢 SK 7

12 A 5 j7 N －340－E ［不整 円形］ ［1．73］×1．60 7（） 外傾 丸底 人為 探鉢 SK 13

16 A 5e 9 N －600…E 不　 定　 形 1．75×1．17 35 緩斜 丸底 自然 SK 19

17 A 5 f7 N －43。一E 不　 定　 形 135×1．10 55 外傾 丸底 自然 SK 20
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土坑

番号
位 置

長 径 方 向

（長 軸 方 向 ）
平　 面　 形

規　　　　　　　　 模 ！壁面

底面 覆土 主　 な　 遺　 物
重　 複　 関　 係

（旧→ 新）
発掘番号

長 径 ×短 径 （m ） 深さ（cm ）

18 A 5 f7 － 円　　　　 形 0．90 14 緩斜 平坦 自然 探鉢 SK 2 1

19 A 5 f7 N －26 0－E 不 整 楕 円形 1．32×0．60 2 3 緩斜 凹凸 人為 SK 22

27 B 4 a 6 N －42 0－W 不　 定　 形 1．74×1．47 2 5 外傾 平坦 人為 屋外炉 SK 30

33 A 4 i6 N －42 0－W 不 整 楕 円 形 1．95×1．65 7 2 緩斜 平坦 自然 SK 36

4 4 B 4 b 3 N －6 7。－E ［楕 円 形 ］ 2．00×（1．30） 65 緩斜 平坦 自然 SK 7 5 SK 4 8

4 7 B 4 C 3 N …360－W ［楕 円 形 ］ 1．52×（0．95） 35 外傾 平坦 自然 SK 5 1，78 SK 52

4 8 恒 gl
N －47 0－E 楕　 円　 形 1．72×0．86 54 外傾 平坦 自然 SK 5 3

54 B 4 C2 － 円　　　　 形 2．80 6 4 外傾 平坦 自然 SK 5 9

55 B 5g 2 － 円　　　　 形 0．82 12 外傾 平坦 自然 SK （）0

56
B 5 g 3 i 円　　　　 形 1．10 2 8 外傾 平坦 自然 SK 6 1

57 B 5 g 4 － 円　　　　 形 1．33 3 3 外傾 平坦 自然 SK 62

58 B 5 h l N －21 0－W 楕　 円　 形 ［1．47］×1．23 3 3 外傾 平坦 自然 SK lOO S K 63

5 9 B 5 g 3 － 円　　　　 形 0．65 60 外傾 丸底 自然 SK 64

6 2 恒 C6
N －40 0－W 楕　 円　 形 1．04×0．80 47 外傾 凹凸 人為 SK 6 7

6 7 恒 g3 N …7 5 0－E 不 整 楕 円形 0．68×0．36 96 外傾 自然 平坦 SK 7 2

70 B 4d 2 N －70 0－W 楕　 円　 形 1．40×0．86 33 外傾 平坦 自然 SK 7 7

72 B 4 d 3 N －33。－W 不 整 楕 円形 1．85×1．52 2 8 外傾 平坦 自然 SK 7 9

73 B 4 e 2 － 円　　　　 形 0．50 7（） 外傾 凹凸 人為 探鉢 SK 80

74 B 4 a 2 N －55 0－W 楕　 円　 形 1．40×0．85 16 緩斜 平坦 自然 SI2 S K 8 1

78 B 4 C4 N …30 0…E ［楕 円 形 ］ ［1．80×0．65］ 45 不明 平坦 不明 SK 4 3，51，10 9 S K 84

8 1 1（．＿　＿l
B 4 b 5
、▼　《－。 TT，i
N －35　－W

．ふ　 ト¶　　 廿′1
不買　　 H　　 プ杉

2．60×2．25　 1 62 1 ，日．すl
外傾
一，H I
平坦
自然 I 】 】

SK 6 0，89 S K 878 1 l　T、　　一　＿　　＿8 4b 5 l　－t　T　　　　。＿、　＿．．0　　　・▼TTN －35　－W l　　rJ・．．＿　　　　　　　トtT－▼　　　　　　・Trh′不買　　 H　　 プ杉 ’　　 2．60×2．25 －　 62 潮 境i平坦 i自然 l l S K 6 0，89 I S K 87

8 2 B 4 d3 － 円　　　　 形 0．90 30 外傾 平坦 自然
i
SK 6 9，19 6 S K 90

8 3 B 4 e l N …10 0…E 不 整楕 円形 2．20×1．33 25 外傾 平坦 人為 SK 9 1

84 B 4 f2 N －8 0－W 不整 楕 円形 1．75×1．15 24 外傾 平坦 自然 SK 9 2

85 B 3 fO N －20 0－E 不 整 楕 円形 1．86×1．53 2 6 外傾 平坦 不明 SK 4 3，51，109 S K 9 3

86 B 4 h l N －40 0…W 不 整 楕 円形 1．28×0．75 2 0 外傾 平坦 自然 SK 94

88 B 4 d l N －4 0 0－E 不 整 楕 円 形 1．00×0．70 3 4 外傾 凹凸 人為 SK 96

9 0 B 4 C 5 N －5 0－E 不 整 楕 円 形 1．66×1．35 7 外傾 平坦 自然 SK 69，196 S K 98

9 2 B 4 g4 N －250－W 不 整 楕 円 形 2．16×1．45 27 外傾 凹凸 人為 SK lO O

9 3 B 3 f9 N －40 0－W 不 整 楕 円 形 2．34×1．75 77 外傾 平坦 自然 SK lO l

94 B 4 d 6 － 円　　　　 形 1．60 36 外傾 平坦 自然 SK lO2

97 B 4 e 8 N －18 0－E 楕　 円　 形 1．02×0．54 13 外傾 平坦 不明 本跡→SK 4 9 SK lO5

98 B 3 b 9 N －75 0－E 不 整 楕 円形 2．28×1．59 4 5 外傾 平坦 人為 SK lO6

10 1 B 4 b 3 N －70 0－W 不 整 楕 円形 0．85×（0．45） 38 外傾 丸底 人為 SK lO9

10 5 B 4 C 5 － 円　　　　 形 1．18 5 0 外傾 平坦 人為 SK lO 6，119 S K l13

106 B 4 e4 N －18 0－E 楕　 円　 形 2．22×1．88 5 8 外傾 平坦 自然 SK 77，10 5，119 S K l14

1 10 B 3 aO N －50 0－E 不 整 楕 円 形 1．05×0．88 18 緩斜 丸底 自然 SK l18

11 1 B 3 a9 N －50 0－W 不 整 楕 円形 1．16×0．84 9 緩斜 丸底 人為 SK＿119

1 13 B 4e 5 N －37 0－E 不 整楕 円形 2．62×（0．85） 42 外傾 平坦 人為 SK 12 1 S K 12 1

1 15 B 4 e 5 N － 7 0－E 不整 楕 円形 2．35×1．95 54 外傾 平坦 人為 SK 12 3

1 16 B 3 b 7 N －18 0－W 不 整 楕 円形 1．58×1．36 13 緩斜 丸底 自然 SK 124

1 17 B 3 d 5 － 円　　　　 形 1．57 2 0 外傾 平坦 人為 SK 125

1 18 B 3 C 7 N －37 0－E ［楕 円 形 ］ ［1．43×1．26］ 33 外傾 平坦 自然 SK 126

119 B 4 C4 N －20 0－W ［楕 円 形 ］ ［2．25］×1．85 4 7 外傾 平坦 自然 SK lO 6 S K 127

122 B 4g 6 N －70 0－W 楕　 円　 形 1．65×1．30 25 外傾 平坦 自然 SK 12 3 S K 130

123 B 4 f6 N －55 。－E ［楕 円 形 ］ ［2．90×2．35］ 44
外傾 序 坦

自然 SK 124，131 S K 131
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土坑

番号
位 置

長 径 方 向

（長軸 方 向）
平　 面　 形

規　　　　　　　　 模 唇

底面 覆土 主　 な　 遺　 物
重　 複　 関　 係

（旧→新）
発掘番号

長 径 × 短 径 （m ）深さ（cm ）

12 4 B 4 g 7 N － 5 0－E 楕　 円　 形 2．35×2．18 3 7 外傾 平坦 自然 SK ：123，19 9 S K 13 2

12 6 B 4 g 7 N －10 0－E 楕　 円　 形 1．35×0．15 不 明 外傾 平坦 自然 SK 134
［

12 7 B 3 b 8 N －70。－W 不 整 楕 円形 2．83×2．05 16 緩斜 丸底 人為 SK 135
1

12 8 B 4 b 2 N －60 0－W ［不整楕円形］ （1．66）×1．65 40 外傾 平坦 自然 SK l二30 S K 136

12 9 B 4 b 2 － 円　　　　 形 2．70 不 明 外傾 平坦 自然 SI2 S K l37

13 0 B 4 b 3 － 円　　　　 形 2．05 36 外傾 平坦 自然 SK 12 8，SI2 S K 138

13 3 B 3 d 8 N －4 0…W 楕　 円　 形 2．15×1．30 18 外傾 平坦 自然 SK A142

134 B 3 C6 N 二賂㌧ W ［楕 円 形 ］ 仕 55］×1．31 38 外傾 平坦 人為 SK l 18 S K 143

13 5 B 3 f6 N …8 0－W 不 整 楕 円 形 3．12×2．55 25 緩斜 丸底 自然 SK＿145

136 B 3 d7 N －5 0－W 楕　 円　 形 1．76×1．15 2 2 緩斜 丸底 自然 SK 14 6

137 B 3d O
l

N －30 0－W 不 整楕 円形 1．70×1．47 2 0 緩斜 丸底 自然 SK 1 50
l

1二38 B 3 eO N －38 0－E 楕　 円　 形 1．93×1．47 ′18 外傾 凹凸 自然 SK 1 51

140 B 4 g 8 N －35 0…W 楕　 円　 形 1．82×1．32 4 8 外傾 凹凸 自然 ［SK 14，28
［

SK 15 3

14 2 B 4 i5 N …50。－W 不 整楕 円形 1．68×0．88 8 7 外傾 平坦 人為
l局 K 拍8 S K 15 6

14 7 B 4 h 7 N －36 0－W 楕　 円　 形 1．85×1．25 4 8 外傾 平坦 人為
i
本跡→SI7 S K 16 1

14 9 B 4 g 4 － 円　　　　 形 2．73 6 4 外傾 平坦 自然 SK 3 56 S K 164

15 2 B 4 i7 N －45 0－W 楕　 円　 形 2．22×1．68 4 8 外傾 平坦 自然 SK i50，15 1，153 SK 16 8

15 4 B 4j 7 N …27 0－E 楕　 円　 形 1．77×1．45 22 外傾 平坦 人為 銚昔狛→本跡 SK 170

15 6 B 4 h 7 N －55 0…W 楕　 円　 形 2．62×［2．12］ 27 外傾 平坦 l 自然 SK A167 SK 172

15 9 B 4 i4 － 円　　　　 形 1．02 23 外傾 凹凸 人為

l
SK 14 1，14 8 SK l．75

16 1 B 4 d 8 － 円　　　　 形 1．84 39 外傾 平坦
l　　　　　　　　　　　　　E自然・ l

SK 177

16 7 B 4 h7 N －32 0－W 楕　 円　 形 2．34×（2．12） 36 外傾 平坦 自然 SK 156，164 S K 183

16 8 B 4 j5 N －55 0－W 楕　 円　 形 2．14×1．95 53 外傾 平坦 自然 SK 14 8 S K－184・

169 C 4 b6 － 円　　　　 形 1．44 54 外傾 平坦
自然 ［

ll
S K 177，189，30 8 S K 185

170 B 4 f5 N －5 0…W 楕　 円　 形 2．40×［2．10］ 34 外傾 平坦 自然 j
sK 17 6　 ［

SK 34 2

S K 186

17 1 C 4 a4 N －35 0－W 楕　 円　 形 2．48×1．85 4 0 外傾 平坦
；ヲ自然 ［ SK l87

174 B 4 i2 N －20 0…W 楕　 円　 形 2．62×2．20 8 4 外傾 平坦
吋

SK′19 0

175 B 4 j6 N － 6 0－－E 不 整楕 円形 2．48×1．80 2 8 外傾 平坦
自然 】

SK 19 1

176 B 4 f5 N －40 0－W 楕　 円　 形 2．15×［1．82］ 42 外傾 平坦
自然 】

SK 170，19 8，239

！

sK 186　 ！

i

i

ii

i

s K・653　 ［

SK 19 2

179 B 4 d 5 － 円　　　　 形 1．90 5 2 外傾 凹凸
叫

SK 19 5

180 B 4 e 5

N …40 0－可

円　　　　 形 1．82 3 8 外傾 平坦
自可

SK 19 6

182 B 4 C 4 円　　　　 形 1．46 40 外傾 凹凸
自然 i

SK＿19 8

1 83 B 4 f8 楕　 円　 形 0．80×0．46 2 8 緩斜 平坦
吋

SK 19 9

18 4 B 3 i8 N －4 0－E 不 整 楕 円 形 （3．55）×2．10 34 外傾 平坦
人為 i

SK 200

18 5 B 3 g 7 － 円　　　　 形 2．75 38 外傾 平坦
吋

SK 20 1

19 0 B 3 e 8 N －7 0－E 楕　 円　 形 2．63×（1．40） 30 緩斜 平坦
人可

SK 20 7

19 1 C 4 C6 N －6 0 0－E 不 整 楕 円 形 （1．45×0．95） 33 外傾 平坦
橘 i

SK 18 7，188，21 1 SK 20 8

19 3 C 4 a3 － 円　　　　 形 2．10 53 外傾 平坦
人可

SK 19 2

S K 19 6

S K 2 10

194 A 5 h l － 円　　　　 形 1．00 38 外傾 平坦
吋

SK ＿212

19 5 B 4 e4 N －3 0－E 楕　 円　 形 ［2．50］×2．10 30 外傾 平坦
吋

SK 2 13

196 B 4 e4 － 円　　　　 形 2．10 4 5 外傾 平坦 吋 SK 19 5

i

s K 17 6，185 ［

SK 2 14

197 B 3 e8 － 円　　　　 形 1．37 4 0 外傾 凹凸
人可

SK 2 15

198 B 4 f4 N －63 0－E 不 整楕 円形 2．63×（0．84） 28 外傾 平坦
吋

SK＿216

19 9 B 4 g 7 － 円　　　　 形 0．95 2 4 外傾 平坦
吋 sK 12 4，18 1 i

i

i

S K 2 17

20 1 B 3 e 9 N …53 0－W 楕　 円　 形 1．14×0．92 2 5 外傾 平坦
自然 i

SK 2 19

20 2 B 4 f2 － 円　　　　 形 1．32 2 0 外傾 平坦
吋

SK 2 20
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土坑

番号
位 置

長 径 方 向

（長 軸 方 向 ）
平　 面　 形

規　　　　　　　　 模 唇

底 面 覆土 主　 な　 遺　 物

重 。誓→芸）係 ！ 発掘番号

長 径 × 短 径 （m 中 細 cm ）

20 3 B 3 e9 N －2 6 0－E 楕　 円　 形 1．96×1．50 30 外傾 平坦 自然 SK 22 1

2 06 B 4 j4 － 円　　　　 形 2．15 85 外傾 平坦 人為 SK204，205，207，208 S K 22 4

2 07 B 4 j4 N －50 0－E 楕　 円　 形 1．47×1．18 37 外傾 平坦 人為 SK 20 6，20 8 S K 22 5

20 8 B 4 j4 N －45 0－E 楕　 円　 形 2．57×2．20 7 0 直立 平坦 人為 SK204，206，207，357 S K 22 6

20 9 B 4 g 3 N －58 0－E 不 整 楕 円 形 2．12×0．90 6 4 外傾 平坦
自然 ！

SK 172 SK 2 27

2 10 B 3 e 8 N －28 0－E 楕　 円　 形 1．67×1．16 3 7 外傾 平坦 人為 SK 2 28

2 11 C 4 C 6 N －10 0－E （楕 円 形 ） （0．98×0．50） 60 外傾 平坦 自然 SK 2 29

2 12 C 4 b 3 － 円　　　　 形 2．39 30 外傾 平坦 自然 SK 2 13，262 S K 2 30

2 14 B 4 i5 N －25 0－E 楕　 円　 形 2．18×（0．76） 25 外傾 平坦 自然 SK 2 12，256，26 2 S K 2 32

2 15 B 3 jO N －25 0－W 楕　 円　 形 2．07×1．65 4 0 外傾 平坦 自然 SK 23 7 S K 23 3

2 16 C 4 a l N －80 0－W 楕　 円　 形 2．20×1．30 36 外傾 平坦 自然 SK 2 17 S K 23 4

2 17 C 4a l N －5 0－W 不 整 楕 円 形 2．68×2．05 15 外傾 平坦 人為 SK 2 16 S K 23 5

22 0 B 4 b 8 － 円　　　　 形 1．90 3 8 外傾 平坦 人為 SK 2 38

224 B 4 g 5 N －44 0－W 不 整 楕 円形 3．10×2．45 3 8 外傾 平坦 自然 SK 3 53，354 S K 2 42

22 5 B 4 j7 N －50 0－W 不 整 楕 円形 2．55×2．08 30 外傾 平坦 自然 SK 146，SIll S K 2 43

2 26 C 4 C2 N －45 0－E 楕　 円　 形 1．35×0．93 12 外傾 平坦 人為 SK 24 4

2 30
1
C 4d 2 N －30 0－W 楕　 円　 形 2．67×（2．30） 60 外傾 平坦 自然 SK 23 1，24 1，28 9 S K 24 9

2 3 1 C 4d 2 ［N －650－W ］ ［楕 円 形 ］ ［2．25］×（0．95） 60 外傾 平坦 人為 SK 2230，241，289 S K 25 0

2 33 B 5 a 4 N －42 0…W 楕　 円　 形 2．30×1．55 5 5 外傾 平坦 自然 SK 4 S K 25 3

23 4 A 4 j4 － 円　　　　 形 1．88 4 4
外可 翔 恒

SK 2 3 5，24 9 SK 25 5

23 5 ！A 4j4 i 】円　　 形 】 1．53　 i 4 5 i外傾－平坦 1自然 ！ l I
S K 2 34　　　 l sK 2 5623 5 A 4j4 － 円　　　　 形 1．53 4 5 外傾 平坦 自然 SK 2 34　　　　　　 SK 2 56

2 3 7 B 3 jO － 円　　　　 形 ［1．80］ 32 緩斜 丸底 自然 sK 2 15　 i sK 2 58

2 40 B 4 f4 － 円　　　　 形 2．30 6 1 外傾 平坦 自然 SK 2 39，355，371 S K 2 6 1

24 3 C 4d 3 － 円　　　　 形 2．50 4 2 外傾 平坦 自然 SK244，267，288，312 S K 26 4

24 4 C 4 C3 － 円　　　　 形 ［2．22］ 34 外傾 平坦 自然 SK 24 3，245，26 6 S K 26 5

24 5 C 4 b 3 － 円　　　　 形 2．10 5 9 直立 平坦 人為 SK 24 4，26 6 S K 26 6

24 6 B 4 i6 N …60 0－W 楕　 円　 形 五40］×1．20 18 外傾 平坦 人為 SK 24 7 S K 26 7

24 7 B 4 i6 － 不　 定　 形 2．04×1．80 3 5 外傾 平坦 人為 SK 2 46，24 8 S K 26 8

2 4 8 B 4 i6 N －69 0一一W 楕　 円　 形 1．45×0．90 32 外傾 平坦 自然 SK 2 47 SK 269

2 52 B 4h 8 － 円　　　　 形 1．90 70 外傾 平坦 人為 SK 2 5 1，25 7 S K 2 74

2 53 B 4 e4 N －28 0－E 楕　 円　 形 2．35×2．12 50 外傾 平坦 人為 SK 196 S K 2 75

25 4 C 4 b l － 円　　　　 形 1．10 30 外傾 平坦 人為 SK 2 76

25 5 B 4 g 9 N －40 0－W 楕　 円　 形 1．96×1．56 34 外傾 平坦 人為 SK 27 7

25 9 C 4 C 4 － 円　　　　 形 2．17 3 8 外傾 平坦 自然 SK 265，274，28 8 S K 28 1

2 6 1 C 4 e2 － 円　　　　 形 1．95 3 0 外傾 平坦 自然 SK 260，26 3 S K 28 3

2 62 C 4 b4 N …470m…W 楕　 円　 形 2．25×2．00 42 外傾 平坦 自然 SK 2 12，213 S K 284

2 63 C 4 e2 N －7 0－E 楕　 円　 形 （1．20×1．03） 65 外傾 平坦 自然 SK 2 6 1 SK 28 5

2 65 C 4d 4 N －26 0－E 不 整楕 円形 2．45×（1．85） 33 外傾 平坦 人為 SK 2 59，28 8，299 SK 287

2 66 C 4 b 2 － 円　　　　 形 1．85 4 3 外傾 平坦 人為 SK 24 4，245 S K 2 88

26 8 C 4 f2 N －48 0－W 楕　 円　 形 2．21×（1．00） 30 外傾 平坦 自然 SK 26 9 S K 2 90

27 1 A 4j 3 N －50 0－E 楕　 円　 形 1．52×（0．66） 50 外傾 平坦 自然 SK lO 2 S K 29 3

274 B 4 a4 N －2 8 0－E 不 整 楕 円 形 1．75×1．28 2 3 外傾 平坦 自然 SK 29 6

2 7 5 B 4 a5 － 円　　　　 形 0．65 3 7 外傾 平坦 自然 SK 29 7

2 76 A 4 j3 N －8 3 0－E 不 整 楕 円形 1．98×1．68 1 3 外傾 平坦 人為 SK 29 8

2 77 B 4 a 3 － 円　　　　 形 0．95 4 1 外傾 平坦 自然 SK 2 7 8 SK 299

2 8 1 B 4 b 6 － 円　　　　 形 1．62 17 外傾 平坦 自然 SK 3 4，22 1 SK 304
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土坑

番号
位 置

長 径 方 向

（長 軸 方 向 ）
平　 面　 形

規　　　　　　　　 模 唇

底面 覆土 主　 な　 遺　 物
重　 複　 関　 係

（旧→新）
発掘番号

長 径 × 短 径 （m ） 深さ（cm ）

28 3 B 4 a8 － 円　　　　 形 2．04 35 外傾 平坦 人為 SK 30 6

2 84 B 4b 6 － 円　　　　 形 1．55 30 外傾 平坦 自然 SK 30 7

2 85 B 4 j5 N －45 0－E 楕　 円　 形 2．40×（0．72） 45 外傾 平坦 人為 SK 20 5，30 1
l

S K 30 8

2 86 B 4 j5 N －62 0－E 不 整楕 円形 1．82×1．52 4 7 外傾 平坦 人為
l】sK 287，30 6 S K 30 9

2 88 C 4d 4 －
円　　　　 形 2．83 4 0 外傾 平坦 自然 SK 2 4 3，29 9 SK 3 11

2 89 C 4d 2 ［N －10 0－E ］ 不 整 楕 円形 2．52×［1．98］ 60 外傾 平坦 不明 SK230，231，297，314 SK 3 12

29 1 B 4 a 5 － 円　　　　 形 1．10 3 5 外傾 平坦 自然 SK 3 14

29 4 C 4 f3 N －30 0－W 楕　 円　 形 1．91×［1．35］ 34 外傾 平坦 自然 SK 2 93，30 0 SK 3 17

29 6 B 4 i8 N －8 0－ E 楕　 円　 形 1．43×1．09 5 3 外傾 平坦 自然 SK 3 19

29 8 B 4 g 7 N －40 0－W 楕　 円　 形 1．42×0．97 2 3 外傾 平坦 自然 SK 322

29 9 C 4 d 4 －
不 整 楕 円 形 1．36×1．07

［
33 緩斜 平坦 人為 SK 2 65，28 8 SK 3 23

30 1 C 4 a 5 － 円　　　　 形 2．00 40 外傾 平坦 人為 SK 2 85 S K 3 25

30 4 B 4 g 6 N －5 0－W 楕　 円　 形 1．60×（0．92） 25 外傾 平坦 人為
l

SK 3 15，363，364 S K 3 29

30 6 B 4 i5 ［N －550－E ］ 楕　 円　 形 1．50×（0．60） 40 外傾 平坦
自粛

；
SK 2 86，287 S Kノ33 1

30 7 C 4 f3 N －4 2 0－E 楕　 円　 形 1．20×（1．．05） 55 外傾 平坦 自然 ［ SK 26 9 S K 3 32

3 10 C 4 a6 N －8 0－W 楕　 円　 形 1．92×［1．70］ 25 外傾 平坦 自然 SKj ll S K 3 36

31 1 C 4 a6 － 円　　　　 形 1．57 4 5 直立 平坦 自然 SK 3 10，342，37 5 S K 3 37

31 3 C 4 C4 N －46 0…W 不 整楕 円形 1．76×1．40 30 外傾 平坦 人為 SK 25 8 S K 3 39

31 7 C 4 e2 N －57 0－E 楕　 円　 形 1．78×（0．44） 32 外傾 平坦 自然 SK 26 9 S K 34 2

319 B 4 f6 － 円　　　　 形 1．85 5 0 外傾 平坦 自然 SK 30 3 S K 34 4

3 20 C 4 a8 N －46 0－E 不 整楕 円形 2．76×2．50 3 5 外傾 凹凸 人為 SK321，322，323，352 S K 34 5

3 23 C 4 a8 －
円　　　　 形 1．40 4 2 外傾 平坦 人為 SK 320，32 2 S K 34 8

3 24 B 4 i9 － 円　　　　 形 1．06 2 5 外傾 平坦 自然 SI13，15 S K 34 9

3 28 C 4 f3 N －9 0－ E 不 整 楕 円形 1．62×1．33 19 外傾 平坦 自然 SK 35 3

3 3 1 B 4 h 9 － 円　　　　 形 1．51 7（） 直立 平坦 自然 SK ．332 S K．356

3 32 B 4 h 9 ［円　　 形 ］ Ll．11］ 36 外傾 凹凸 人為 SK 3 3 1，33 3 SK 35 7

3 33 B 4 h 9 ［円　　 形 ］ ［1．24］ 35 外傾 凹凸 人為 SK ＿257，33 2 SK 35 8

34 2 C 4 a 6 円　　　　 形 0．82 2 3 外傾 平坦 人為 i
SK 175，310，31 1 SK 368

34 7 B 4 gO － 円　　　　 形 1．72 34 直立 平坦 人為 SK 2 50，370

S K 8

SK 375

34 8 C 4 g4 N －71 0－E 不 整 楕 円 形 1．49×1．23 35 直立 平坦 自然 SK 376

34 9 C 4 g4 － 円　　　　 形 1．51 34 外傾 平坦 自然 SK 3 77

35 0 B 4 iO － 円　　　　 形 1．30 39 外傾 平坦 自然 SK 3 78

35 1 B 4 d9 N －5 5 0－E 楕　 円　 形 2．38×1．96 58 外傾 平坦 人為 SK 3 79

69 6 G 3 a l N …69 0－W 楕　 円　 形 2．10×1．85 65 外傾 平坦 自然 SK 7 18

！

i

i

S K▼30 17

6 9 8 F 2 jO N －40 0－W 楕　 円　 形 1．63×1．45 28 緩斜 平坦 人為 SK 3 0 19

702 F 2 j7 － 円　　　　 形 2．45 70 外傾 平坦 自然 SK 3 02 3

7 06 F 2 eO － 円　　　　 形 1．75 83 直立 平坦 自然 SK 30 2 7

7 20 F 2 h 4 N －32 0－W 楕　 円　 形 2．10×1．90 4 5 外傾 平坦 自然 SK 30 4 1

7 2 1 F 2 g 4 －
円　　　 形 2．00 33 外傾 平坦 自然 SK 30 42

7 24 F 2 e l － 円　　　　 形 1．50 6 2 外傾 平坦 自然 SK 30 45

7 26 F 2 g 6 N －20－W 不 整 楕 円形 2．35×1．73 5 0 緩斜 平坦 人為 SK 30 47

7 28 F 2 h 9 N －50 0－W 不 整 楕 円形 2．60×1．98 6 0 緩斜 丸底 自然 SK 30 49

7 3 1 F 2 i9 N －23 0－W 楕　 円　 形 1．90×1．20 4 7 緩斜 丸底 人為 SK 30 52

7 32 F 2 ij －
円　　　　 形 1．52 5 5 緩斜 平坦 人為 SK 30 53

7 34 F 2 i9 －
円　　　　 形 1．87 20 緩斜 丸底 人為 SK 30 55

73 8 F 2 i8 － 円　　　　 形 1．40 100 直立 平坦 自然 SK 30 59
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土坑

番号
位 置

。霊 叫 平 面 形 長芸 × 短 針 m ）蒜 庫 面

覆土 主　 な　 遺　 物
重　 複　 関　 係

（旧→新）

‡

発掘番号

739 F 2 g 7 － 円　　　　 形 1・淵　 i 52　 舶
平坦
人為 i

SI7 4 S K 3 06 0

75 0 F 2 e4 N －45 0－W 楕　 円　 形
107 0×ユ04 5　 日 6

丸底 人為 i SK 30 7 6

76 3 F 2 jO － 円　　　　 形 1・30　　 日　 恒 平坦 自然 SI7 7 S K 30 8 8

8 17 G 3 b9 － 円　　　　 形 1．68 80 緩斜 平坦
人為 ！

SK．40 57

8 27 F 6g 7 N …45 0－W
楕　 円　 形 i l・35×1・08

4 2 外傾 平坦 自然 SK 84 1 S K 50 05

8 29 F （う亡8 －
円　 形 i l調　 i 5 5 外可 鞘

自然 SK 5 00 7

8 34 F 6 h 8 － 円　　　　 形 L 74 8 外傾
平坦 恒

SK 5 0 12

83 5 F 6 e 8
胱 酔 可 不 定 形

（1。04）×0．95 44 ！外傾 丸底 自然 SK 8 29 S K＿50 13

83 6 G 7j4 － 円　　　　 形 ユ．50 46 緩斜
平坦 巨 為

SK 8 37 S K＿50 14

8二違7 G 7招 N 一二十一W 楕　 円　 形 2．56×2．17 4 9 緩斜 平坦
人可

SK＿83 6 S K 50 15

8 4 j F 6 g7 － ［円　　 形］ 圧 り0＼1．87」 17
恒
平坦 人為 SK名27，SI106 S K 50 2 1

8 78 G 6b 4 … ［円　　 形］ ［0。87］　 声 4
外傾 平坦 自然 SK 50 72

8 8 1 G 6g 7 － 円　　　　 形
1654　　 日 9

外傾 平坦 自然 SB 4 SK 507 6

88 3 G 6e 4
桓　 形 1せ40　　 日 0 緩斜 平坦 l人為 SH 24，P76 S K 5 07 8

88 4 G 5 aO N …78 0－E
楕　 円　 形 i l・69×招 2

7 7 緩斜 平坦 人為 SI127 S K 5 07 9

88 8 G 5 bO
腑 離 す 不 定 形

圧 49×0。55］ H O 直立 平坦 自然 SK 50 8 5

りOj G 5C O N 二∬ ㌧虻 不　 定　 形 1．27×0．64 72 緩斜 平坦 人為 Sり2 S K 5 10 1

9 04 G 5紹 N －45 。…E 楕　 円　 形 上は×0．79
声 2

外傾 丸底
自然 i

SK ＿913、 SK 5 104

鋸3 G 5 f4 N －5 10－E 楕　 円　 形 L 14×0．83 1り 緩斜 丸底 人為 SK 9 04 S K 5日7

9 38 G 5 i4 － 円　　　　 形 1．58 5 8 外傾 平坦 自然 P70 SK 51 79

4　遺物包含層

第瑠考遺物包含腰（第503～515図）

位置　調査「区の北東部，A5区に位置する。

確認状況　本跡は埋没谷に堆積している遺物包含層である。大部分は調査区域外にあり，南部だけを確認する。

本跡の南側にある台地上面には，縄文時代中期の遺構が集中して分布している。

重複関係　第1号井戸に掘り込まれていることから本跡が古く，第79号土坑の上面に堆積していることから本

跡が新しい。

規模　確認できた堆積範囲は，東西44m，南北24mに及んでいる。地表面から基底面までの厚さは1。90mで，

包含層の厚さは工祁mである。

調査経過　埋没谷は地形から東に開口することが推定できることから，東西方向の土層観察を調査区域の境で

行い，それに直交するように南北方向の土層観察用のベルト5本を設定して調査を開始した。大形の遺物につ

いては原位置を記録することに努めた。遺物包含層が堆積していた埋没谷については，基底面において地形測

量図を作成した。

羞腰　第1層は表土で，遺物包含層は第2層から第11層までの10層に分層される。埋没谷の最深部に堆積して

いるのほ第8層で，第9～11層は本跡の東部に堆積している。

土層解説

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量，第2層より粘性がある。

4　黒　色　ローム粒子微量

5　黒褐色　炭化粒子微量

6　黒褐色　焼土粒子微量

－　571－

7　黒褐色　炭化物・炭化粒子微量

8　褐灰色　白色粘土粒子中量，ローム粒子微量

9　灰褐色　ローム粒子0焼土粒子微量

10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

11褐　色　ローム粒子多量
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第503図　第1号遺物包含層実測図



遣物　縄文土器59，422点，土師器153点，須恵器71点，土師質土器62点，陶器30点，磁器4点，土製品44点，剥

片を含む石器347点が出土した。縄文土器については，前期が2点，中期59，304点，後期116点であり，さらに

中期の土器は，阿王台Ⅱ式土器5，235点，阿王台Ⅲ式土器2，195点，阿王台Ⅳ式土器7，741点，中峠式土器18点，

勝坂Ⅲ式土器30点，大木8a式土器5点，加曽利EI式土器5，084点，加曽利EⅡ式土器1，811点，加曽利EⅢ式

土器776点，加曽利EⅣ式土器776点，曽利式土器54点，型式不明土器35，579点に分類される。主体は阿玉台Ⅲ

式期から加曽利EI式期までである。これらの遺物の大半は層ごとに取り上げることができなかったため，原

位置を記録した阿王台Ⅱ式土器から加曽利EI式土器までの主なものの出土状況を時期別に図化（第514・515

図）した。平面分布は阿王台Ⅱ式期と阿王台Ⅲ式期が本跡の中央部に，阿王台Ⅳ式期と加曽利EI式期は本跡

の西部に集中している。垂直分布は時期別に異なる傾向はなかったが，出土遺物の大半は第2～7層から出土

している。

‾‾‾＝73

第504図　第1号遺物包含層出土遺物実測図（1）
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第505回　第1号遺物包含層出土遺物実測図（2）
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第506図　第1号遣物包含層出土遺物実測図（3）
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第507図　第1号遺物包含層出土遣物実測図（4）
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第509図　第1号遺物包含層出土遺物実測図（6）
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第510図　第1号遺物包含層出土遺物実測図（7）
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第511図　第1号遺物包含層出土遺物実測図（8）
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第5瑠5図　第1号遺物包含層遺物出土状況図（2）
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所見　第8～11層の堆積時期については，その堆積範囲が阿王台Ⅲ式期と阿王台Ⅲ式期の遺物の分布範囲とほ

ぼ一致するものの，阿王台Ⅳ式期と加曽利EI式期の遺物も出土していることから，それ以降と考えられる。

第2～7層については縄文時代中期中葉の加曽利EI式期に比定される第79号土坑上面に堆積しているが，第

79号土坑の上部は流出していること，縄文時代以降の遺物を含む遺物の大半が第2～7層から出土しているこ

とから，時期は特定できないながらも再堆積層の可能性がある。

第1号遺物包含層出土遺物観察表（第504～第513図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （6 ．2 ） 太波状 目線 を皇 する目線 部片。目線部 は直立す る。波頂部 に扇 長石 ・石英 ・雲母 P 14 16　 5 ％

縄文土器 状 の把手 を有 し，キザ ミを有 する隆帯 を垂下 させ ている。隆帯 暗赤褐色

に沿 って半裁竹管 による結節平行沈線文 を施 してい る。 普通

2

深　　 鉢 B （6 ．8 ） 大波状 目線 を呈す る目線 部片 。目線部は直立す る。波頂部 には 長石 ・石英 ・雲母 P 142 0　 5 ％

縄文土器 内面 を向 く獣面把手 を有 する。目線部 にはキザ ミを有す る隆帯 暗赤褐色

で文様 を持 出 し，隆帯 に沿ってペ ン先状工具 によ り結節洗練文

を施 してい る。

普通

3

深　　 鉢 B （8 ．7 ） 波状 目線 を呈す る口縁部片 。目線 部はわずか に外傾す る。波頂 長石 ・石英 ・雲母 P 14 17　 5 ％

縄文土器 部直下 に突起 を有 し， 口唇部外 面に隆帯 を巡 らしてい る。隆帯 にぷい橙色

に沿 って複列の結節沈線文 を施 してい る。 普通

4

深　　 鉢 B （8 ．7 ） 橋状の把手 を有す る目線部片 。目線 部はわずか に外傾す る。把 長有 ・右英 ・実母 P 142 1　 5 ％

縄文土器 手部にはペ ン先状工具によ り渦巻状の結節沈線文を施 している。 にぷい橙色

ロ緑部 には把手 を起点にキザ ミを有する隆帯 を巡 らしている。 普通

5

深　　 鉢 B （3 ．3 ） 口綾部片。 目線部 はわず かに外傾 する。粘土棒 を芯 とした紐 状 長石 ・石英 P i45 8　 5 ％

縄文土器 突起 を起点 に隆帯 による区画文 を施 している。隆帯 に沿 って結 にぷい褐色

節洗練文 を施 している。 普通

6

深　　 鉢 B （5 ．7 ） ロ縁 部片。ロ縁部は内攣す る。 ［コ縁 部には隆帯 による区画文 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 18　 5 ％

縄 文土器 施 し，隆帯に沿って結節 平行洗練 文 を施 している。 黒褐色

普通

7

深　　 鉢 B （5 ，7 ） 目線 部片。日録部は内攣す る。 口唇 部にキザ ミを施 し，目線 部 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 17　 5 ％

縄文土器 にキザ ミ目列 を巡 らしている。 にぷい褐色

普通

8

探　　 鉢 B （7 ．4 ） 波状 目線 を呈す る目線部片。 目線部 は外傾 する。口緑 部は断面 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 19　 5 ％

縄文土器 形が三角形の隆帯 を巡 らし，隆帯 に沿 って結節 洗練 文を施 して 黒褐色

いる。 普通

9

深　　 鉢 B （8 ．7 ） 波状 口縁 を呈する目線部片。 目線部 は開 きなが ら内攣 する。ロ 長石 ・石英 ・雲母 T P 1 320　 5 ％

縄文土器 綾 部は断面形が三角形の隆帯 を巡 ら し，隆帯 に沿って半裁竹 管 にぷ い橙色

による結節平行沈線文 を施 している。 普通

10

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 胴部片 。胴 部は直線的 に立 ち上が る。胴部 は断面形 が三角形 の 長石 ・石英 ・雲母 T P l＿32 1　 5 ％

縄文土器 隆帯 を巡 らし，隆管に沿 って半裁竹管 による結節平行洗練文 を にぷ い褐色

施 している。 普通

11

深　　 鉢 B （8 ．3 ） 頚部片 。頚 部は外傾 する。頚部 は隆帯 によ り文様 を措 出 し，隆 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 24　 5 ％

縄文土器 帯 に沿 って半裁竹管 による結節平行洗練文 を施 している。 にぷ い褐色

普通

12

探　　 鉢 B （6 ．4 ） 大波状 目線 を皇 する目線 部片。目線部 はわず かに外傾す る。 口 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 22　 5 ％

縄文土器 緑部 は隆帯 によ り文様 を措出 し，隆帯 に沿 って半裁竹管 による にぷい褐色

結節平行洗練文 を施 してい る。 普通

13

探　　 鉢 B （6 ．4 ） ロ緑部片。 ロ綾部 はわずかに外傾す る。 目線部 は隆帯 によ り区 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 23　 5 ％

縄文土器 画文 を形成 し，区画 文間は隆帯 による短い波状文で連結 してい 黒褐色

る。隆帯に沿 って半裁竹管による結節平行沈線文 を施 している。 普通

14

15

16

探　　 鉢 B （8 ．4 ）

B （9 ．2 ）

B （7 ．つ

波状 目線 を呈す る目線部片 。目線 部 は開 きなが ら内攣す る。 ロ 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 26　 5 ％

T P 13 27　 5 ％

T P 13 28　 5 ％

縄文土器

深　　 鉢

緑部 は隆帯 によ り文様 を措 出 し，隆帯 に沿 って複列の角押文 を 明赤褐色

施 してい る。 普通

山形状の把手 を有す る口縁 部片。把手部 と目線部 に複列の角押 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器 文 を施 してい る。 黒褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母深　　 鉢 ロ縁部片。 ロ縁部 はわず かに外傾 する。半裁竹管 による刺突文

縄 文土器 を施 してい る。 黒褐色

普通

－　584　－



図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　 考

17

深　　 鉢 B （8 ．4 ） 眼鏡状把 手 を有す る口綾部片。 日経部 は直立 する。把 手の孔 に 長石 ・石英 ・雲母 P 14 24　 5 ％
縄文土器 沿 って爪 形文 を施 してい る。 日録部 には半裁竹管 による平行 沈 にぷ い褐色

…線文 を縦方 向に施 している。
［

普通

18

深　　 鉢 B （5 ．7 ） 目線部片。 目線部 は内攣する。口綾 部 には環状の突起 を有す る 長石 ・石英 ・雲母 P 142 5　 5 ％
縄文土器 隆帯 によ り文様 を措 出 している。口唇部直下 に爪形文 を巡 ら し にぷい橙 色

ている。 L R の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。 普通

19

深　　 鉢 B （1 3 ．0 ） 双頭の大波状目線 を呈す る目線部片 。目線 部には波頂部直下 に 長石 ・石英 ・雲母 P 14 23　 5 ％
縄文土器 端 部を突出 させた隆帯 を垂下 させ て区画文を形 成 し，隆帯に沿 灰褐色

って爪形文 を施 している。R L の単節縄 文を施 している。 普通

深　　 鉢 B 白 4 ，7 ） 目線部片。 目線 部は外傾する。 目線部 は半裁竹管 による結節平 長石 ・石英 ・雲母 T P 132 9　 5 ％
20 縄文土器 行沈線文 によ り文様 を措出 している。地文 はL の無節縄文 で縦 にぷい褐色

方向 に施 してい る。 普通

21

深　　 鉢 B （5 ．6 ） 日録部か ら頚部にかけての破片。目線部 は開 きながら内攣する。 長石 ・石英 ・雲母 T P 1330　 5 ％
縄文土器 目線 部 と頚部の境 にキザ ミを有 する隆帯 を巡 らし，目線 部 には にぷい赤褐色

結節 洗練文 によ り文様 を措 出 している。頚 部は L R の単節縄文

を縦 方向に施 している。
普通

22

深　　 鉢 B （5 ．6 ） 頚部から胴部にかけての破片。胴部 は直線 的に立ち上がり腰 部で屈 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 31　 5 ％
縄文土器 曲する。空賠 陀胴部 の境に結節沈線文を巡らし，胴部は結節洗練文で 灰褐色

文様を描 出している。地文はR L の単節縄 文で縦方向に施している。 普通

23

深　　 鉢 B （4 ．2 ） 目線部片。 目線部 は内攣す る。目線 部には背 に沈線 を有す る隆 長石 ・石英 ・雲母 T P 133 2　 5 ％
縄文土器 管に より文様 を措 出 し，結節洗練 文を連続 して縦方向 に施 して 暗赤褐 色

いる。 普通

24

探　　 鉢 B （6 ．6 ） 口綾 部片 。口綾 部は内攣す る。 目線部 と頚部 の境 には押 庄文 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 33　 5 ％
縄文土器 有す る隆帯 を巡 ら し，沈線文 を連続 して縦方 向に施 している。 黒褐色

普通

深　　 鉢 B （5 ．4 ）

l

波状 目線 を呈す る目線 部片 。日録 部はわずか に外傾す る。 口唇 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 34　 5 ％
25

‡

縄文土器

l

部直下 にペ ン先状工具 による結節 洗練文 を巡 らしてい る。地文 灰褐色

まL R の単節縄 文でプ縦方向 に施 してい る。　　　　　　 1普通　　　　　　　　 ～
i i

】ほ L R の単節縄 文でプ縦方向 に施 してい る〇 普通

26

深　　 鉢 B （7 ．2 ） 双頭の波状目線 を皇す る口綾部片。 目線 部は外傾する。口唇部 長石 ・石 英 P 14 39　 5 ％
縄文土器 外 面には双頭の波頂部が蕨手状 となる隆帯 を，目線 部 と頚部の にぷい黄橙色

境 には段 となる隆帯 を巡 らしてい る。隆帯 にR L の単節縄 文 を

横方 向に施 している。
普 通

27

鉢 A ［3 8 ．4 ］ 目線部片。 口綾部 は開 きなが ら内攣す る。 日録部 は隆帯 によ り 長石 ・石英 ・雲母 P 14 27　 5 ％
縄文土器 B （6 ．9 ） 文様 を措 出 し，隆帯 に沿って半裁 竹管 による平行洗練文 を施 し にぷい赤褐色

てい る。 普通

28

探　　 鉢 A ［2 8 ．0 ］ 目線部片。目線 部は外傾する。目線部には隆帯により横S 字状 文を連 長石 ・石英 ・雲母 P 142 8　 5 ％
縄文土器 B （7 ．3 ） 続させて巡らし，隆帯に沿って沈線文 を施している。R L の単節縄文を にぷい赤褐色

口唇部外面には横 方向に，それ以下は縦方向に施している。 良好

29

深　　 鉢 A ［2 2 ．2 ］ 目線部 の一 部及び底部欠損。胴部 は直線的 に立 ち上 が り，頚部 長石 ・石英 ・雲母 P 14 36　 60％
縄文土器 B （2 3 ．3 ） で外傾 して目線 部に至 る。 3 単位の大波状 目線 を皇 し，波頂 部 にぷ い橙色 P L 42

ほ欠損す るが， 円盤状 の把 手 を有する ことが考 えられる。 目線

部 には波頂部直下 と波底部 直下に端部が突 出す る隆帯 を垂下 さ

せて区画文を形成 し，沈線による半同心 円状 の文様 を施 している。

胴部は沈線により文様を措出している。地文はR L の単節縄文で，

口綾部 は主 に横方 向に，頚部以下 は縦方向 に施 している。

普通

30

探　　 鉢 B （8 ．2 ） 眼鏡状把 手を有 す る目線部片。 目線部 は内攣する。目線 部 には 長石 ・石 英 ・雲母 P 14 40　 5 ％
縄文土器 隆帯 による波状 文 を施 してい る。 L の無節縄 文を目線 部には横 にぷい褐色

方向 に，頚部以下 には縦方向 に施 している。 普通

31

探　　 鉢 A ［1 8 ．7 ］ 目線部か ら頚部 にかけての破 片。頚部は外反 し， 目線部 は開 き 長石 ・石英 ・雲母 P 14 3 1　 5 ％
縄文土器 B （8 ．5 ） なが ら内攣す る。 目線部 には口唇 部直下 に長楕 円形 区画文 を形 黒褐色

成 している。頚部以下にはL R の単節縄文 を縦方向に施している。 普通

探　　 鉢 B （6 ．8 ） 目線 部片。目線部 は外反す る。 口綾部 には隆帯 によるⅤ字状文 長石 ・石英 ・雲母 T P 133 6　 5 ％
32 縄文土器 を施 し，クシ状工具 による波状 の条線 文を施 している。 にぷい赤褐 色

普通

33

深　　 鉢 B （7 ．9 ） ロ緑部片。 口緑部 はわずかに外傾す る。 目線部 には背 に沈線 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 133 5　 5 ％
縄文土器 有す る隆帯 によ り波状 文を巡 らしてい る。隆帯 に沿 って沈線 文 明赤褐色

を施 している。地文はR L の単節縄文で主 に横方向に施 している。 普通

34

探　　 鉢 B （7 ．6 ） ロ緑 部から胴部にかけての破片。胴 部は内攣し，日録部は短 く外 傾す 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 37　 5 ％
縄文土器 る。半裁竹管 による波状の平行沈線 文を巡 らしている。地文はR L の にぷい橙色

単節縄文で口唇部外面は横方向に，それ以下は縦方向に施 している。 普通

35

探　　 鉢 B （7 ．4 ） 目線 部片。 日録 部はわずか に内攣す る。 口唇 部直下に沈線文 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 134 1　 5 ％
縄 文土器 巡 ら している。地文は L の無節縄文で 口唇 部外 面は横 方向 に， 黒褐 色

それ以下 は縦方向 に施 している。 普 通
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36

深　　 鉢 B （9 ．6 ） 目線部片 。目線 部は外傾 する。目線 部には隆帯 を巡 らし，隆帯 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 38　 5 ％

縄文土器 に沿 って半裁竹管 に よる平行 洗練 文 を施 してい る。頚部 には沈 にぷい橙色

線 によ り文様 を措 出 している。地文は R L の単節縄文で，頚部

には斜方向 に施 してい る。

良好

37

深　　 鉢 B （7 ．7 ） 目線部 か ら胴部 にかけての破片 。胴 部は内攣 し，目線部 は短 く 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 39　 5 ％

縄文土器 外傾す る。 口唇部外 面には押庄 文を施 し，目線部は隆帯 によ り にぷい赤褐 色

文様 を措 出 してい る。 L R の単節縄文 を縦方向 に施 している。 良好

38

深　　 鉢 B （7 ．3 ） 口緑部片。 口緑部 はわずかに内攣 する。口唇部直下 に隆帯文 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 134 0　 5 ％

縄文土器 巡 ら し，目線部 には隆帯文 を懸垂 させている。隆帯 に沿 って半 にぷい橙 色

戟竹管 による平行沈線 文を施 している。 R L の単節縄文 を縦方

向に施 している。

普通

39

探　　 鉢 B （5 ．3 ） ロ緑部から胴部にかけての破片。胴部は内攣 し，口縁部は短 く外 長石・石英 ・針状鉱物 T P 134 2　 5 ％

縄文土器 傾する。口唇部外面 には押庄文 を施 し，ロ縁部は洗練 により文様 にぷい褐色

を措出 している。地文は L R の単節縄文で縦方向に施 している。 普通

40

深　　 鉢 B （7 ．4 ） 目線部片。 目線部 はわずかに外傾 する。口縁 部は隆帯で文様 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 134 4　 5 ％

縄文土器 措 出してい る。 L の無節縄文 を横 方向に施 している。 赤褐 色

普通

41

深　　 鉢 B （1 0 ．4 ） 目線部片。 口緑部 は開 きなが ら内攣 する。目線 部には隆帯 によ 長石 ・石英 ・雲母 T P 134 5　 5 ％

縄文土器 り横 S 字状文 を施 し，隆帯 によ り連結 している。 L R の単節縄 灰褐 色

文 を隆帯 には横方向 に，頚部以下には縦方向に施 している。 普通

42

深　　 鉢 B （9 ．3 ） 目線部片。 目線部 はわず かに外傾 する。口唇部外面は肥厚 し， 長石 ・石英 ・雲母 T P 134 6　 5 ％

縄文土器 目線部 に段 を有す る。 R L の単節縄 文 を縦方向 に施 している。 暗褐 色

普通

43

深　　 鉢 B （1 0 ．0 ） ロ縁部片。 目線部 は外反す る。 口唇部外 面に隆帯 を巡 らしてい 長石 ・石英 ・雲母 T P 134 8　 5 ％

縄文土器 る。 L の無節縄文 を縦方向に施 している。 黒褐 色

普通

44

深　　 鉢 A ［3 1 ．5 ］ 目線部か ら胴部 にかけての破片。胴部 は直線 的に立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 14 3 7　20％

縄文土器 B （2 7 ．5 ） 頚部で外傾 し， ロ緑部 はわず かに内攣 する。クシ状 工具に よる 灰褐色

波状の条線文 を口唇部外面 は横方 向に，それ以下は縦方向 に施

してい る。

普通

45

深　　 鉢 B （6 ．3 ） 目線部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は内攣 し，口縁 部は短 く 長石 ・石英 ・雲母 T P 134 7　 5 ％

縄文土器 外傾す る。 R L の単節縄 文を縦 方向に施 している。 にぷい褐色

普 通

46

探　　 鉢 B （5 ．8 ） 目線部片。 目線部 はわずか に外傾す る。 口唇 部外 面には押庄 文 長石 ・石英 ・雲母 T P 134 3　 5 ％

縄文土器 を有す る隆帯 を巡 ら してい る。 クシ状工具 に よる波状 の条線文 黒褐色

を縦方向 に施 している。 普 通

47

深　　 鉢 B （8 ．8 ） 胴部片。胴部 は直線的 に立 ち上が る。 クシ状工 具に よる波状 の 長石 ・石英 ・雲母 T P 135 1　 5 ％

縄文土器 条線文 を縦方向に施 している。 黒褐色

普通

48

嚢 B （5 ．6 ） ロ緑部か ら頚部 にか けての破片。頚部 で屈 曲 し，目線 部は外 傾 長石 ・石英 ・雲母 T P 1 350　 5 ％

縄文土器 す る。 クシ状工具に よる波状 の条線 文を縦 方向に施 している。 明赤褐色

普通

49

50

5 1

52

53

54

嚢 B （6 ．3 ）

A ［2 0 ．0 ］

目線部か ら頚部 にか けての破片。頚部 で屈 曲 し，ロ縁 部は外 傾 長石 ・石英 ・雲母 T P 1 349　 5 ％

P 1 33 5　 5 ％

T P 1 354　 5 ％

T P 1 352　 5 ％

T P 1 35 3　 5 ％

P 14 42　 5 ％

縄文土器 する。 クシ状工具に よる条線文 を横 方向に施 している。 黒褐 色

普通

探　　 鉢 目線 部片。 口縁部 と胴部の境 に交互刺突 による連続 コの字状 文 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器

探　　 鉢

B （10 j ）

B （9 ．3 ）

B （6 ．2 ）

B （5 ．4 ）

B （1 1 ．6 ）

とキザ ミを有す る隆帯 を巡 らし， 目線部 はキザ ミを有 する隆帯 灰黄褐色

により区画文 を形成 してい る。 区画文 内には洗練 による三叉文

を施 している。

胴部片。胴部 は直立す る。キザ ミを有す る隆帯 を懸垂 させて縦

普通

長石 ・石英 ・雲母

縄文土器 位に分割 し，沈線間 にキザ ミや刺突文 を有 する文様 で措 出 して 灰褐色

いる。 普通

探　　 鉢 頚部か ら胴部 にかけての破片。頚部 と胴部 の境 で屈 曲 し，頚部 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器 は外反す る。キザ ミを有す る隆帯 に より区画 文 を形成 し，隆帯 にぷい赤褐色

に沿って半裁竹 管に よる平行洗練文 を施 している。 普通

深　　 鉢 ロ緑 部片。目線部は直立 し，口唇部 は肥摩 して外傾 する。目線 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器 部には半裁竹 管に よる平行沈線文 によ り文様 を描 出 している。 にぷい赤褐色

普通

探　　 鉢 眼鏡状の把手部片。眼鏡状の孔は二段 とな り，表面には 4 か所， 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器 裏面には 2 か所の孔 を有する。孔 に沿 って沈線文 を巡 らしてい 灰褐色

る。 普通
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探　　 鉢 B （6 ．4 ） 眼鏡状把手 を有 する目線 部片。 目線部 はわずか に外傾す る。 口 長石 ・石英 ・雲母 P 144 3　 5 ％

55　　 縄文土器 縁部 には沈線文 を縦 方向に施 してい る。 R L の単節縄文 を横方 にぷい橙 色

向 に施 している。 普通

深　　 鉢 B （5 ．2 ） ロ綾部片。 目線部 は外傾 する。口唇部直下 に隆帯 を巡 らし，縦 長石 ・石英 ・雲 母 P 144 5　 5 ％

56　 縄文土器 位の洗練文 を連続 して施 している。口唇部 には隆管 により渦巻 にぷい橙色

文 を施 してい る。 R L の単節縄 文 を隆帯 には横方向に，それ以

下には縦 方向に施 している。

普通

57

深　　 鉢 A ［2 8 ．2 ］ 日録 部か ら頚部 にかけての破片。頚 部は外傾 し，目線 部は内攣 長石 ・石英 P 14 46　 20％
縄文土器 B （15 ．0 ） する。 ロ綾 部 と頚部の境 に背 に洗練 とキザ ミを有 する隆帯 を巡 にぷ い褐色 P L 42

ほ 宕孟 告 霊 警霊 芝宗莞警 夏雲孟宗 讐票隻孟豊警 孟禁

匿 霊 鵠 漂 禁 で， 口縁部 には横方 向に，頚部

普通

58

深　　 鉢 B （6 ．5 ） 口緑部片。 目線部 は内攣する。口唇部直下 に背 に沈線 を有す る 長石 ・石英 ・雲母 P 144 7　 5 ％
縄 文土器 隆帯 を巡 らし，背 に沈線 を有 する隆帯で渦巻文 を施 してい る。 にぷい橙 色

目線部 には細い隆帯 によ り文様 を描出 してい る。地文 はL R の

単節縄文で，縦方向 に施 してい る。

普通

探　　 鉢 A　 1 5 ．5 口縁 部か ら頚部 にか けての破片 。頚 部は外傾 し，目線 部は内攣 長石 ・石英 ・雲母 P 14 4 8　30％
59　 縄文土器 B （1 1 ．5 ） する。ロ綾 部 と頚部の境 に隆帯 を巡 らし，目線 部には隆帯に よ 灰褐色 P L 42

る波状 文を巡 らしてい る。頚部 には 2 条一組 の洗練に より文様

を措出している。地文はR L の単節縄文で，縦方向に施 している。

普通

深　　 鉢 B （10 ．8 ） 目線部 か ら頚 部にかけての破片。頚部 は外傾 し，目線部 は内攣 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 55　 5 ％

60

縄文土器 す る。 目線部 と頚 部の境 には キザ ミを有 する突 出 した隆帯 を巡 にぷい褐色

ら し， 目線部 には半裁 竹管 による平行沈線文 を縦方向 に連続 さ

せ て施 している。頚 部以下には R L の単節縄文 を縦方 向に施 し

てい る。

普通

6 1

深　　 鉢 B （5 ．2 ） 口縁部片 。目線部 は内攣 し，目線端部 は短 く外傾する。口唇部 長石 ・石英 ・雲母 T P 135 9　 5 ％

縄文土器 直下 には交互刺突 による連続 コの字状文 を巡 らし，目線部 には 褐 色

沈線文 を縦方向に施 している。 普通

62

深　　 鉢 B　 は　 n l
＼　ヽノ　．　ヽノ　／

日録部片。ロ緑部 は内攣す る。 ［コ綾部 と頚部の境 には突出 した隆 長石 ・石英 ・雲母 l T P 1356　 5 ％

縄文土器 帯 を巡 らし，ロ縁部 には沈線文 を巡 らしている。地文は L R の単 にぷい黄橙色

節縄文で，目線部は横 方向 に，頚部以下 は縦方向に施 してい る。 普通

63

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 目線部片。目線部は内攣す る。目線部 と頚部の境 には背 に洗練を 長石 ・石英 ・雲母 T P 1 358　 5 ％
縄文土器 有す る隆帯 を巡 らしている。目線 部には背に沈線 を有する隆帯に にぷ い橙色

より渦巻文 を施 し，交互刺突による連続 コの字状文を施 している。 普通

64

探　　 鉢 B （5 ．6 ） 目線部片。 ロ緑 部は内攣する。 目線部 には 2 本一組 の隆帯 を巡 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 6 1　 5 ％
縄文土器 ら し，半裁竹管 による平行沈線文 によ り文様 を持 出 している。 明褐色

地文 はL の無節縄文で，縦方向 に施 している。 普通

65

6 6

6 7

68

6 9 i

70

7 1 i

深　　 鉢 B （6 °4 ） i

B （9 °3 ） i

B （7 °2 ） i

B （12 ．8 ）

B （8 ．7 ）

A ［2 7 ．4 ］

目線部片。 目線部 は内攣 する。目線部 と頚部の境 には背 に沈線 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 57　 5 ％

T P 136 3　 5 ％

T P 1360　 5 ％

T P 13 62　 5 ％

T P 13 66　 5 ％

T P 136 4　 10％

T P 1365　 10％

縄文土器

探　　 鉢

を有す る隆帯 を巡 ら し，目線 部には背 に洗練 を有す る隆帯 によ 黒褐色

り渦巻文 を施 してい る。R L の単節縄文を縦方向に施 している。 普通

口緑 部片。目線部 は内攣す る。 目線 部 と頚部の境 には押庄文 を 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器

探　　 鉢

有する隆帯 を巡 らし， 目線部 には隆帯文 を巡 らしている。地文 橙色

は しの単節縄 文で，縦方向に施 している。 普通

目線 部片 。ロ綾 部は内攣 し， 口緑端 部は短 く外傾 する。ロ緑 部 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器

深　　 鉢

は背 に沈線 を有 す る隆帯 によ り文様 を措 出 し，交 互刺 突に よる にぷい赤褐色

連続 コの字状文 を施 している。 普通

目線部 か ら頚部 にかけての破片。頚部 は外傾 し，目線 部は内攣 長石 ・石英

縄文土器

探　　 鉢

す る。 目線部 と頚 部の境には背 に沈線 を有す る隆帯 を巡 らし， にぷ い橙色

口縁部 には 2 本一組 の隆帯 に よ り文様 を措 出 している。 R L の

単節縄文 を口緑部 には縦 方向に，頚部で は一部横方向 に施 して

い る。

目線部か ら頸部 にかけての破片 。頚部は外傾 し， 目線部 は内攣

普通

長石 ・石英 ・雲母

縄文土器

探　　 鉢

す る。目線部 と頚部 の境 には 2 本 一組の隆帯 を巡 らし， 口縁部 黒褐色

には隆帯 による波状文 を巡 ら している。地文は R L の単節縄文

で，目線 部には横 方向に，頚部には縦方向 に施 している。

日録 部か ら頚部 にか けての破片。頚 部は外傾 し，目線 部 は内攣

普通

長石 ・石 英 ・雲母

縄文土器

探　　 鉢

B （9 ．0 ）

B （6 つ

する。目線 部 と頚部の境 には背 に沈線 と下端に押庄文 を有す る 黒褐色

隆帯 を巡 らし，目線部 には剥落 しているが，隆帯に よる波状文

を巡 らしている。頚部の地文 はL の無節縄 文で，縦 方向に施 し

ている。

目線部片。 目線部 は内攣する。口緑部 と頚部 の境 には隆帯 を巡

普通

長石 ・石英 ・雲母

縄文土器 ら し，沈線 を有す る隆帯文 と波状 の隆帯文 を巡 らしている。 灰褐色

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

72

深　　 鉢 B （5 ．4 ） 目線部片。 目線 部は内攣する。目線 部は 2 本一組の隆帯 によ り 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 67　 5 ％

縄文土器 文様 を措 出 している。地文はR L の単節縄文で，縦方向 に施 し 黒褐 色

てい る。 普通

73

深　　 鉢 B （7 ．4 ） 目線部片。 日録部 は内攣 する。 ロ綾 部は 2 本一組の隆帯 によ り 長石 ・石英 ・雲母 T P 136 9　 5 ％

縄文土器 文様 を措 出 している。地文 はR L の単節縄 文で，縦方向 に施 し 灰褐 色

てい る。 普通

74

深　　 鉢 B （5 ．3 ） 小波状 目線 を呈す る目線部片。 目線 部はわずか に内攣する。ロ 長石 ・石英 ・雲母 T P 136 8　 5 ％

縄文土器 綾部 には波頂部 を起点 に細 い隆帯 によ り文様 を措出 している。 灰褐色

地文は L の単節縄 文で，横 方向に施 している。 普通

75

探　　 鉢 B （6 ．6 ） 頚部片。頚部は外傾す る。 目線部 と頚部 の境 には 2 本一組 の隆 長石 ・石英 ・雲母 T P 1372　 5 ％

縄 文土器 帯を巡 らしてい る。地文 はR L の単節縄文 で，縦方 向に施 して にぷ い橙色

いる。 普通

76

深　　 鉢 B （9 ．0 ） ロ綾 部か ら胴部にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上が り， 長石 ・石英 T P 13 7 1　 5 ％

縄文土器 目線部 は外傾 する。口唇部直下 に隆帯 を巡 ら し，口緑部 か ら頸 橙色

部 にかけては沈線 に より文様 を描出 してい る。地文 はL R の単

節縄文 で，縦方 向に施 してい る。

普通

77

深　　 鉢 B （7 ．5 ） ロ緑 部 片 。 目線 部 はわず か に外傾 す る。 口唇部 外面 に背 に 長石・石英・雲母・針状鉱物 T P 13 70　 5 ％

縄文土器 沈線 を有 す る隆帯 を巡 ら し， 目線 部 には洗 練 に よ り文様 を 灰褐色

持 出 して い る。地 文 は L R の単節 縄 文 で， 縦方 向 に施 して

い る。

普通

78

探　　 鉢 B （4 ．6 ） 頚部片。頚部 は外傾す る。 目線部 と頚 部の境 には背 に沈線 を有 長石 ・石 英 ・雲 母 T P 137 3　 5 ％

縄文土器 する隆帯 を巡 ら し，頚部以下 には波状 の隆帯文 を懸垂 させてい にぷい赤褐色

る。地文は L R の単節縄文で，縦方向に施 している。 普 通

79

探　　 鉢 B （1 7 ．6 ） 胴部か ら底部 にか けての破片。胴部 は直線 的に立ち上がる。半 長石 ・石英 ・雲母 P 145 0　 15％

縄 文土器 C ［1 1 ．8 ］ ′戟竹管 による平行洗練文で懸垂文 を施 している。地文はR L の にぷい橙色

単節縄 文で，縦方向に施 している。 普 通

80

深　　 鉢 B （8 ．7 ） 胴 部片。胴部は外反す る。半裁竹管 による平行 洗練文 によ り文 長石 ・石英 ・雲母 T P 1375　 5 ％

縄文土器 様 を措出 している。地文は R L の単節縄文 で，縦方 向に施 して 明赤褐色

いる。 普通

81

探　　 鉢 B （7 ．2 ） 胴部片。 胴部は外 反する。半裁竹管 による平行沈線文 によ り文 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 74　 5 ％

縄文土器 様 を措 出 している。地文は R L の単節縄文で，縦方向 に施 して 橙色

いる。 普通

82

深　　 鉢 B （8 ．6 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立ち上がる。半裁竹管 による平行洗練 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 77　 5 ％

縄文土器 文で懸垂文 を施 している。地文は R L の単節縄文で，縦方向 に にぷい橙色

施 してい る。 普通

83

深　　 鉢 B （2 3 ．5 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立 ち上 がる。 4 条一組の直線的 な沈線 長石 ・石英 ・雲母 P 144 9　 10％

縄文土器 文 によ り文様 を措 出 している。地文は R L の単節縄文で，縦方 にぷい褐色

向 に施 してい る。 普通

84

85

86

8 7

8 8

89

90

探　　 鉢 B （8 ．0 ）

B （9 ．8 ）

B （9 ．9 ）

B （1 1．2 ）

B （10 ．3 ）

B （8 ．1 ）

B （4 ．7 ）

胴部片。胴部 は直線的 に立 ち上 がる。半裁 竹管 による曲線的な 長石 ・石英 ・雲 母 T P 137 6　 5 ％

T P 137 8　 5 ％

T P 1380　 5 ％

T P 13 8 1　 5 ％

T P 13 82　 5 ％

T P 13 79　 5 ％

T P 13 83　 5 ％

縄文土器

深　　 鉢

平行洗練文 によ り文様 を措 出している。地文は R L の単節縄文 橙色

で，縦方向に施 している。 普 通

胴部片。胴部は直線的 に立 ち上が る。 3 条 一組 の沈線 文に より 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器

探　　 鉢

文様 を措出 してい る。地文 はL R の単節縄 文で，縦方向に施 し 褐灰色

ている。 普通

胴部片 。胴 部は直線的 に立 ち上が る。 3 条一組 の沈線文 に より 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器

深　　 鉢

文様 を措出 している。地文は L R の単節縄文 で，縦方 向に施 し にぷ い橙色

ている。 普通

胴部片 。胴 部は直線 的 に立ち上がる。 4 条一組 の沈線文 によ り 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器 曲線的 な文様 を措 出 している。地文 は撚糸文 である。 にぷい褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母深　　 鉢 胴部片。胴部 は直線 的に立ち上がる。沈線文 によ り文様 を描 出

縄文土器 してい る。地文 は撚糸文で，縦方向 に施 してい る。 にぷい赤褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母深　　 鉢 胴部片。胴部 は直線 的に立 ち上 がる。沈線文 により文様 を描 出

縄文土器 してい る。地文は L の無節縄 文で，縦方向 に施 している。 橙 色

普 通

長石 ・石英 ・雲 母深　　 鉢 目線 部片。 目線部 は内攣す る。 口唇 部直下に隆帯 を巡 らしてい

縄 文土器 る。 R L の単節縄 文を縦方向に施 している。 にぷい褐色

普 通
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探　　 鉢 B （4 ．7 ）　 目線部片 。目線 部は内攣する。沈線文 によ り文様 を描 出 してい 長石 ・石英 T P 138 4　 5 ％

91 縄文土器 る。地文 はR L の単節縄文で，横方向 に施 している。 赤褐色

普通

鉢 B （7 ．4 ） 目線部か ら頚部 にかけての破片。頚 部は外傾 し， 日綾部 は内攣 長石 ・石英 ・雲 母 T P 138 5　 5 ％

92 縄文土器 す る。 目線部 と頚部 の境 に鍔状 の隆帯 を巡 らし，口緑部 には沈 にぷい橙色

線に よる区画文 を施 している。 普通

浅　　 鉢 B （7 ．5 ） 目線 部か ら胴部 にかけての破片。胴部 は緩 やかに立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 14 34　 5 ％

93 縄文土器 口綾 部に至る。口唇部は角頭状で， 口唇部 に隆帯 に よる渦巻文 にぷい橙色

を施 している。無文 。 普通

［
浅　 鉢　 B （5 ．0 ） ‖コ縁部片 。口縁 部は緩やか に外傾す る。 内面 に隆帯 に よる波状 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 88　 5 ％

94 縄文土器 …文 を巡 ら している。無文。 にぷい橙色

普通

口唇部及び内面赤彩

探　　 鉢 B （2 ．5 ） 小波状 口緑 を呈す る目線部片 。口綾 部は緩やか に外傾す る。波 長石 ・石英 ・雲母 T P 138 7　 5 ％

95 縄文土器 頂部直下の内面 には沈線に よる渦巻文 を施 してい る。 にぷい赤褐色

普通

鉢 B （7 ．3 ） 目線 部付近か ら頚部 にか けての破片 。頚部は外傾 し， 目線部 と 長石 ・石英 ・雲母 T P 1386　 5 ％

96 縄文土器 頚部の境で屈曲 して， ロ縁部 は内傾 する。▼目線 部には洗練 によ にぷい赤褐色

り文様 を措 出 している。 普通

探　　 鉢 B （8 ．1 ） 目線 部片 。目線 部は内攣す る。 口唇部直下 及び日録 部 と頚部の 長石 ・石英 ・雲母 P 14 5 1　 5 ％

97 縄文土器 境 に洗練 を有する隆帯 を巡 らしてい る。 目線部 には隆帯 に よる にぷい褐色

波状文 を巡 らし，条線文 を縦方 向に充填 している。 普通

浅　　 鉢
i B つ 6 ’0 ）

小波状 口緑 を呈 する日録 部片 。目線部 は緩や かに外傾す る。波 長石 ・石英 ・雲母 T P 14 13　 5 ％

98 縄文土器 頂部直下の内面 には沈線 による渦巻文 を施 してい る。 にぷい橙色

普通

99

深　　 鉢 B （6 ．8 ） 小波状 目線 を皇す る口縁部片。 口縁 部は外傾す る。波頂部直下 長石 ・石英 ・雲母 P 145 3　 5 ％
縄文土器 には洗練が沿 う隆帯 によ り渦巻文 を施 してい る。 目線部 には2 灰褐 色

本一組の隆帯 によ り文様 を措 出 している。地文は L の無節縄文

で，縦方向に施 している。

普通

100

l
深　　 鉢 B （8 ．6 ）

l
小 波状 目線を呈するロ綾部片。目線部は内攣する。波頂部 直下には i長石 ・石英 ・雲母 P 14 54　 5 ％

縄文土器 沈線 が沿う隆帯により渦巻文を施している。目線 部には隆帯により文 にぷい褐色

様を措出している。地文はR L の単節縄文で，縦方向に施している。 普通

10 1

深　　 鉢 B （8 ．3 ） 目線部片 。口綾 部は内攣する。相対す る隆帯 による渦巻 文を起 長石 ・石英 P 14 55　 5 ％
縄文土器 点 に， 2 本一組 の隆帯 によ り文様 を措出 している。地文 はR L にぷ い橙色

の単節縄文で，横方向 に施 してい る。 普通

102

深　　 鉢 A 白 3 ．8 ］ 目線部から胴 部にかけての破片 。胴部 は直線 的に立ち上が り，頚部 長石 ・石英 ・雲母 P 145 6　 10％
縄文土器 B （6 ．4 ） で外傾 し，目線部は内攣する。目線 部には端 部を渦巻文 とする2本一 赤褐色

組の隆帯により文様 を措出している。頚部は無文である。地文はLR の

単節縄 文で，目線 部は横方向に，胴部は縦方 向に施している。

普通

探　　 鉢 B （5 ．6 ）

B （6 ．4 ）

B （8 ．6 ）

B （7 ．3 ）

B （7 ．3 ）

B （6 ．7 ）

B （10 ．7 ）

ロ緑 部片。ロ縁部 は内攣す る。 ロ緑 部には沈線が沿 う隆帯 によ 長石 ・石 英 ・雲 母 T P 1390　 5 ％

T P 1 392　 5 ％

T P 13 89　 5 ％

T P 139 4　 5 ％

T P 139 1　 5 ％

T P 1 393　 5 ％

T P 13 95　 5 ％

10 3 縄文土器

探　　 鉢

り文様 を措出 してい る。地文 はL R L の複節 縄文で，横 方向 に にぷい橙 色

施 している。 普通

小波状 目線 を皇 する口綾 部片。口綾部 は内攣 する。波頂部直下 長石 ・石英 ・雲母

104 縄文土器

探　　 鉢

には沈線 が沿 う隆帯に より渦巻文 を施 している。 R L の単節縄 にぷ い褐色

文 を縦方向 に施 している。 普通

口緑部か ら頚部 にかけての破 片。頚部は外傾 し， 口緑部 は内攣 長石 ・石英 ・雲母

105 縄文土器

深　　 鉢

す る。 目線部 と頚部 の境 に隆帯 を巡 らし， 目線部 には沈線 によ 灰褐色

る鋸歯状文 を巡 ら している。 地文は L R の単節縄文で，縦方 向

に施 してい る。

目線 部か ら頚部 にか けての破片。頚 部は外傾 し，ロ緑部 は内攣

普通

長石 ・石英 ・雲母

10（）
：文士封

する。口縁部と頚部の境に2本一組の隆帯を巡らし，目線部は 灰褐色
沈線が沿う隆帯により文様を措出している。地文はL Rの単節
縄文で，縦方向に施している。

小波状目線を呈する目線部片。目線部は内攣する。波頂部直下

普通

長石・石英

107
：文卑

には沈線が沿う隆帯により渦巻文を施している。目線部には2 橙色本一組 の隆帯 によ り文様 を措出 してい る。地文 は L R の単節縄

文で，横方向 に施 してい る。

小波状口縁 を皇する目線部から胴 部にかけての破 片。胴部は直立し，

普 通

長石 ・石英

108

芸文土器 i

鉢 ！

日録 部は外傾する。波頂部直下 には隆帯による渦巻文を施し，口縁部 にぷい褐色

と頚部の境には押庄文を有する隆帯を巡らしている。胴部は無文である。 普通

ロ綾 部付近か ら頚部 にか けての破片 。頚 部は外傾 し， 口緑部 は 長石 ・石英 ・雲母

109　 －娼廿十器
′’し‘ム／、｛ HH　i

わずかに内攣す る。 ロ綾部 と頚部 の境 に隆帯 を巡 らし，耕 川J〃、一重百喜Rl）J 褐灰色　　　　　　　 －

下には2条一組の沈線文を懸垂させている。地文は撚糸文である。
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110

深　　 鉢 B （1 1 ．0 ） 口縁部付近 か ら頚部 にかけての破片。頚 部は外反 し， 目線部 は 長石 ・石英 ・雲母 T P 139 6　 5 ％

縄文土器 内攣す る。 目線部 と頚部 の境 に 2 本一組 の隆帯 を巡 らし，頚部 にぷい褐 色

には沈線 により文様 を措出 している。地文は R L の単節縄 文で，

斜方向 に施 してい る。

普通

111

深　　 鉢 B （9 ．3 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立 ち上が る。 2 条 一組 の沈線文 を懸垂 長石 ・石英 T P 139 8　 5 ％

縄文土器 させている。地文 は撚糸文で，縦方向 に施 している。 にぷい橙色

普通

112

深　　 鉢 B （5 ．6 ） 日録 部片。 口縁部 は内攣 し，内面 に稜 を有す る。口唇部直下に 長石 ・石英 ・雲母 T P 14 00　 5 ％

縄文土器 隆帯 を巡 らし，その上部に半裁竹管 による刺突文 を施 している。 にぷい褐色

ロ緑部 は半裁竹管 による平行沈線文 により文様 を措出 している。 普通

113

深　　 鉢 B （8 ．8 ） 目線 部片。目線部は内攣する。ロ縁部 には 2 本一組 の隆帯 に よ 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 99　 5 ％

縄文土器 り文様 を措出 してい る。地文は L R の単節縄文 で，横方 向に施 黒褐色

している。 普通

114

深　　 鉢 B （8 ．8 ） 胴部片 。胴 部は直線的 に立ち上がる。胴部 には 3 条一一一組 の沈線 長石 ・石英 ・雲母 T P 14 04　 5 ％

縄文土器 文 を懸垂 させている。地文は櫛 歯状工具 による条線文 で，縦 方 黒褐色

向に施 している。 普通

115

探　　 鉢 B （8 ．5 ） 波状 口縁 を呈 する目線 部片。日録 部は内攣す る。波頂部直下 に 長石 ・石英 ・雲母 T P 140 5　 5 ％

縄文土器 は洗練 が沿 う隆帯 に より渦巻文 を上下二段 に施 し， 目線部 には 黒褐色

沈線が沿 う隆帯 によ り区画文を施 している。地文は R L の単節

縄文で，縦方向 に施 している。

普通

116

深　　 鉢 B （5 ．8 ） 頚部か ら胴部 にかけての破片。頚部は外反する。頚部 と胴部の境 長石 ・石英 ・雲母 T P 140 1　 5 ％

縄文土器 に沈線 を有する隆帯 を巡 らしている。胴部には 3 本一組の沈線文 黒褐 色

を懸垂させている。地文はR L の単節縄文で，縦方向に施 している。 普通

117

探　　 鉢 B （7 ．4 ） 胴部片。胴部 は直線的 に立 ち上が る。胴部 には 3 条一組の沈線 長石 ・石英 ・雲母 T P 140 3　 5 ％

縄 文土器 文に よ り文様 を措 出 している。地文 はR L の単節縄 文で，縦方 灰褐 色

向に施 している。 普通

118

深　　 鉢 B （6 ．3 ） 胴部片。胴部 は直線的 に立 ち上が る。胴部 には 3 条一組の沈線 長石 ・石英 ・雲母 T P 14 02　 5 ％

縄文土器 文を懸垂 させてい る。地文 はR L の単節縄文 で，縦 方向に施 し にぷい橙色

ている。 普通

119

深　　 鉢 B （12 ．2 ） 日録 部か ら頸部 にかけての破片。頚部 は外傾 し，ロ緑 部は内攣 長石 ・石英 ・雲母 T P 14 06　 5 ％

縄文土器 する。目線 部 には沈線が沿 う隆帯 によ り渦巻文 と区画 文を施 し にぷ い褐色

ている。頚部以下には懸垂する沈線文間 を磨 り消 している。地

文は L R の単節縄文 で，縦方向 に施 してい る。

普通

120

深　　 鉢 B （6 ．6 ） 目線部片 。目線 部は内攣する。口緑 部 には洗練が沿 う隆帯 に よ 長石 ・石英 ・雲母 T P 14 07　 5 ％

縄文土器 り渦巻 文 と区画文を施 し，区画文内 には沈線文 を縦方 向に施 し 黒褐色

てい る。 普通

121

深　　 鉢 B （6 ．2 ） 胴部片。胴 部は内攣する。胴 部には 2 本一組の沈線文 によ り文 長石 ・石英 T P 140 9　 5 ％

縄文土器 様 を措 出 している。地文は L R L の複節縄 文で，横方向 に施 し 橙色

てい る。 普通

122

12 3

12 4

12 5

探　　 鉢 B （5 ．8 ）

B （4 ．8 ）

B （4 ．5 ）

B （2 ．7 ）

ロ緑部片。 ロ縁部 は内攣 する。口唇 部は角頭状で，内面が肥厚 長石 ・石英 ・雲母 T P 140 8　 5 ％

T P 14 10　 5 ％

T P 14 11　 5 ％

縄文土器

有孔鍔付土器

す る。 口唇部直下 に浅 い洗練文 を巡 らしてい る。 R L の単節縄 にぷい赤褐色

文 を縦方向 に施 してい る。 普通

胴部片。胴部 は内攣す る。 ロ緑部 と胴 部の境 に孔 を有す る鍔状 長石 ・石英 ・雲 母

縄 文土器

鉢

の隆帯 を巡 ら し，胴部 は沈線 によ り文様 を描 出 してい る。地文 にぷい橙色

は L R の単節縄文で，縦方向に施 している。 普通

口緑部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は外傾 し，ロ緑 部は内傾 長石 ・石英 ・雲母

縄文土器 して，口緑 端部は外反する。無文。 にぷい橙色

普通

長石 ・石英 ・雲母

外面赤彩

探　　 鉢 目線 部片。目線部 は外傾す る。 口唇部 は平坦 で，口唇 部内面は T P 14 12　 5 ％

縄文土器 鍔状 に突出す る。 口唇部 に沈線 を巡 ら し， 口縁 部は半裁 竹管 に にぷい橙色

よる平行 沈線 文に より文様 を措 出 している。 普 通

図版番号 器　 種

計測値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

126 耳 飾　 り 2．5 1．8 1．8 （7．4） 土　　　 製 滑車形。 中央部がせん孔 されている。無文。 D P lOO 5

127 土器片錘 4．5 2．9 0．9 16．4 土　　　 製 長軸 両端に挟 り入 り部を作 出。条線文。 D P lO O 8

128 土器片錘 2．9 3．3 0．9 10．9 土　　　 製 1 か所 に挟 り入 り部を作出。 L R の単節縄文。 D P lO O9

129 土器片錘 2．9 2．4 0．9 8．6 土　　　 製 長軸両端に挟 り入 り部を作 出。L R の単節縄文。 D P lO l l

130 土器片錘 4．1 4．5 0．8 2 0．5 土　　　 製 短軸両端 に挟 り入 り部 を作 出。無文。 D P lO O6
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図版番号 器　 種

計測値 巨 費

特　　　　　　 徴 備　　 考序 さ（cm ） 幅 彿 再 さ行m ）
重量 （g ）

13 1 土器片錘 4．4 4．3 1．1 28．2 土　　　 製 短軸両端 に決 り入 り部を作出。R L の単節縄文。 n P lO O7

132 土器片錘 4．6 3．3
・中　 摘・5 匡　 製 長軸両端に決 り入 り部を作出。R L の単節縄文。 n P lO 10

1二33 土器片錘 3．6
・中 ・7

2i．0 土　　　 製 長軸両端 に換 り入 り部 を作 出。隆帯文。 D P iO i2

134 土器片円盤 2．7 2．7 0．り 9．1 土　　　 製 キザ ミ目列。 n P lO lj

13 5 土器片円盤 2．9 3．0 0．7 9．3 土　　　 製 キザ ミ目列。 D P iの4

13 6 土器片円盤 2．1
・中 ・9

4．8 土　　　 製 無文。 D P iO 18

は7 土器片円盤 3．4 3．0 0．7 7．1 土　　　 製 無文。
［
n P H H リ

138 土器片円盤
3・中 ・7

1．2 i7．＿1 土　　　 製 隆帯文。半裁竹管に よる平行沈線 文。 D P iO i5

139 土器片円盤 3．7 3．9 1．4 1リ．0 土　　　 製 隆帯 文に沿った爪形文。 n P lO lb

14 0 土器片円盤 4．6 4．3 1．2 2 3．6 土　　　 製 隆苛文。 n P l。17

14 1 土器片円盤 3・5　 日 ・3
0．9 12．3 土　　　 製 無文。 D P l。ヱ0

14 2 土器片円盤 2．8 ユ7 0．り 8．0 土　　　 製 L の無節縄文。 n P lOヱ5

14 3 土器片円盤 3．5 3．2 0．8 1 1．7 土　　　 製 無文。 D P lOヱ1

拍4 土器片円盤 3．7 う．7 0．り 18．1 土　　　 製 無文。 n P lOユニ

145 土器片円盤 3．9 3．7 0．8 16．1 土　　　 製 無文。 D P lOユj

14 6 土器片円盤 4．0 3．5
0・9　 日 6・7

土　　　 製 無文。 D P lO 24

14 7 土器片円盤 3．1 2．7 0．8 8．7 土　　　 製 L R の単節縄 文。 D P lO 26

14 8 土器片円盤 3．0 2．5 1．2 10．2 土　　　 製 R L の単節縄文。　　　　　　 ！

I
D P iO2 7

149 土器片円盤 3．2 3．0 1．0 1 1．6 土　　　 製 R L の単節縄文。 D P 102 8

150 土器片円盤 ・中 ・5
1．0 1礼0 土　　　 製 R L の単節縄文。 D P lOユリ

15 1 土器片円盤
i

3．5
i

3．3 1．3 17．3 土　　　 製 iL R の単節縄文。 D P lO 30

152 土器片円盤 3．3 2．3 0．8 7．9 土　　　 製 L R の単節縄 文。 D P lO封

図版番号 器　 種

計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ）重量 （g ）

15 3 磨製石斧 12．6 4．1 1．7 117．5 粘　 板　 岩 短冊形。刃部のみ を研磨 によ り作出。 Q lO2 2

154 打製石斧 11．3
5・7　 日 07

13 1．4 凝　 灰　 岩 短冊形。基部にタール付着。 Q lO2 3

155 磨製石斧 7．0 2．6 1．3 （35．5） 蛇　 文　 岩 定角式。刃部の一部欠損。 Q lO24

156 磨製石斧 （6．9） 4．6 2．4 （12 2．3） 緑色凝 灰岩 定角式。刃部欠損。 Q lO 2 5

157 磨　　 石 10．2 6．9
4・‖ 499・9 安　 山　 岩 自然礫 を素材。凹石兼用。 Q lO 27

15 8 門　　 有 10．0 8．4 5．1 6 30．6 安　 山　 岩 自然礫 を素材。 Q lO 26

15 9 石鉄未製品 4．1 2．4
・中　 7・8

チ　ャ　ー ト
F

剥片 を素材。基部が鈍角 。 Q lO 28

5　遺構外出土遺物（第516～527図）

表土と他時期の遺構から出土した多量の遺構外出土遺物の内，旧石器時代から縄文時代に属し，完形に近い

ものを抽出して掲載（第516～527図）した。1は旧石器時代の削乳　2は旧石器時代終末期の尖頭器，3ほ旧

石器時代終末期から縄文時代草創期にかけての尖頭掻器である。4は縄文時代早期の土乳　5～27は縄文時代

中期の土乳　28は縄文時代後期の土乳29～37は縄文時代中期の土製品38～92は縄文時代の石器，93は縄文

時代草創期の尖頭器，94・95は縄文時代の石製品である。解説は一覧表で示した。

－　591－



∠＝：二二二ユ

・．二、

第516図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第517図　遺構外出土遺物実測図（2）
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第518図　遺構外出土遺物実測図（3）
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第519図　遺構外出土遺物実測図（4）
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第520図　遺構外出土遺物実測図（5）
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第521図　遺構外出土遣物実測図（6）
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第522回　遺構外出土遺物実測図（7）
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第523図　遺構外出土遺物実測図（8）
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第524図　遺構外出土遺物実測図（9）
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第525図　遺構外出土遺物実測図（10）
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遺物外出土遺物観察表（第516～527図）
図版番号 ］‾‾‾‾‾器 種

計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考序 さ（cm ） 幅（cm 再 さ行m ）重量届

1　　 削　　 器 7．1 3．2 0．8 13．6 メ　　ノ　 ウ 左側緑に裏面から急角度の調整を施している。 Q 2023　PL48

2　　 槍先形麺器 3．4 コ．0
0・中 ・0

黒　 曜　 石 横長剥片を素材。片面加工。 Q 2025　PL48

3　　　 尖頭掻器 10．1 4．8 2．2 り7．0 流　 紋　 岩 打南側を刃部に加工 している。 Q 2024　PL48

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 音形及び文様の特徴 胎 士 ・色調 ・焼成 i 備 考

4

尖底士器 B　 （7 ．5 ） 尖底部片。無文。 長石 ・有英 ・赤 色粒子 P 20 57　 5 ％
縄文土器 にぷ い黄橙色

普通

探　　 鉢 B　 （9 ．6 ） 把手部 及び目線 部片。目線部は内傾す る。 口唇部 にほ乳 を有 す 長石 ・有英 ・霊母 P 2 06 5　 5 ％
5 縄 文土器 る把手 を，目線 部には橋 状把 手 を施 してい る。 口唇部外面直下 にぷい褐色

及 び口綾部 と頚部の境 に隆管 を巡 らしてい る。 普通

6

深　　 鉢 A ［2 4 ．0 ］ 目線部 から胴部 にかけての破片。胴 部は直線的 に立 ち上が り， 長石 ・雲母 ・礫 P 20 7 8　 10 ％
縄文土器 B （1 9 ．2 ） 頚部で外反 し，目線部 は開きなが らわずかに内攣す る。 目線部 にぷい黄橙色

内面 に稜 をもつ。 口唇部外面直下 に隆帯 を，目線 部 には押庄文

を有す る隆帯 を巡 ら し，幅狭の 日録部文様管 を構 成 している。

目線 部文様管内には 2 条 の結節沈線文 を施 している。

普通

7

深　　 鉢 A　 l O ．7 口緑 部及び胴部の一部欠損。胴部 は直線的 に立 ち上 が り，目線 長石 ・石英 ・雲母 P 2 0 83　 80％
縄文土器 B　 1 4 ．9

C　　 7 ．7

部 に至 る。目線部 内面に稜 をもつ。胴部及 び底部無文。 極暗褐色

普通

外 面煤付着

P L 4 3

8

深　　 鉢 A　 は 十 7 」 目線部 から胴 部にかけての破片 。胴 部は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・有英 ・雲母 P 2 06 9　 2 0％
縄文土器 B （1 4 ．2 ） 目線部 は直立 する。目線 部には L の 無節縄 文 を横方向 に，胴部 にぷい褐色

には L の 無節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

り

深　　 鉢 B　 （8 ．7 ） 目線部片。 目線部 は外傾す る。 口唇部外面 直下に半裁竹管 によ 石英 。雲母 【
P 20 70　 5 ％

縄文土器 る平行沈線 を巡らせている。 目線 部には条線文を縦方向に施 し， 灰褐色

横 S 字状 の隆管を貼 り付 けている。 普通

10

深　　 鉢 A　 白 2 ．0 ］ 目線 部か ら胴部 にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上 が り， 石英 ・雲母

にぷい褐色

普通

P 2 0 76　 15％

P L 4 3縄 文 土器 B （1 0 ．8 ） 目線部 は内攣する。口唇部外面直下及 び胴部 との境 に隆帯 を巡

らせ ている。目線 部 には 2 条 一組の隆帯 によ り文様 を措 出 して

いる。地文 は R L の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。

深　　 鉢 B （1 上 3 ） 胴部片。胴部 は外傾 して立ち上 がる。胴部には洗練 によ り文様 長石 P 20 6 3　 10％

1 1 縄 文土器 を措出 してい る。地文 は撚糸文 を縦方向に施 してい る。 黒褐色

普通

12

深　　 鉢 A　 2 上 4 日録部及び胴 部の一部，底部欠損。胴部は外傾 して立ち上 が り， 長石 ・石英 P 20 67　 80％
縄文土器 B （2 6 ．3 ） 口綾 部に至 る。口唇部外面直下及 び日録部 と胴 部の境に 2 条 一 橙色 P L 43

組 の隆帯 を，目線部 には波状の隆帯 を巡 ら している。地文は R

L の単節縄 文を縦方 向に施 している。

普通

lj

深　　 鉢 A　 2 2 ．3 底 部欠損 。胴 部は直線的に立ち上が り，頚部で外反 し， 日経 部 長石 ・石英 ・雲母 P 2 07 5　 9 0％
縄文土器 B （2 7 ．2 ） ほ内攣す る。口唇 部外 面直下及び目線 部 と頚部の境 に隆帯 と沈 浅黄橙色 P L 4 3

線 を巡 ら している。日録 部には隆帯 と沈線 によ り区画文，渦巻 普通

文 を施 している。地 文は R L の単節縄 文 を，目線部 には横方 向

に，頚部以下 には縦方向 に施 している。

14

探　　 鉢 A ［2 生 2 ］ 目線部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・石英 P 20 72　 5 ％
縄文土器 B （1 0 ．2 ） ロ緑 部はわずか に内攣す る。 日録部 には隆帯 と洗練 に より，区 にぷい黄橙色

画文，渦巻文 を施 してい る。胴部 には 3 条 一組 の沈線 を垂下 さ

せている。地文 として沈線 が縦方 向に施 されている。

普通

器　　 台 A　 1 7 ．0 脚 部欠損 。台部はほぼ平坦であ り， よ く研磨 されている。脚 部 石英 ・雲母 P 20 6 1　 30％
1 5 縄 文土器 B　 （2 ．5 ） には 3 孔 が確認 され， それ以上の穿孔が推測 される。 明褐灰色

普通

長石 ・雲母

台部一部煤付着

郁脳付土器 B　 （4 ．3 ） 胴部 は内攣 して鍔部 に至 る。目線 部は直立す る。鍔部 には径 5 P 2 07 9　 5 ％

P 20 59　 10％

16 縄 文土器 mm程 度の小孔が穿 たれている。 L R L の複 節縄文 を縦方向 に施 灰黄褐色

してい る。 普通

深　　 鉢 A ［4 4 ．0 ］ 目線部片。目線部 はわず かに内攣す る。 口綾 部には隆帯 によ り 長石 ・石英

17 縄 文土器 B （1 0 ．4 ） 区画文，渦 巻文が描 出 され ている。地文 は L R L の 複節縄 文 を にぷい褐色

縦位 に施 している。
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図版番号 器　 種
F

計測値 （cm ） l　　　　　　　　　 器形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A ［3 7 ．0 ］ …口綾部 の一 部及び底部欠損。胴部 は直線的 に立 ち上が り，頚 部 長石 ・石英 P 20 77　 50％
縄文土器 B　上目 ．9 ） で外反 し，日録 部は内攣す る。小波状目線 を呈す る。 口唇部外 灰褐色 P L 4 3

18 面直下及 びロ縁 部 と頚部の境に 2 本一組の隆帯 を巡 らせ ，波頂

部直下 には隆帯 に よる渦巻文 を施 してい る。 目線部 には 2 本一

組の隆帯 によ り波状 文を施 している。地文は R L の単節縄文 を

口綾部 には横方向 に，頚部以下 には縦方向 に施 してい る。

普通

深　　 鉢 A ［2 6 ．4 ］ 目線部か ら胴部 にかけての破片 。胴 部は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 206 8　20 ％
縄文土器 B （17 ．5 ） ロ縁 部は内攣す る。 口唇部直下及 び目線 部 と胴部の境 に隆帯 を にぷい褐 色

19 巡 らし，ロ綾部 には隆帯 と沈線 によ り区画文を施 してい る。地

文は目線 部 には R L の単節縄文 を横方 向に，胴 部には R L の単

節縄 文を縦 方向に施 している。

普通

ミニュチア土器 B　 （3 ．4 ） 底部 か ら胴 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。胴 長石 ・石英 ・針状鉱物 P 20 60　 40％
20 縄文土器 C　　 4 ．5 部 には 2 条一組 の沈線 を垂下 させ ている。底部無文。 にぷい褐色

普通

深　　 鉢 B　 （5 ．4 ） 底部か ら胴部 にかけての破 片。胴部は外傾 して立 ち上が る。胴 石英 P 207 3　 10％
2 1 縄文土器 C　　 7 ．6 部 には R L の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。底部無文。 にぷい赤褐色

普通

内面炭化物付着

22

深　　 鉢 A　 2 6 ．2 口綾 部及び胴部，底部一部欠損 。胴 部は外 傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 P 207 4　80％
縄文土器 B　 3 2 ．2 目線 部に至 る。 目線部 は無文。 地文はR L の単節 縄文 を縦方向 にぷい褐色 P L 4 3

C　白 0 ．0 ］ に施 している。 普通

23

探　　 鉢 B （2 2 ．2 ） 胴部片。胴部下位 は内攣 して立 ち上が り，胴部上位で外 反す る。 長石 ・石英 ・雲母 P 20 80　 40％
縄文土器 胴部 には 2 条一組の洗練 を垂下 させ ，洗練間を磨 り消 している。 にぷい黄橙色 P L 43

地文 はR L の単節縄文 を縦 方向に施 している。 普 通

24

深　　 鉢 A ［2 1 ．8 ］ ロ綾部片 。ロ緑 部下位は内傾 し，屈 曲して目線部上位 で外傾 す 長石 ・雲母 P 20 7 1　 5 ％
縄文土器 B　 （9 ．1 ） る。口唇部内面直下に隆帯 を巡 らせている。 口唇部にキザ ミを， 明赤褐色

目線部上位 には矢羽状 の集合沈線 を，目線部下位 には隆帯 と洗

練 によ り区画文 を施 している。区画内 には地文 と してR L の単

節縄文 を縦方向 に施 してい る。

普通

！深　 鉢 ！A ［5 1．0 ］ 厄 綾部か ら胴部 の破片 。胴 部は外傾 して立 ち上が り， 口緑部 は 】 】長石 ・石英 ・雲母 P 208 2　30％深　　 鉢 A ［5 1．0 ］ 目線部か ら胴部 の破片 。胴 部は外傾 して立 ち上が り， 口緑部 は 長石 ・石英 ・雲母 P 208 2　30％

25
縄文土器 B （3 6 ．0 ） わずか に内攣す る。 目線部 には沈線 に より，区画文，渦巻文 を 橙色

施 してい る。胴部 には 2 条一組 の洗練 を垂 下 させ，洗練間 を磨

り消 している。地文は R L の単節縄 文を縦方向に施 している。

普通

26

深　　 鉢 A ［3 2 ．9 ］ 目線 部片 。目線 部 は内攣す る。 口唇部外面 直下に沈線 を巡 らし 長石 ・石英 ・雲母 P 2066　 5 ％
縄文土器 B　 （9 ．9 ） ている。 地文はR L の単節縄 文を縦 方向に施 している。 にぷい黄褐色

普通

27

深　　 鉢 A ［3 2 ．0 ］ 目線部 か ら胴 部にかけての破片。波状 目線 を皇す る。胴 部は外 長石 ・石英 ・雲母 P 20 64 10％
縄 文土器 B （1 8 ．9 ） 傾 して立 ち上 が り，目線 部はわずか に内攣す る。 口綾部 には沈 にぷ い黄褐色

線 により楕 円形の区画文及び波頂部直下の渦巻文 を施 している。

胴部 には垂下 させ た沈線 閏 を幅広 く磨 り消 してい る。地文 はロ

緑部区画内 にR L の単節縄 文 を横 方向に，胴部 にはR L の単節

縄文 を縦方向 に施 してい る。

普通

28

台 付 鉢 B　 （5 ．3 ） 台部片。台部 は内傾 して立 ち上 がる。台部に はR L の単節縄文 長石 P 206 2　 10％
縄文土器 を施 し，沈線に より区画 された区画内 を磨 り消 してい る。 橙色

普通

図版番号 器　 種

計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

29 土器片錘 1．8 2．9 1．0 6．4 土　　　 製 楕円形でR L の単節縄文 を施 している。 D P20 04

30 土器片錘 3．9 3．2 0．9 15．3 土　　　 製 楕円形で L R の単節縄文 を施 している。 D P20 05

3 1 土器片円盤 5．5 5．0 1．3 1．3 土　　　 製 円形 でL R の単節縄文 と洗練 を施 している。 D P20 06

32 土器片円盤 5．2 4．5 0．8 3 0．2 土　　　 製 円形 で無文であ る。 D P20 07

33 土器片円盤 4．3 4．0 0．7 15．3 土　　　 製 円形 でR L の単節縄文 を施 している。 D P200 8

3 4 土器片円盤 ；
2．5 2．5 0．9 5．3 土　　　 製 円形で R L の単節縄文を施 している。 DP 200 9

3 5 土器片円盤 4．3 4．2 1．1 27．6 土　　　 製 円形で R L の単節縄 文を施 している。 D P2 0 10

36 土器片円盤 3．1 3．0
1・1 i 12・7

土　　　 製 円形で縄文 と洗練 を施 している。 D P2 0 11

37 土器片円盤
3・2 i 3・1 1・1 ！ 14・8

土　　　 製 円形で R L の単節縄 文を施 している。 D P2 0 12
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図版 番 号 器　 種

計 測 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

38 磨 製石 斧 1 1．1 5 ．6 2 ．3 27 9．2 閃　 緑　 岩 定 角 式磨 製 石 斧 。 刃 部 一 部 欠 損 。 Q 20 35　 P L 4 5

3 9 磨 製 石斧 10 ．9 3 ．9 1．8 10 0．7 粘　 板　 岩 刃 部 及 び両 側 面 に剥 離 痕 を残 す 。 Q 20 34　 P L 46

4 0 磨 製石 斧 （10 ．4 ） 4 ．9 2 ．6 （22 8．8 ） 緑 色 凝 灰 岩 定 角 式磨 製 石 斧 。 刃 部 一 部 欠 損 。 Q 20 36　 PL 45

4 1 磨 製石 斧 8 ．7 5 ．3 2 ．6 18 3．7 閃　 緑　 岩 定 角式 磨 製 石 斧 。 刃 部 一 部 欠 損 。 Q 20 37

4 2 磨 製石 斧 12 ．4 5 ．9 1 ．5 17 1．3 粘　 板　 岩 刃 部及 び両 側 面 に剥 離 痕 を残 す 。 Q 20 38　 P L 4 6

4 3 磨 製石 斧 （8 ．3 ） 4 ．3 1 ．3 （78 ．4 ） ホルンフェルス 刃 部一 部 欠 損 。 Q 20 39

44 磨 製石 斧 7．9 4 ．5 2 ．9 153 ．5 砂　　　 岩 基 部 及 び刃 部 の 一 部 欠損 。 Q 2 04 1

4 5 磨 製石 斧 12．7 6 ．9 2．0 2 25 ．3 粘　 板　 岩 刃 部 及 び両 側 面 に剥 離痕 を残 す 。 Q 2 04 0

46 磨 製石 斧 6．7 3．8 1．1 4 6 ．2 結 晶 片 岩 基 部 一 部 欠 損 。 Q 2 04 2　 P L 4 5

47 磨製 石 斧 6 ．8 3．6 1．1 4 1．8 粘　 板　 岩 刃 部 及 び両 側 面 に剥 離 痕 を残 す 。 Q 2 04 3

48 打 製 石 斧 9 ．0 6．1 2．2 1 36 ．1 凝　 灰　 岩 撥 型 。 刃 部 は 表 裏 に加 撃 して作 り出 す 。 Q 2 05 2　 P L 4 6

49 打 製 石斧 8．8 7．2 1．6 1 14 ．4 砂　　　 岩 分 銅 型 。右 側 面 の挟 入 部 が 深 い 。 Q 20 4 8

50 打 製 石斧 1 1．6 6 ．5 1．2 10 7 ．4 粘　 板　 岩 分 銅 型 。挟 入 部 は浅 い。 Q 20 44　 P L 4 5

5 1 打 製 石斧 9 ．3 6 ．5 2 ．1 13 3．4 粘　 板　 岩 分 銅 型 。挟 入 部 は深 い。 Q 20 49　 P L 4 5

52 打 製 石斧 14 ．4 6 ．1 2 ．6 24 0．7 安　 山　 岩
撥 型 。 元部 は表 裏 に加 撃 して 作 り出 す。 Q 20 45　 PL 46

5 3 打 製 石斧 9 ．9 6 ．3 2 ．8 2 2 5．9 粘　 板　 岩 分 銅 型 。挟 入 部 は深 い 。 Q 20 50

5 4 打 製石 斧 12 ．1 5 ．5 2 ．3 179 ．2 粘　 板　 岩 分 銅 型 。挟 入 部 は浅 い 。 Q 20 46　 PL 45

5 5 打 製石 斧 9 ．5 6 ．0 2 ．9 2 06 ．1 流　 紋　 岩 分銅 型。 挟 入 部 は浅 い 。 Q 20 47

5 6 打 製石 斧 10 ．2 5 ．3 2 ．4 145 ．3 粘　 板　 岩 分 銅 型 。 挟 入 部 は浅 い 。 Q 20 5 1

5 7 磨 製石 斧 10 ．9 5 ．6 2 ．4 125 ．2 粘　 板　 岩 撥 型 。 両 側 縁 に剥 離 痕 を残 す 。 Q 2 0 53

5 8 打 製石 斧 10．6 6 ．6 1．7 142 ．6 粘　 板　 岩 分 銅 型 。 挟 入 部 は 深 い 。 Q 2 05 4　 P L 4 5

59 磨 製石 斧 9．5 4 ．9 1．5 10 9 ．5 緑 泥 片 岩 撥 型 。 両 側緑 に 剥 離痕 を残 す 。 Q 2 05 5

60 打 製石 斧 12．1 5 ．7 1．6 114 ．3 粘　 板　 岩 分 銅 型 。 挟 入 部 は 浅 い。 Q 2 05 8

6 1 打 製 石 斧 8．1 6．8 1．6 10 1 ．7 粘　 板　 岩 撥 型 。 刃 部 は 表 裏 に加 撃 して作 り出 す 。 Q 2 05 6

62 打 製 石 斧 9 ．8 6．2 1．5 1 15 ．3 粘　 板　 岩 分 銅 型 。挟 入 部 は深 い。 Q 2 05 7

63 打 製 石 斧 9 ．9 5．6 2 ．1 16 5 ．3 粘　 板　 岩 分 銅 型 。挟 入 部 は浅 い。 Q 2 05 9　 P L 4 5

64 打 製 石斧 9 ．8 7 ．2 1．3 13 8．4 粘　 板　 岩 分 銅 型 。挟 入 部 は深 い。 Q 20 60

6 5 打 製 石斧 12 ．7 4 ．8 2 ．0 14 0．0 粘　 板　 岩 分 銅 型 。挟 入 部 は深 い 。 Q 20 92　 P L 44

6 6 磨　　 石 15 ．0 7 ．2 3 ．9 69 7．7 安　 山　 岩 使 用 面 は全 側 面 。 表 面 2 孔 。 Q 20 62

6 7 磨　　 石 12 ．0 7 ．1 3 ．5 4 0 7．6 安　 山　 岩 使 用 面 は全 側 面 。 Q 20 6 1 PL 47

6 8 磨　　 石 1 1．7 8 ．1 4 ．7 83 1．9 安　 山　 岩 使 用 面 は全 側 面 。 表 裏 各 2 孔 。 Q 20 63　 PL 47

6 9 磨　　 石 10 ．7 7 ．8 5 ．3 599 ．5 粘　 板　 岩 使 用 面 は全 側 面 。 加 熱 に よ り赤 変。 Q 20 65

7 0 磨　　 石 14 ．1 7 ．5 3 ．6 6 08 ．0 砂　　　 岩 使 用 面 は両 側 面 。 表 面 2 孔 。 Q 20 67

7 1 磨　　 石 9 ．4 5 ．9 1 ．6 117 ．2 砂　　　 岩 全側 面 に敲 打 痕 。 Q 20 7 1

72 磨　　 石 10．3 8 ．3 3．6 4 39 ．1 安　 山　 岩 使 用 面 は全 側 面 。 表 面 1 孔 。 Q 206 9　 PL 4 7

7 3 磨　　 石 8．5 6 ．5 3．3 2 84 ．3 閃　 緑　 岩 使 用 面 は全 側 面 。 Q 2 07 0

74 磨　　 石 11．5 9 ．9 6．8 104 2 ．7 安　 山　 岩 使 用 面 は全 側 面 。 Q 2 07 5　 P L 4 7

75 磨　　 石 10 ．7 7．7 4 ．3 54 8 ．5 花　 崗　 岩 全 側 面 使用 。表面 1孔 。裏 面 2 孔 。両 側緑 に決 り。 Q 2 07 2　 P L 4 7

7（） 蔽　　 石 7 ．5 5．5 1．7 10 0 ．5 砂　　　 岩 使 用 面 は全 側 面 。 Q 2 06 4

77 敲　　 石 8 ．6 4 ．7 2 ．7 15 6 ．5 砂　　　 岩 長 軸 方 向 の 両端 に敲 打 痕 。 Q 2 06 6

78 磨　　 石 1 1．0 7 ．1 4 ．2 47 0．5 安　 山　 岩 使 用 面 は 全 側 面 。 Q 2 07 3　 P L 4 7

79 敲　　 石 8 ．5 6 ．4 1．9 13 7．0 砂　　　 岩 長 軸 方 向 の 一端 に敲 打 痕 。 Q 2 07 4

80 敲　　 石 15 ．0 7 ．9 2 ．9 46 4．3 砂　　　 岩 長 軸 方 向 の 一端 に蔽 打 痕 。 Q 20 7 8　 P L 4 7

8 1 敲　　 石 7 ．0 4 ．0 3 ．3 1 16．3 砂　　　 岩 長 軸 方 向 の一 端 に敲 打 痕 。 Q 20 7 7

8 2 敲　　 石 11 ．2 6 ．1 2 ．9 25 5．5 安　 山　 岩 長 軸 方 向 の一 端 に敲 打 痕 。 両 側 緑 に決 り。 Q 20 76

8 3 敲　　 石 12 ．1 5 ．8 1 ．9 199 ．2 砂　　　 岩 上 下 に切 り込 み を施 して い る 。 Q 20 82　 P L 4 8
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図版番号 器　 種

計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

84 石　 錘　 カ 7．2 6．9 1．4 87．6 砂　　　 岩 両側緑 に挟 り有 り。 Q 20 83

8 5 浮　　 子 ［ 4・4 3．6 3．0 2．5 軽　　　 石 断面はほぼ円筒状 を呈する。 Q 20 90　 PL 48

86 不明石製品 19．1 （3．2） 2．4 22 8．6 粘　 板　 岩 断面長方形。先端部に溝状の切れ込みが入る。 Q 209 1

87 石　　 錐 3．1 2．8 0．8 5．0 赤色チャート 逆三 角形状 を皇 し，先端部 やや突 出。 Q 20 33　PL 4 8

88 石　　 鉄 2．5 1．9 0 ．4 1．1 チ　 ャ　ー ト 基部 に決 り有 り。 Q 208 5　PL 4 8

89 石　　 鉄 2．5 1．9
0・6 ！ 2・2

チ　ャ　ー ト 基部 に挟 り有 り。 Q 208 6　PL 4 8

9 0 石　　 鉱 2．3 1．7 0．4 1．1 黒　 曜　 石 基部 はほぼ直線 的。 Q 20 84

9 1 右　　 舷 （2．9） （1．8） 0．5 （2．2） 黒　 曜　 石 基部 に挟 り有 り。 Q 20 87　 PL 4 8

9 2 石　　 鉄 2．6 1．4 0．5 1．2 チ　ャ　ー ト 基部に挟 り有 り。 Q 20 88　 PL 48

9 3 尖 頭 器 3．1 0．6
0・中 1・8

メ　　 ノ　　 ウ 茎部欠損。 Q 20 89　PL 48

94 大　　 珠 8．2 3．0 2．0 9 8．0 素　　　 翠 一側線が弧状 を皇する。 ほぼ中央部に穿孔。 Q 209 3　PL 4 4

95 大　　 珠 5・中　 2・0
1．4 22．0 素　　　 翠 一側線が弧状 を皇する。上半部 に穿孔。 Q 209 4　PL 4 4
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第4節　ま　　と　　め

宮後遺跡は縄文時代から中の近世にかけての複合遺跡である。今回の整理作業は，調査2区を除いた調査

103～5区における縄文時代の遺構と遺物について実施した。縄文時代の遺構は前述したように調査1・2

区にその主体があ畑　中期中葉から中期複葉にかけては環状集落を形成している。宮後遺跡における縄文時代

中期集落の変遷や構造等を明らかにすることは今後の整理に譲るとして，今回は縄文時代中期中葉の土器の様

相と土坑墓から出土した太珠について検討していきたい。

且　縄文時代中期中葉の土器について

研究略史
＝

茨城県における縄文時代中期中葉の土器研究は，1977年に開始された石岡市東大橋原遺跡と1975年に実施さ
2j

れた冒立市諏訪遺跡の調査を契機に本格的に開始された。1970年代後半から1980年代前半にかけての研究は両

遺跡出土土器の分析を中心に行われ，諏訪遺跡出土土器の検討は鈴木裕芳氏と海老澤稔氏に，東大橋原遺跡出

土土器の検討は横山仁氏等より進められた。

鈴木裕芳氏は，胴部を懸垂する隆帯により区画するものを第6群土器，有節沈線文（結節洗練文）が胴部まで

及んで羊歯状文や渦巻文等を施すものを第7群土器と分類し，特に第6群土器を既存の型式に当てはまらない
3）

こと，茨城県北部の栃木県東部・福島県南部に分布することからスワタイプと仮称した。そしてスワタイプは

大木7b式から大木8a式の古い段階にかけての時期と位置付け，さらに第7群土器へ変遷することを指摘し

ている。1987年には諏訪遺跡出土土器群と関連資料をスワタイプ系統と七郎内系統と沈線文系統と原体庄痕文
4）

系統に分け，阿王台式の編年を基軸に5段階に区分して各系統別の変遷案を提出している。
5）

海老澤稔氏は諏訪式土器を提唱し，4段階の変遷案を提示している。その中で，諏訪式土器は口縁部が内攣

して胴部が直線的となる器形が主体となり，それが大木7b式や阿王台式と異なること，胴部の隆帯間に施さ

れる上下対称弧線文やⅩ字状文は大木7b式や阿王台式にみられないことから，諏訪式土器は大木7b式と阿

王台式の融合により成立したのではなく，その系譜は竹ノ下式土器に求められることを指摘している。

横山仁氏は東大榎原遺跡から出土した土器を位置付けるために，把手の形状と有無，目線部文様帯の形状と

施文方法，胴部磨消懸垂文の有無，文様帯の区分を分類基準として取り上げ，加曽利E式土器を4段階に分け
6）

ている。論文は完結していないながらも，加曽利EI式土器の成立を最初に課題としたことで評価できる。

また，橋本勉氏は田木谷遺跡出土土器を報告する中で，阿王台式から加曽利EI式土器への移行について論
7）

じており，瓦吹堅氏と鴨志田篤二氏は日本考古学協会昭和56年度大会のシンポジウムにおいて県北部と県南部
8）

では地域差があるとする編年案を提出している。

福島県では，1981年に石川町七郎内C遺跡が調査され，松本茂氏が細い隆帯と有節沈線文によって文様を表
9ノ

出するものを七郎内Ⅲ群土器とした。そして，七郎内Ⅲ群土器は大木7b式と阿王台式の融合により成立した

こと，北関東と東北南端部に分布圏を持つこと，大木7b式のある段階から大木8a式のある段階まで存続して

いることから既存の型式とは分離されるべきであると指摘している。

1980年代後半から1990年代前半にかけては資料の増加も少なく，研究も低迷していたが，茨城県教育財団が

1991年から実施したつくば市中台遺跡の調査と1992年から開始された谷和原村前田村遺跡の調査成果により，

県南部域の研究が活発化してきた。1990年代後半の研究としてほ鈴木素行氏と吹野富美夫等が行っている。

鈴木素行氏は玉里村部室貝塚で採集した資料を位置付ける作業の中で，栃木県における研究の動向を整理し，

－　608　－



10）

茨城県における阿王台Ⅲ式から加曽利EI式古段階までの標本資料を提示した。

吹野富美夫は前田村遺跡における該期の様相を明らかにするための基礎作業として，阿王台Ⅳ式土器と加曽
11メ

利EI式土器を細分した段階を時間軸とし，それぞれの段階の土器組成を検討した。

栃木県において該期の土器研究を進めている塚本師也氏は，茨城県の土器様相について次のような見解を示

している。すなわち，茨城県域では阿王台式はIa式からⅣ式まで存続していること，茨城県北部では海老澤

氏が設定した諏訪式土器とほぼ同概念の七郎内Ⅱ群土器が阿王台式に併行して存続すること，福島県から栃木

県域に分布する火炎系土器が茨城県域では分布しないこと，中峠式土器は筑波山と霞ヶ浦を結んだラインより

南部では分布するが，その北部では分布しないと予測していること等である。また，茨城県北部の様相は宮後
12ラ

遺跡の調査成果によって判明するとし，多くの課題を提案している。

以上のように茨城県における該期の研究動向とそれに関連する研究をまとめてみた。塚本氏が指摘するよう

に宮後遺跡における土器様相を明らかにすることは茨城県北部域の様相を解明するために不可欠であることは

言うまでもない。さらに，それを県南部城の様相と対比しながら体系化していけばタ茨城県域における該期の

土器様相は解明されることになるだろう。

隔年と鯉成

宮後遺跡では阿王台Ib式から加曽利EⅣ式までの縄文中期土器が出土している。ここでは，宮後遺跡1区

で主体となる阿王台Ib式から加曽利EI式古段階までの縄文中期土器を取り上げ，縄文時代中期における宮

後遺跡を復元するための基礎研究として該期の土器様相を明らかにしていきたい。

時間軸は阿王台式の編年を基準とし，一括土器と捉えられる共伴関係から，同時期の組成を明らかにしてい

く。縄文地に有節（結節）沈線文を施す土器については，スワタイプ，七郎内Ⅱ群土器，諏訪式土乳スワタイ
13j

プ系統と七郎内系統，湯坂タイプと諏訪タイプのように様々な捉え方がされている。その名称については，最

初の調査遺跡名を冠して諏訪式土器という名称を用いたいところではあるが，塚本氏が指摘するように現段階
14j

では型式内容の把握が十分でないことから，七郎内Ⅲ群土器の名称を使用する○また，その概念については，

今回は胴部に懸垂する4単位の隆帯間に，沈線で上下対称弧線文やⅩ字状文を施すものも含めて考えている。

阿五台亘臨◎蓋式期（第528・529図）

第616号土坑出土土器（10・11）を指標とし，第24・1510278・358号土坑出土土器等が相当する。本期は阿王

台Ⅱ式土器に七郎内Ⅱ群土器と微量の勝坂I～Ⅱ式土器が伴出している。第151号土坑からは，6の阿玉台Ⅱ

式土器と5の七郎内Ⅱ群土器が出土しており，それらが共伴する好例である。第396号土坑資料については，

14が阿王台Ib式土器であるが，量的に少ないため便宜的に本期に含めた。今後の整理で阿王台Ib式土器の

資料が増加すれば，阿王台Ib式期として独立した段階として捉えなければならないであろう。7・9e18の

七郎内Ⅱ群土器については，阿玉台Ⅱ式土器と共伴関係にないが，次のような理由から本期とした。7と9を

本期とする根拠は，7のような顔面状の表現は本期に多いこと，9は目線部の文様が簡素で，区画文が連続し

て展開せずに独立していること，双頭の波状目線が3と13のように左右非対称であることである。第558号土
15）

坑から出土した17と18を本期とする根拠は，17のような無文土器は品川台遺跡で阿王台Ⅱ式期のものがあるこ
16）

と，18の胴部に縦位の楕円形区画文を施す手法は第41号土坑の1（第112図）と共通性があり，法正尻遺跡第

327号出土土器のように大木7b式土器の特徴のひとつであることである○勝坂トⅡ式土器については，第

383号土坑の10（第320図）が好例である。阿王台Ⅲ式土器の特徴となる文様には，複列の角押文伴裁竹管による

結節平行沈線文）の他に，クシ状工具による結節平行洗練文，半裁竹管による平行洗練文がある。また，16の

ようにキザミ目列を巡らすことも，量的に少ないながらも阿王台Ⅱ式土器の特徴となる文様要素である。また，
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本期には，諏訪遺跡出土土器のように胴部に懸垂する隆帯間に上下対称弧線文やⅩ字状文が施しているもの，

4・5・7のように目線の外面や15のように把手の内面に獣面を表現するものが多い。

問五台Ⅱ式期（第530図）

第387号土坑出土土器（2小25・26）を指標とし，第65e362・575号土坑出土土器等が相当する。本期は隆帯に

沿って爪形文を施す阿王台Ⅲ式土器が主体で，七郎内Ⅲ群土器と大木8a式土器が客体的に伴出する。阿玉台

Ⅲ式土器における区画文内の文様は，沈線による数条の鋸歯状文と縦位の沈線文がある。19の第575号土坑から

出土した隆帯に沿って爪形文を施す阿王台Ⅲ式土器にはキザミ目を巡らしており，阿王台Ⅲ式土器の特徴が残

存している。七郎内Ⅲ群土器の割合は前時期と比較して少なくなるが，第362号土坑で良好な一括資料が出土

している。本期の七郎内Ⅱ群土器は，目線部に波頂部直下の把手を起点に隆帯による区画文を形成する。大木

8a式土器は，第387号土坑で良好な共伴関係にある。26は口唇部直下に爪形文を施していることが大木8a

式土器から逸脱しているが，目線部に横S字状文を施していること，胴部に沈線文を多用していることから，

大木8a式土器に分類できる。また，阿王台Ⅲ式土器との共伴関係にはないが，39の第516号土坑出土土器も

本期のものと考えられる。

阿五台紺式期（第531図）

第511号土坑出土土器（33・34e35）を指標とし，第399号土坑出土土器等が相当する。本期は阿王台Ⅳ式土器

に大木8a式土器が伴出し，七郎内Ⅱ群土器は微少的存在となる。阿王台Ⅳ式土器の隆帯に沿って施される文

様には，沈線文を施すもの（27e29）と，半裁竹管による平行沈線文（33）がある。また，胴部の隆帯については，

4単位で垂下するもの（27）と，環状の突起を有するもの（33）がある。大木8a式土器は出土数が増加し，深鉢の

器形が多様となる。34のような胴部中位に最大径がある樽形のものが伴出するのも，本期からである。また，

本期には，41のような立体的な把手を有するものや42のような勝坂Ⅲ式土器も微少的に伴出すると考えられる

が，阿王台式土器が共伴していないため時期を確定するには至らなかった○

加曽利臣　武者段階期（第533図）

第637号土坑出土土器（48e49）を指標とし，第601・610・642・647号土坑出土土器等が相当する。本期は加曽

利EI式土器が成立し，伴出する土器群が減少する。伴出する土器群としては中峠式土器が微少的に存在し，

七郎内Ⅲ群土器と勝坂Ⅲ式土器は組成からなくなる。加曽利EI式土器の文様には，細い隆帯と背に沈線を有

する隆帯がある。中峠式土器は第642号土坑から出土しており，立体的な楕円区画文を連続して巡らすもの（50）

とキザミを有する隆帯を施すもの（第461図13）がある。また，46のように地文や文様の手法に阿王台Ⅳ式土器の

特徴を有する土器も残存している。

今後の課題

以上のように，茨城県における縄文時代中期中葉土器の研究史を略述し，宮後遺跡における阿王台Ⅱ式期か

ら加曽利EI式古段階期にかけての土器様相の概略を提示した。今回の方法は土坑出土の一括資料を段階設定

の基礎資料とし，伴出する阿王台式土器を時間軸にして，それぞれの特徴と組成を抽出したものである。しか

し，阿王台式土器が伴出していない資料も多く，七郎内Ⅲ群土器をはじめに大木7b式土器・大木8a式土

器・勝坂Ⅲ式土器・中峠式土器等の理解が不十分なため，それぞれの系統を把握することができなかった。今

後は，それらの理解を深めていくとともに周辺地域の資料を含めた分析を加えていきたい。
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第528回　阿王台I b Ⅱ式期の土器（1）
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掛K。96，

第529図　阿玉台I b・Ⅲ式期の土器（2）
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第530図　阿王台Ⅲ式期の土器
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第531回　阿王台Ⅳ式期の土器
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41（SK312）

第532図　阿王台Ⅲ・Ⅳ式期の土器
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51（SK642）

第533図　加曽利EI式古段階期の土器
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2　士坑墓から出土した太珠について

第1号土坑墓から大味上納ゞ出土している。本土坑墓は環状集落の中心部にあたる墓域に位置しているが，

本土坑墓が検出された区域は前述したように撹乱が著しく芦　同様な土坑は検出できなかった。しかし，同じ墓

域内に位置し，調査ユ区に隣接する2区からは，残存状態が良好であったため約200基の土坑墓が検出されて

おり，それらが放射状に分布していた。本来は本土坑が検出された1区も2区とおなじように多数の土坑墓が

存在していたのであろう。本土坑墓についても主軸方向は墓域の中心部方向を向いており，その位置も墓城の

ほぼ中心部にあたる。また，装身具が出土した土坑は2区から検出された土坑を含めても2基だけである。本

土坑の太珠は，装身具の希少的存在と中心部に位置する土坑だけに副葬されていることから，威信財と考えら
17）

れる。またタ瓦吹堅氏の集成によれば，茨城県における大味は29遺跡で40点が確認されている。今後は類型的

な検討とともに，出土状況からみた副葬状況や墓域の構造等を復元していくことが課題となるであろう。
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第79号住居跡
遺物出土状況
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遺物出土状況



第6号屋外炉
遺物出土状況

第23号土坑
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